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ここから脱出でたければ恋しあえっ１









竹井10日








角川スニーカー文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　少年が目覚めると、そこは、密室だった。


　目の前には横たわる彼の上に馬乗りになっている半はん裸らの少女。


　ツインテールに小こ柄がらな体たい軀く、やや目め尻じりの上がった目つきの鋭するどさが強い印象を相手に与あたえないではいられない。


　白と水色の縞しま々しまストライプのショーツと、お揃そろいの柄がらのブラが申し訳程度に、彼女の控ひかえ目なおっぱいとお尻しりの膨ふくらみを包み隠かくしていた。


　その彼女は、今にも少年の服を脱ぬがさんと、彼のボタンに手を掛かけている。


「……」


「……」


　少女と少年の目が合う。


　交こう錯さくする視線と視線。


　薄うす暗くらがりの中の永遠とも思えるような沈ちん黙もく。


　嵐あらしの前の静けさ、静中の静は真の静にあらず、映画の前の踊おどるカメラ人間。


　そして、訪おとずれる崩ほう壊かいの時。


「ぶるぅぁああああああああああああああああああああああああああ!!」


「げほぉぅっ!!」


　少年の下腹部に騎き乗じようしたまま、恥はずかしい姿を見られた下着姿の少女が顔を真っ赤にして、少年の土手っ腹にコークスクリューパンチをぶち込んだ。





　少年の名は、高こう炎えん寺じ悠ゆう真ま。


　少女の名は、氷ひよう藤どう美み羽う。





　薄うす暗ぐらい密室に閉じ込められた一組の少年少女から物語は始まる。


　深い闇やみの底から、光を求めて───。




　人は皆みな、何かに閉じ込められている。


　社会に、人生に、家庭に、学校に、会社に、そして、自分自身に……。


　生きている限り、誰だれもがその檻おりの中から出ることは出来ない。





　この物語は、閉じ込められた密室の中で─────。


　恋こいと愛と知ち恵えを武器に、その檻を破り、自由の翼つばさを得ようともがく─────。


　─────少年少女達の戦いと恋れん愛あいの軌き跡せきである。
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「名古屋市の統計によると、別れ話をした時に、男性が女性に言われたい台詞せりふ第１位は『ねぇ、私の何が駄だ目めなの!?　頑がん張ばるから……私、頑張るから、ぐすっ、嫌きらいにならないでよぅ!!』だそうだ」


「どんだけめんどくさい女好きなのよ!?」


「何でそんな統計取ってんのよ、名古屋市!?」


「あとそれ別れ話を装ったラヴ行こう為いだ!!」





　昼休み。


　鍵けん翼よく高校２年04組の教室。


　女の子グループの机を巡めぐってそんな話をしているのは、高こう炎えん寺じ悠ゆう真まである。


　フランク過ぎる人ひと柄がらと、嫌いや味みのない好青年然としたルックスと、どこか憎にくめない言動と、そして何より、異世界から来たのではないかと思わせる大だい胆たんな思考回路によって、学校中から親しまれつつも恐おそれられている少年だ。青年なのか少年なのか、どっちだよ。





　悠真が妹の作った愛妻弁当を片手に、いつものように今日も、女子の弁当箱の美味おいしそうなおかずを摘つまませて貰もらったり、交こう換かんして貰ったりというキャッキャウフフ昼食タイムを取っていたその時である。


　教室の外、廊ろう下かから男女の悲鳴めいた叫きよう声せいが遠くから徐じよ々じよに近づいてきた。


「……なに？」


　不安そうに萎い縮しゆくする女子を庇かばうように、悠真がその前に立つ。


「テロリストが潜せん入にゆうしてきてみんなを人ひと質じちにしてエッチな命令とかもするが、俺が突とつ然ぜん目覚めた格かく闘とう技ぎでテロリストを圧あつ倒とうし、みんなを解放して、俺が一目置かれるという妄もう想そうかもしれん」


「妄想か!!」


「格闘技って突然目覚めたりするものなの!?」


「大体、何でテロリストが、学校とか占せん拠きよしても意味ない場所を狙ねらうのよ？」


「どうして、男子ってそんなことばっかり考えてるの……？」


　男子生徒なら誰もが一度は考える学園テロリスト占拠事件解決の夢を、現実主義リアリストの女子達に総ツッコミで全力否定された悠真が、机に突つっ伏ぷして激げき凹へこみしていた。


　だが、そんな妄想はこの後起こる出来事に比べれば遥かに小物。


　その爆ばく発はつ的にショッキングな代しろ物ものは、ドン!!と教室のドアを蹴け破やぶって登場した。


　猫ねこ耳みみの生えたピンク色の上半身だけ宇宙服で、その裾すそから生足をにょっきり突き出した人間（？）……そのヘルメットのバイザーに表示されたピンクの電光表示の顔が教室内を舐なめるように眺ながめる。


　その視線が悠真の所でピタリと止まったかと思うと。


「高炎寺悠真[image: ]!!」


　デジタル化された少女の叫さけび声と共にバイザーに表示された顔が変化した。


　ドアが蹴破られた音で顔を上げて、半宇宙服少女（？）を凝ぎよう視ししていた悠真は、自分の名前が呼ばれてギョッとなる。さかなクンリスペクトでは別にない。


「量産型ども、のりこめー!![image: ]」


　手て振ぶりでカムイン！とジェスチャーしつつ号令を掛ける半宇宙服少女の呼び掛けで、似たデザインの黄色い半宇宙服を着た量産型と呼ばれた大量の人々が、『のりこめー[image: ]』『のりこめー[image: ]』と口々にデジタル音声を発しながら、ドドドドドドドド!!と怒ど号ごうのような靴くつ音おとを響ひびかせて教室内に殺さつ到とうした！


　そして、あっと言う間に悠真をその人波に呑のみ込んだかと思うと、そのまま担かつぎ上げる。


「うお!?　何事!?」


　度ど肝ぎもを抜ぬかれ続ける悠真のリアクションを無視し、駆かけ出した量産型・半宇宙服人間達は……。


「マツリダ[image: ]ワショーイ！」


「マツリダ[image: ]ワショーイ！」


「マツリダ[image: ]ワショーイ！」


「マツリダ[image: ]ワショーイ！」


　などというかけ声と共に、人間神輿みこし状態で悠真を運んで、教室を出て廊下を疾しつ走そうしていった。


　教室に残された生徒達は、しっちゃかめっちゃかにひっくり返った机や椅い子すの惨さん状じようを前にぽかーんと、それを見ているしかなかったが、やがて我に返って口走るのである。


「格闘技、目覚めなかったね……」





　　　　＊





　一方、半宇宙服の謎なぞの集団に担ぎ上げられた悠真は、廊下を疾しつ駆くするその集団をざわついて見守る生徒達からの晒さらし者状態になっていた。


「ちょ……っ!!　お前ら、何なんだよ!?　俺をどうするつもりだ!?」


　生徒達の奇き異いの目も、必死に叫ぶ悠真も、半宇宙服集団は全く意に介かいさず、全力疾走に近いスピードで突っ走る。


　異様な一団はそのままグラウンドに出て、今はもう使われていない旧校舎へと飛び込んでいき、その一番奥にある部屋の地下倉庫へと悠真を投げ捨てた。


「痛っ!!」


　ものの２ｍぐらいとはいえ、背中から落ちた悠真がもんどり打って苦しむ……が、すぐに痛みより怒いかりの方が上回ったらしく、ガバッ！と起きあがる。


「テメエら!!　一体何のつもりか知らんが、兎とに角かく、凄すごい怒おこった!!　そこを動くなよ!?　順番に、セブンとミストとミリオンダラーベイビーを見てた方が良かったと思うぐらいの気持ちにさせてやる!!」


　悠真は後味悪い系映画が大好きなのだ。


　地下倉庫の入り口である天てん井じようの穴から下を不気味に覗のぞき込んでいる半宇宙服の電光表示の光る顔を睨にらみ付ける悠真は、ガルル！と吼ほえて梯子はしごを上ろうとした。


　……が。


「くぉら、離はなせなのっ!!　離せっつってるのっ!!　どちくしょ───っ、後で纏まとめてその宇宙服ん中に、女子更こう衣い室の開かずのロッカーの中の酸すっぱいジャージをぶち込んでやるんだもん───っ!!」


　一部の業界ではご褒ほう美びです、というような台詞の甲かん高だかい少女の怒ど声せいが入り口の更さらに向こう側、旧校舎の廊下と思おぼしき辺りから轟とどろいてきたかと思うと、モーゼの十じつ戒かいの如ごとく半宇宙服人間がスザッと後ずさって道を空ける。


　その空いた道に、別の半宇宙服人間の集団が走り込んできて、そのままの勢いで担いで運んできた少女を、悠真同様地下倉庫に投げ捨てた。


「な……!?」


　梯子を上りかけていた悠真の顔面に、落ちてきた少女の股こ間かんがぶつかり、そのまま悠真はパンツに押し潰つぶされる形で、再び地下倉庫の床ゆかに逆ぎやく戻もどりし、今度は強したたかに頭を打ちつける。


「ぐあ!!」


　その衝しよう撃げきと共に、悠真の意識は途と絶だえる。


　間ま際ぎわに見た白と水色の縞しま々しまが、彼の網もう膜まくに焼き付いたことは言うまでもない。
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　悠ゆう真まが目を醒さました時。


　下着姿の少女に馬乗りになられて、土手っ腹にパンチを食くらった訳である。


「げほっげほっ!!　なにすんじゃい!?」


「そりゃこっちの台詞せりふなの!!　何見てるなの!?」


　魅み惑わくの白と水色の縞々ショーツと、薄うすいささやかすぎる胸を覆おおうショーツとお揃そろいの柄がらのブラに、悠真の視線が突き刺ささっていることに気付いた少女が顔から火を噴ふいて滅ほろびの呪じゆ文もんを叫びながら、悠真に目め潰つぶしをかました。


「バルス!!」


「ぎゃあああああああああああああ!!　目が、目がぁ!!」


　ゴロゴロ転がり出す悠真から飛び退のいた少女は、向こう側が見えるスカスカのスチール棚だなに隠かくれ悠真を警けい戒かいするが、勿もち論ろんほぼ丸見えである。


　長らく思うさま転がった悠真は、ようやくダメージから回復して起きあがって、早さつ速そく少女に怒ど鳴なりつける。


「おまーなーっ！　人を追い剝はぎしようとした上に多段攻こう撃げきを仕し掛かけてくるとは、太い野や郎ろうだ!!」


「うっさい！　こっち見んななの!!　見たら、東京湾わんの地下に埋うめて殺害してやるんだもん!!」


「東京湾の地下に!?」


　埋める為ための労苦が半はん端ぱではなく、非常に難易度の高い埋まい葬そうであり、怨えん恨こんの線が濃こいと見て取れる。


「てゆーか……お前、何で服着てないんだ？　痴ち女じよ？」


「誰だれがよっ!?　知らないわよ、ここに放ほうり込まれた後、変なガスを吹ふき込まれて意識を失って……気がついたらこの格好だったんだもん……っ!!」


　羞しゆう恥ちと恐きよう怖ふと屈くつ辱じよくで、少女がボロボロ泣き出した。


「ちょ……泣くなよ……。……ほら、これ、羽織ってていいからさ」


　女の子に泣かれてはそれ以上責めることは出来ない。


　悠真は、慌あわてて制服の上着を脱ぬいで少女に向かって投げ渡わたす。


　その行動は少女には、予想外だったようで、ぽすんと受け取ってから目を丸くしてしばらくそれを眺ながめてからいそいそと着込んでポソリと呟つぶやいた。


「ぁ……がと……なの」


　紳しん士し然として、着き替がえる……と言っても羽織って上の方のボタンを留める程度ではあるが、その間、後ろを向いてやって、目の前に並ぶロッカーに目を遣やったりして衣きぬ擦ずれの音から意識を逸そらしていた悠真が振ふり向いて問う。


「え？　なに？」


「っ……！　制服が臭くさいって言ったのよぅっ！　あほっ!!」


　聞き直した悠真に、少女は頰ほおを赤らめて怒鳴りつけてくるが、当の悠真の気になるところは別にあるようだ。


「アーモンド臭しゆうか？」


「青酸カリでも染しみ込ませてるなの!?」


　確かめる方法は、『ペロ……これは青酸カリの味！』である。


「まあ、素す直なおに『ありがとう』と言い辛づらくて口くち籠ごもるのは分かるが……」


「聞こえてんのなら、聞き直すななの!!」


　手近にあった小箱を悠真に投げつけ、頭にヒットしてぽこんと軽い音が鳴った。


　と、その小箱の蓋ふたが衝撃で開き、中からペンライトが出てくる。


「……？」


　20cm四方の直方体というちょっとした鉢はち植うえの入ってそうなぐらいの、サイズ的に不似合いな箱から出てきたそれに疑ぎ問もん符ふを浮うかべながら、ペンライトを手に取る悠真が、そういえばと顔を上げた。


「お前、名前は？」


「氷ひよう藤どう美み羽う」


「俺は、高こう炎えん寺じ悠真だ。……。ん？　ひょうどうみう……？　どこかで聞いた名前だな……？」


　首を捻ひねる悠真に、名前を何と呼んだものかちょっと迷いつつ、美羽が口を挟はさむ。


「あんた……悠真？　この制服、同じ学校なんだもん。どっかで聞いたことぐらい……」


「あ!!」


　ツインテールの、下着に男子制服１枚の少女、美羽の台詞を悠真が遮さえぎった。


「な、なんなの？」


「これこれ!!」


　突とつ然ぜん興奮する悠真がさっきまで見るともなしに見ていたロッカーをバンバン叩たたく。


　半世紀は前からあるのではないかと思えるほど古ぼけきったロッカーには、真新しいネームプレートが嵌はめられており、そこにはこう書かれていた。


　『氷藤美羽』と。


「あたしの名前!?」


　しげしげとロッカーを眺める美羽が眉まゆを顰ひそめる。


「でも何でこんな所にあたしの名前が……こんな古いロッカーのプレートに？」


「苛いじめられてるんじゃないか？」


「嫌いやなことゆーななのっ!!」


　ガウッ！と吼ほえる美羽は、さながら狂きよう犬けんのようだ。


「……。しかし……」


　悠真が改めて、周囲をぐるりと見み渡わたす。





　鍵けん翼よく高校、旧校舎・地下倉庫。


　悠真の記き憶おくによれば、そこはもう数十年に亘わたって何者も寄りつかぬ、いわば開かずの間であったはずだ。


　現に、異様に埃ほこりっぽい上に８mmビデオ映写機やカセットテープ、ＰＣ─６００１mkⅡなど前世紀の代しろ物ものが山積みである。


　その室内を天てん井じようから吊つり下げられた古ぼけた白熱電球が辛うじて薄ぼんやりと灯あかりを灯ともしていた。


「何でこんなトコへ謎なぞの宇宙人に放り込まれねばならんのだ……？」


「悠真、馬ば鹿かなの。宇宙服を着ている奴やつは、宇宙飛行士で宇宙人じゃないもん」


「あんなファンキーな宇宙飛行士がいてたまるか……。兎とに角かく、ここから出ようぜ。息苦しくてかなわん」


　と文句を垂れながら、薄うす暗ぐらくて覚おぼ束つか無ない足あし下もとを気にしながら、かけっぱなしの梯子はしごを上っていくが、鉄板で補強された天井のハッチのような扉には、この旧きゆう態たい依い然ぜんとした部屋には似つかわしくない堅けん牢ろうな最新型の鍵かぎが掛かけられている。


「……マジかよ」


　しかも、内側にある鍵かぎ穴あなはロックされた状態になっており、悠真は天を仰あおいだ姿勢にもかかわらず更さらに天を仰ごうとして背骨が折れそうになった。


　と、足下から、か細く心こころ許もと無ない美羽の声が発せられる。


「ねえ……これ、どういうことなの？」


「？」


　見下ろす悠真は、壁かべに立てかけられた黒板を怪け訝げんそうに凝ぎよう視しする美羽の元へと梯子を下りていき、隣となりに並んだ。


　美羽が疑問を呈ていした黒板に最近書かれたと思おぼしき言葉に、悠真もまた息を呑のむ。


「……『この部屋のどこかにあるラブラブ[image: ]チェッカーで恋れん愛あい相あい性しよう度１００％を出すと鍵が貰もらえるよ』？？？　なんだそりゃ？　どういうことだ？」


「どっかの馬鹿が巫山戯ふざけてんなの！　後でボコボコにしてやるもん!!」


「女の子が暴力を振るうのは感心せんな……」


「ボコボコにしてやるというのは、追い焚だきしすぎでボコボコと不ふ穏おんな音を立てている状態のお風ふ呂ろに放り込んでやるということの略だもん!!」


「より残ざん酷こくな仕打ちに!?」


　あと、その略し方は何かおかしいと思われた。


「兎に角、こうしていてもしょうがない……諦あきらめてラブラブ[image: ]チェッカーとやらを探すか」


「この倉庫の中から……なの？」


　ウンザリした表情で、美羽が倉庫内の埃だらけの古道具の山を見る。


　諦めてあちこち探しだす悠真を、デカい段ボール箱に座り、頰ほお杖づえ突ついて眺める美羽。


「おまーも手伝えよっ、美羽っ！」


「呼び捨てすんななの！　悠真もボコボコにしてやるもん!!」


「やめてあげて!!」


　ボコボコ沸わき立つ風呂に入れられそうになった悠真が悲鳴を上げた。


「つーか、美羽だって、俺のこと呼び捨てにしてんじゃねーか……」


　ブツブツ言いながら、ＰＣ─６００１mkⅡの下のＰＣ─６００１とＰＣ─６００１mkⅡＳＲを掘ほり起こす悠真。そんなにパピコンが好きか。


「ふん、何でこんな所にムサい男子と２人きりで放り込まれて何されるか分からない貞てい操そうの危機な上に、悪巫山戯した奴の思惑おもわくに乗ってくっだらない物探しなんか……」


　と言いかけて、美羽は、今いま更さらながらに自分が半はん裸らで男子と密室に２人きりであることを自分の台詞で実感し、身を縮こまらせる。


　しかし、その台詞は悠真の淫いん欲よくを刺し激げきしてしまったのか、カッと瞳ひとみを見開いた悠真がゆっくりとした足取りで、美羽に手を伸のばしながら近づいてきた。


「ヒィッ!!」


　思わず情けない声を出してしまった美羽は、彼の視線が自分の脚あしの付け根付近……羽織っただけのしどけなくも制服の裾すそから見え隠れする太ももと下着に向いていることに気付く。


　震ふるえで歯の根が合わず、叫さけび声すらも上げられない。


　が、遂ついに悠真がその部分に手を触ふれようとした瞬しゆん間かん、美羽の中で恐怖がピークに達し、反射的に絶ぜつ叫きようした。
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「いやあああああああああああぁっ!!　許してなの……っ!!」


　彼女の脚の付け根から、チョロ、という謎の音が聞こえた気がしたが、気のせいであろう。


「美羽!!　お前が座ってるこの段ボール!!」


「え、段ボール……？」


　悠真が美羽の下にある段ボールに手を突いて、箱の上面に書いてある文字をバンバン叩いた。


　そこには、『ラブラブ[image: ]チェッカーmkⅡＦＲ』と小さく印字されていて、『上乗り厳禁』とも横に併へい記きされている。


「乗るなよ。ていうか、気付けよ。……ていうか、『いやあ、許して』って何だ？」


「な……っ!!」


　勘かん違ちがいした自分の妄もう想そうに耳まで真っ赤になった美羽が、自分の股こ間かんに近い位置にある悠真の顔を、ぐいっと押し戻もどした。


「なななななななななななっ、何でもないもんっっっ!!　それ以上追つい及きゆうしたら、近所の幼女に頼たのんで毎日校門の所に立たせて『悠真くんを待ってるの～[image: ]』とか言わせることで、ストライクゾーン超ちよう低ひくめの奴だという風聞を立ててやるなの!!」


　幼女の名前は、あいちゃんである。


「お前、そんな、俺が中学の時に友達にやった嫌がらせみたいな」


「悠真、酷ひどい奴なの!!」


「美羽が俺に対してやるっつったんだろーがっ！」


　怒ど鳴なり合いつつも、２人で段ボールを開けて中からラブラブ[image: ]チェッカーmkⅡＦＲを引っ張り出す。


「デカ!!　予想外にデカいな!!」


　ドラム式洗せん濯たく機き程度の巨きよ大だいさではあるものの、中はスカスカっぽく、さほど重くない。


「説明書分厚!!　しかも、大半メモ帳なの!!」


「エコ時代に真っ向から戦いを挑いどんでんなー……」


　電話帳並の分厚さの真ん中辺りにのみ書かれている説明書きによると、男女で片方の手を繫つないで、もう片方をチェッカーの体内電流感知パネルに置き、説明書の指示に従って問答などをしていくらしい。


「よくある心しん拍ぱく数すうとか電気信号とかを数値化するってやつか。よし、じゃあ、スイッチオン!!……。……あれ？　スイッチ入らないな」


「コンセントは？」


　美羽に言われ、『あ』と悠真がチェッカーの後ろを見てみるが、それらしいコードは伸びていない……が、怪あやしい箇か所しよを見つけしゃがみ込む。


「電池蓋ふた……？……って、単四電池で動くのかよ!!」


　蓋を開けてみて、お馴な染じみの円えん筒とう形状の物を２つ差し込む図ず柄がらを見て、悠真は思わず突っ込んだ。


「電池……なんかないの」


「……。……そうだ!!」


　次は電池を探すのか……と、溜ため息混じりに立ち上がりかけた悠真が、はたと気付く。


　さっき拾ってポケットに入れたペンライトを取り出し、キュキュッとキャップを回してみると。


「単四電池発見!!　ナイス俺!!　てか、このペンライト、要単三電池じゃねえか……」


「何でナイス悠真なの？　そこは、それが入ってた箱を投げたあたしナイスだもん」


「……まあ、２人の共同作業ナイス、ってことにしとこうぜ」


「だだだ、誰だれと誰がナイフ入刀結けつ婚こん式なの!?」


　ぶかぶかの悠真制服の袖そでの余った部分で、ぱしーんぱしーんと悠真の尻しりを叩く赤面しまくりの美羽に、『分かり易やすい反応をする奴だな……』と悠真はちょっと美羽の性格を面おも白しろく感じ始めていた。


「今のうちに、誓ちかいの言葉の内容考えとけよ、美羽？」


「誓いの言葉なんか、全国共通なの!!　富める時も貧しい時もこの者を愛することを誓いますか？なの!!　ていうか、どっちみち、それは神父さんが考えることで、あたしが考えることじゃないんだもん!!」


　悠真のケツを軽く蹴け飛とばしてジタバタしながら小気味良く小こ芝しば居いとツッコミを展開する美羽の台詞せりふを聞きつつ、ペンライトから抜ぬいた電池をチェッカーに入れる。


　ぴぽっ。という電子音が鳴って無む闇やみ矢や鱈たらとチェッカーがビカビカ光り出した。


「単四電池の電力すげえな……」


「感心する所、そこなの!?」


「美羽の声、可愛かわいいな」


「感心するべき部分が大おお幅はばに曲がってきたなの!!」


「中幅に曲げると中ちゆう途と半はん端ぱだからな。……そんなことより、ほれ、さっさとチェッカー使って鍵出そうぜ？」


「ぅ……わ、分かったの……って、ふわ！」


　手を繫がなければならない為ため、美羽が何度か出したり引っ込めたりする手を、悠真が半ば強ごう引いんに握にぎる。


　その力強い手の感かん触しよくに美羽はトクンと胸を高鳴らせ、その柔やわらかな手の感触に悠真はゴクリと唾つばを呑んだ。


「……可愛い手、してるな」


「五月蠅うるさいのっ!!　ほっとけなの!!　さっさとやるの!!」


「何だよ、折せつ角かく誉ほめてやったのに……お前が泣くまで誉めてやり続けてもいいんだぞ？」


「どやかましいの!!」


　握った手を怒いかりに任せて握り潰つぶされ、悠真は真面まじ目めにやることにした。


「えーと、それでパネルにもう片方の手を置いて……と。なになに？　『これらの台詞を言い合って、ドキドキ度合いで恋愛度が分かるよ。２人で恋愛度１００％を目指そう』か」


「何で、あたしがこんなこと……っ。……で、何を言うなの？」


「『美羽、一目見た時から、キミのことが大好きだよ』」


「ぬぁっ!?　ななななななな、何を突とつ然ぜん言うなの!?　この豊満な身体からだが目的なの!?」


　息がかかるほど近くで雰ふん囲い気きたっぷりに囁ささやかれ、挙動不ふ審しん者と化した美羽が身をよじって美羽の主観による悠真のケダモノのような視線から、美羽の主観による彼女自身の豊満な肉体を隠かくそうとした。


「どこが豊満なんだよ……つーか、説明書に書いてあるんだっつーの。ほれ、美羽の番だぞ？」


「……『う、嬉うれしい。あたしも悠真の赤ちゃんが欲』……ってこんなこと言えるかあっ!!」


　超ちよう興奮した美羽が恥ち辱じよくに任せて、チェッカーを力の限り蹴けり飛ばす。


　と、チェッカーは壁かべに激げき突とつして、脆もろくも大破した。


「あーあー……お前、どーすんだよ、壊こわしちまってどうもすいません」


　悠真の美羽を責める言葉の最後が謝っていたのは、壊したことを謝った訳ではなく、美羽が殺人を殺す勢いの殺意を向けてきたので反射的に謝罪をしたのである。殺人を殺す意味は分からないが、つまりはそれぐらいの迫はく力りよくということであろう。


「それはいいけど、どーすんだよ……？　こいつが動かなきゃ、鍵かぎが……」


　それ以前にあそこまで言っちゃったら、もう全部言ったも同然じゃないかと口の中で文句を言う悠真が、しゃがみ込んでチェッカーの大穴の空いた部分を覗のぞき込んだ。


「何だこりゃ？　ほとんどがらんどうじゃないか……。……ん？」


　張り子の虎とらのようなチェッカーの中で、キラッと何かが反射した気がして、悠真が穴に手を突っ込んで腕うでを伸ばす。


　指先が何かに触れ、つかんで取り出してみると……。


「鍵なの!!」


「チェッカー意味ねえな!!」


　予想外の力ちから業わざで何とかなった出来事に、悠真が衝しよう撃げきを受けた。


「あたしが蹴り飛ばしたお陰かげだもん。ほれほれ、あたしを誉めるといいの、悠真」


「チラ見せしてる下着がエロ可愛いな」


「どこを誉めてるなの!?」


　誉めたのに、怒鳴られた……と何故なぜかショックを受けている悠真が鍵を手に、梯子はしごを上り、上部の扉とびらを開けようとする……が。


「あれ？」


「どうしたなの？」


「鍵が合わん」


　鍵かぎ穴あなに入れようとして分かったのだが、明らかに、鍵が小さい。


　難しい顔で降りてくる悠真から鍵を見せて貰もらう美羽が、忌いま々いましげに鍵を引ったくり、投げ捨てようとしたその瞬間。


「……。……？」


　今し方見た鍵の残像が脳内をよぎって踏ふみとどまる。


　そして、改めて鍵を見てみると、手で摘つまむ頭部の部分に『ＭＩＵ』と刻印されていて、これが違い和わ感かんの正体であることに気付き、悠真にその部分を見せてきた。


「どした？　ああ、そりゃ、鍵メーカーの刻印だろ？……って、あれ？　そんな名前のメーカーだったかな？　確か、ＭＩＷＡ……とかじゃなかったか？」


「あ!!　ひょっとしてなの！」


　何かに気付いたらしき美羽が身を翻ひるがえし、例の自分のネームプレートが貼はられたロッカーの鍵穴に、ＭＩＵの鍵を差し込み、回す……と。


「開いたの!!」


「ロッカーの鍵だったのか……！」


　考えてみれば、〝鍵が貰える〟とは黒板に書いてあったものの、それが出口の鍵だとは一言も記されていない。


　『いいように弄もてあそばれてんな……』と渋しぶい顔をする悠真の耳に、『あああああっ!!』という美羽の大声が飛び込んで来て、ビクッとなる。


「ど、どうした……？」


「あたしの制服!!」


　美羽の指さすロッカーの中には、鍵翼高校の女子制服がハンガーにかかって吊つるされていた。


「実在していたのかお前の制服」


「人の制服をＵＭＡみたいな扱あつかいにすんななの!!」


「呼んだ？」


「悠真じゃないの！　ＵＭＡなの!!」


　出会って早々ではあるが、息がピッタリなのかズレているのか、仲が良いのか悪いのか、謎なぞな２人である。


「まあ、美羽のロッカーなんだから、美羽の制服があっても不思議ではないが……」


「悠真、あんた、異常事態に浸つかりすぎて、脳が麻ま痺ひしかけてるもん……」


　ジト目で悠真を見てから、美羽が久々の再会となった愛いとしい愛しい制服をギュッと抱だきしめ、早さつ速そく着き替がえようとして、再び悠真をジト目で見る。


「……へえへえ、あっち向いてるよ」


　美羽の幼児体型な着替えにも全く興味のない訳ではないストライクゾーン広めの悠真ではあるが、今はそれより切実な問題がある。


　実質、鍵のヒントがなくなった以上、手て詰づまりだということだ。


「……悠真？」


　スパッツ装備の２年生色リボンの制服にカーディガンを羽織り、お気に入りのヘッドホンを首に掛かけた美羽が着替え終わっても、難しい顔をしてずっと突つっ立っている悠真を不審に思い、顔を覗き込んでくる。


「おう……」


　その悠真の態度をどう思ったか、珍めずらしく美羽が少しだけしおらしく、畳たたんだ悠真の制服を後ろ手に持って言った。


「制服、洗って返すの」


「いいよ、そのままで。……って、ん？　お前、これ、何か、アンモニア臭しゆうが……」


「んな訳あるかだもん!!　いいから、黙だまって着ろなの!!」


　一いつ旦たん悠真が受け取っていた制服を奪うばって、ぺしーんと悠真の顔面目がけて投げつける美羽。


『ペロ……これはアンモニアの味！』とは、やらないことを悠真にはお勧すすめしたい。





　　　　＊





　閑かん話わ休きゆう題だい。


　しばらく、部屋の中やロッカーを調べてみたりしていた２人であるが、何も見つからないままの状態が続くと、やがて気力が萎なえ、それと連動して空腹が彼らを支配した。


　謎を解いて脱だつ出しゆつできると早とちりした高こう揚ようがあっと言う間に霧む散さんし、それまで保っていた緊きん張ちようの糸が切れたこともある。


　持っていたはずの携けい帯たい電でん話わもなくなっていることに今いま更さらながらに気付き、鍵やそれを得るヒントを探す手を止めた悠真と美羽は、２人で向かい合って座り込まないではいられなかった。


　重苦しい沈ちん黙もくが、息苦しさを感じさせる室内に充じゆう満まんする中、不意にバッと美羽が立ち上がる。


「悠真、あたし、今すぐここから出たいの!!」


「そりゃ、俺だって出たいが……」


「願望の問題じゃないの!!　今すぐ出ないと大変なことが巻き起こるんだもん!!」


　心なしか、美羽の顔色が悪い。


　そして、やけに内うち股まただ。


「美羽、お前……まさか……？」


　何となく察した悠真に、美羽がぎこちなく頷うなずく。


「闇やみの力が抑おさえきれなくなってきたのか？」


「意味が分からないの!?」


「つまり、ダークパワーが抑えきれなくなって……」


「直訳しただけなの!?」


　ダークパワーはダークネスオブダークネスから湧わき上がると言われている。直訳すると闇の闇。


「お手洗い……行きたいの……」


「……我が慢まんしろよ」


「む、無理……なの……っ!!」


　超ちよう内股になって足あし踏ぶみを始める美羽に、悠真は思わず少し引く。


「も……もう……だ……め……」


「うわっ!?　ちょ……っ、おま……っ!?」


　スパッツを半下ろしにし出す美羽に、悠真が思わず目を逸そらした。


「悠真、ずっと目を瞑つぶって耳を塞ふさいで呼吸も止めてろなの!!　どれか１つでも違い反はんしたら、記き憶おくがなくなるまで悠真を皆みな殺ごろしにしてやるんだもん!!」


「呼吸は止め続けらんないだろ!?　ていうか、俺が根絶やしにされる!?」


　お互たがいパニック状態になりかかっていると言えよう。


　しゃがみざまバッと勢いよくスカートをまくり上げた美羽の、そのスカートのポケットから、勢い余って何かが飛び出し、チャリーンと金属音を立てて、悠真の足に当たった。


　その音に立ち上がり振ふり返る美羽と、足に当たった何かに恐おそる恐る目を開ける悠真が、同時に叫さけぶ。


「「鍵!!」」


　悠真がそれを拾い上げるより早く、美羽が引っつかんで凄すごい勢いで梯子を駆かけ上り、鍵を鍵穴に差し込むと、見事、解かい錠じようされた音がした。


　扉を頭で押し開けるようにして入り口を突っ切る美羽は、そのまま神速ゴツドスピードで旧校舎の女子トイレ目がけて突っ走っていく。


　その流れるような一連の行動を、耳を塞いだまま呆ぼう然ぜんと眺ながめていた悠真が、ポツリと零こぼした。


「よかった……俺が絶ぜつ滅めつせずに済んだ……」
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　美み羽うを追うような形で地上に這はい上がってきた悠ゆう真まは、瞬しゆん時じに違和感を覚えた。


　無論、その違和感の正体もよく分かっている。


　それは……。


「はぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ……危なかったぁぁぁ……って、あれ？」


　女子トイレから出てきた美羽にもすぐに認にん識しき出来てしまうほど明らかな異常だった。


「え……なんなの、これ……？」


「コンクリ詰づめ……だな」


　窓という窓は全すべてコンクリートで塗ぬり固められ、外が全く見えない。


　廊ろう下かの天てん井じようの蛍けい光こう灯とうが点ついていなければ、周囲は闇に閉とざされていたことだろう。


「教室の中の窓も全部、コンクリで埋うめられてるな」


「昨日は確か、まだこんな風にはなってなかったような気がするもん……。コンクリートってそんなに早く固まるの？」


「速そつ乾かん性のやつなら、１日もあれば普ふ通つうのコンクリより硬かたくなるな」


　言いながら、悠真の額に冷や汗あせが浮うかぶ。


　その嫌いやな予感が伝でん染せんしたのか、美羽もまた悠真の危き惧ぐするところへと思い至る。


「……ねえ、悠真。ひょっとして、あたし達、念入りに閉じ込められてるんじゃ？」


「……」


　弾はじかれたようにダッシュする悠真が、旧校舎の廊下と教室を確認して回り出した。


「ちょっ……悠真、待つなのっ！」


　置いて行かれる形になった美羽も、慌あわててその後を追う。





　……結果から言えば、彼らの探たん索さくは半分その悪い予感が当たり半分外れていた。


「窓と出入り口は全部、コンクリ詰め……か」


「でも……」


「……」


「……」


　──彼らの前には道がある。





　真っ直すぐな──。





　その代わりに──。





　そこへ至るしかない１本だけの──。





　──道が。





　それは何かの象しよう徴ちように思えた。


　そして。


　その想像は、確かな物として、彼らの前に立ち塞がっていくのであるが……。


「渡わたり廊下……か」


「流石さすがに学校中をコンクリ固めにしてあるってことはないと思うなの。さっさと新校舎の方に行って、家に帰って、ご飯食べて、お風ふ呂ろ入って、寝ねるもん!!」


「歯を磨みがけよ」


「磨きまくってやるもん!!」


「トイレにも行けよ？」


「出しまくってやるもん!!　ていうか、さっき出してきたところなの!!　ていうか、何言わせるの何言わせるの!?」


　恥ち辱じよくの余り、観覧車式大回転パンチを繰くり出してくる美羽の頭を押さえて、リーチの差でパンチを届かなくする悠真。


「てゆーか、悠真、女の子にそんなこと言うなんて、頭おかしいの!!　悠真、脳の胃カメラを撮とった方がいいもん!!」


「脳の胃カメラを!?」


「脳の胃カメラをだもん!!」


　脳の胃カメラは最さい先せん端たん医い療りようによって口からチューブ状の物を突つっ込むのである。正気か。


　旧校舎から脱出することが出来、多少余よ裕ゆうが出てきたのか、そんな会話をしながら、窓をガッツリ埋められた渡り廊下を２人で並んで歩いていった。


　しかし、その跳はねるような浮かれた足取りは、やがて重く沈しずんだものへと変化する。


　というのも……。


「ちょっと、新校舎の廊下も教室の窓も全部、コンクリ詰めじゃないのっ!?」


「俺に言われてもな……」


「悠真をコンクリ詰めにしてやるなの!!」


「もう半分なりかかっていると言っても過言ではないけどな……。勿もち論ろん、お前もだがな、美羽」


「……」


　文句を言う元気すらも奪うばわれてきた。


「悠真。あたし、さっきから気になっていることがあるの」


「俺のカラオケの十八番おはこは『千歳空港流氷慕ぼ情じよう』（作詞作曲・愛あい藤とう四しい菜な）だよ？」


「知るか、んなもんっ!!　てゆーか、千歳空港にどーやって流氷が来るなの!?」


「俺じゃなくて、愛藤さんとやらに聞けよ……」


　愛藤さんに聞いても、多分分からないと思う。


「そーじゃなくて!!　さっきから、誰だれともすれ違ちがわないし、人の声も聞こえないなの」


「……怖こわいこと言うなよ」


「だってなの……」


　動どう揺ようが隠かくしきれない美羽の口調に、悠真も不安になってくる。


「まあ、美羽と話している俺ですら、実は、美羽がいると思っているだけで本当はここにはいない存在かもしれないが……」


「悠真の方が怖いこと言ってるの!!」


　悠真が不安になりすぎて、おかしな事を口走り始めた。こわい。


「放課後だから……と言いたい所だが、そもそも、現状までの経けい緯いを考えると学校に閉じ込められてるのが、俺らだけって可能性のが高い……けどな」


「てゆーか、今、何時なの？」


　悠真が無人の職員室の前で、室内の時計を見る。


「６時……。夕方の６時なのか、さもなきゃ、朝の６時だが……腹の減り具合を考えると、朝の６時、かな？　超ちよう早起きだな。そうだとしたら、半日以上、地下室ん中にいたのか……」


　それに対し、呆あきれた口調で美羽が返した。


「どんだけグースカ寝てるなの、悠真」


「お前もだろーがっ!!」


　と、騒さわぎまくりながら昇しよう降こう口まで歩いてくる悠真と美羽。


　その２人を、下げ駄た箱ばこと下駄箱の間から、そーっと顔を覗のぞかせて見る人ひと影かげ達があった。


　なお、下駄箱と下駄箱の間というのは、











　下駄箱


　すのこ


　　　　←ここであって、


　すのこ


　下駄箱


　すのこ





　すのこ


　[image: ]


　ここではない。ここは靴くつを入れるスペースであって、人が入るには狭せますぎるからである。





「兄さん!?」


「坊ぼつちゃん!!」


　２つの人影達は口々にそう言った。


「乃の々の……と、他ほか１名」


[image: ]


「人間なの!!　人間がいたの、悠真!!」


　悠真の彼女らに対する顔見知りっぽい反応を気にすることなく、美羽が涙なみだぐむ程ほどに喜んでグイグイ悠真の制服の袖そでを引っ張る。


「ゾンビかもしれんぞ？」


「マジなの!?」


「[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]……オレサマオマエマルカジリ……」


　乃々と呼ばれた方の少女が、手をだらりと前に伸のばして、よろよろと近づいてきた。


「ぎゃあああああああああああああああああああああ!?」


　半泣きで悲鳴を上げて悠真の背後に隠れる美羽。


　それを見て、少女がゾンビのふりをやめて、イタズラっぽく微笑ほほえむ。


「うふふ、冗じよう談だんですっ」


「乃々、お前らも、閉じ込められてたのか……？」


「ああ……やっぱりこれ、閉じ込められてたんですか……」


「やっぱり……？」


　少女が指さす先にはガチガチに溶よう接せつされた、昇降口の扉とびらがあった。


　それを悠真の肩かた越ごしに覗いて絶望的な表情をした美羽が、その視線を悠真とゾンビ少女の方に転じる。


「悠真、ゾンビと知り合いなの？」


「人の妹をゾンビ呼ばわりすんな……」


「妹？」


「高こう炎えん寺じ乃々です。兄がお世話になってます」


　乃々がにこやかに頭を下げた。


　美羽よりは少し背が高く、出る所は出て引っ込む所は引っ込んでいる乃々は、少女としての愛らしさを存分に発しており、ややおっとりした美少女のオーラを全開に出している。


　子供の頃ころに兄からプレゼントされた大切な縫ぬいぐるみである『ＳＫ・プーさん』を頭の上に載のせた乃々は、１年生カラーである赤のリボンを制服に着けている。


　少しだけクセのある長い髪かみを後ろで結び、左右に分けて流しているシルエットは、髪に結んだリボンと共にその愛らしさを際きわ立だたせていた。


　そんな乃々に、気き後おくれする美羽が返事にもたついている間に、悠真が先に乃々に言う。


「いや、どっちかというと世話してやったのは俺の方だけどな」


「そうなんですか、兄さん？　兄がお世話しています」


　乃々がにこやかに頭を下げた。


「流石、悠真の妹……どこか、おかしいの……」


　必ずしもおっとりまともな美少女ではないことを、早くも感じ取った美羽が冷や汗あせを垂らした。


「で、そっちの娘こも悠真の知り合いなの？」


「ああ……それは、ウチのメイドで、お情けでこの学校に通わせてやっている岩いわ井い椛はなだ。特別覚えておかなきゃいかん奴やつではない」


「うぅ、悠真坊ちゃん、あんまりなお言葉……」


　制服は着ておらずモスグリーンのメイド服を着用している椛は、一応せめてもの２年生っぽさで首に学年色である黄色のスカーフを巻いている。


　手て袋ぶくろにメイドカチューシャ、エプロンとメイドさんの鉄板装備を身に着けている上に、絶対領域まで完備していて至いたれり尽つくせりと言えよう。


　更さらに、椛はその名前にも通じるトレードマークの花ハイビスカスの髪かみ飾かざりを頭に咲さかせていた。


「メイド……？　悠真んち、金持ちなの？」


　怪け訝げんそうに尋たずねる美羽に、何故なぜか椛の方が薄うすめの胸を張ってぱよっと微び妙みように揺ゆらしながら答える。


「悠真坊ちゃんは何を隠そう、１００メートル道路に冠かんたる大だい企き業ぎよう・久ひさ屋や大おお通どおりグループのオーナー一族のご令息でいらっしゃるのですよ！」


「狭い区域なの!!」


「広い道路だよ？」


「そんな話はしとらん!!」


　要は超地元限定金持ちという所である。


　そんな微妙に嚙かみ合わない会話の中、乃々がは～いと可愛かわいく手を挙げた。


「それで、兄さん、そちらはお友達？」


「ああ……さっき知り合ったばっかりっつーか、一いつ緒しよに地下室に閉じ込められてたんだけどな……。名前は氷ひよう藤どう美羽。趣しゆ味みは強ごう引いんだけど頼たよりがいのある人かな」


　途と中ちゆうまで笑え顔がおで悠真からの紹しよう介かいを聞いていた椛が、頷うなずきかけた首をぐいんっ！と器用かつダイナミックに悠真の方に向ける。


「趣味が人ってどういうことですか!?」


「男の趣味だよ？」


「あー……」


「勝手に人の男の趣味を決めるななの!!」


　悠真のマイペースに慣れきって頷きかけた椛が、美羽の怒ど声せいにビクッとなった。


　そこへ更にマイペースの重ねがけとばかりに、乃々が口を挟はさんでくる。


「さっき、地下室に閉じ込められてたって言ってましたけど、兄さんも……？」


「〝も〟ってことは、乃々達も？」


「ええ、１階の隅すみにある体育倉庫に閉じ込められていました」


「そうか……。椛はいつか閉じ込められるとは思っていたが……」


「どーゆー意味ですか、坊ちゃん!?」


　悠真は首を捻ひねった。どういう意味かは分からないようである。


「しかし、こりゃ、本格的に閉じ込められてるな……」


「校舎の１階、あと特別教室棟とうの扉や窓は全部見て回ったけど、どこもこんな感じだったわよ、兄さん」


「旧校舎と渡わたり廊ろう下かも、な」


　楽観が悲観に取って代わっていく。


　少し考えるようにしていた美羽が、真っ直すぐ伸びる廊下の先を見み遣やった。


「あとは……体育館の方だけなの」





　人っ子一人いない、シンと静まりかえった校舎内に、４人の上うわ履ばきの靴くつ音おとだけが響ひびく。


　何とも言い難がたい緊きん張ちよう感かんの中、美羽が前を歩く悠真と乃々に声を掛かけてきた。


「……あの、さあ？　心細いのは分かるけど、ちょっと悠真と乃々、くっつきすぎ……じゃないの？」


　兄の腕うでをギュッと目め一いつ杯ぱい抱だきしめるようにして歩く乃々が、『？』と全く理解できないという顔をする。


「兄妹きようだい仲良いのはいいけど、ほら、あんまり物理的に密着し過ぎると、あらぬ誤解を受けるもん……」


「ああ、大だい丈じよう夫ぶですよ。誤解じゃないですし、私と兄さんは、物理的なだけじゃなくて精神的にも超密着なので」


「全然大丈夫じゃねえ!?」


　美羽が突とつ如じよワイルドな物言いになった。


「でも、ほら、私と兄さんはいずれ、結けつ婚こんする運命なので……」


「兄妹は結婚できないんだもん」


　酷ひどく普ふ通つうのことのようにのほほんと語る乃々に、『あれ？　あたしの方が何かおかしいの？』という疑ぎ心しん暗あん鬼きに駆かられだす。


「ああ、設定ではそうかもしれないですけど……」


「設定じゃねえ！　法律だもん!!」


　どんどん美羽がワイルドになっていく。こわい。


「え、でも、その法律って、法律違い反はんして捕つかまった人とかいないじゃないですか？」


「え……そ、そう……なの？」


　段々自分では判別が付かなくなってきた美羽が、悠真に問う。


「まあ、聞いたことはないが……。しかし、我が妹が栄はえあるその第１号になる日はそう遠くないんじゃないかという気にさえ時々させられるから怖こわいな」


「やだもー、兄さんてば。捕まる時は一緒ですよ？[image: ]」


「……」


　特に熱ねつ烈れつという感じではなく、そうするのが当然と言わんばかりの淡たん々たんとした乃々の物言いに、逆に美羽はドン引き加減を募つのらせていった。


「まあ、でも、兄さんは乃々っていう檻おりの中にもう捕まってしまっているんですけどね[image: ]」


　うふふと軽く笑う乃々からどんどん物理的に遠ざかっていく美羽が、椛に耳打ちする。


「ねえ、この兄妹、いつもこんな感じなの？」


「はい。わたくしが拝見している限りでは、乃々お嬢じよう様さまは、悠真坊ちゃんに誠心誠意尽くす、良りよう妻さい賢けん母ぼの妹でいらっしゃいますね……」


「妻なの母なの妹なの!?」


　日本語の乱れに、美羽がショックを受けた。


　と、同時に。


「はぅ……悠真坊ちゃん……」


　悠真にベタベタする乃々へ羨うらやましげな視線を送る椛から、悠真への恋こい心ごころが見て取れ、美羽は面めん倒どう臭くさそうな人間関係に嘆たん息そくする。


　ただ、その苦く悩のうはそう長くは続かなかった。


　というのも、彼女らの目の前を、思い出そうとしても忘れられぬシルエットが横切っていったからである。


「あああああああっ!?　あの時の猫ねこ耳みみ宇宙服なの!!」


「奴め、こんな所に閉じ込めやがって！　捕まえて市中引き回しの上打ち首獄ごく門もんを言い渡す!!」


　半宇宙服が消えていった方へ全力で走る悠真達。


　廊下の端はじっこまで走っていったその先は、体育館のある建物の２階……講堂へと続く階段である。


　階段を駆け上り、分厚い木の扉をバァン!!と開けると、そこには……。


　長い黒くろ髪かみの少女と、髪を後ろで編んだ少年──その２人が講堂に並ぶ座席の間の通路に立っていた。


　２人は扉を開けた時の大きな音に反応し、驚おどろいたように振ふり返って悠真達を見ている。


　半宇宙服人が彼女らであるのか、そう問い質ただそうと悠真が一歩を踏ふみ出した刹せつ那な。


　アントニン・レオポルド・ドヴォルザーク交こう響きよう曲きよく・第９番『新世界より』第４楽章が、スピーカーから大ボリュームで鳴り響き、講堂のステージの緞どん帳ちようがゆっくりと上がっていく。


　そして、ステージ中央に設しつらえられた演えん壇だんには、件くだんの猫耳宇宙服が仁に王おう立だちしていた。


[image: ]


　半ば呆ぼう然ぜんとそれを見守る一同の前で、その上半身宇宙服の少女？は高らかに宣言する。


「選ばれし者達よ!!　この密室高校によくぞ[image: ]──────[image: ]──────[image: ]」


『[image: ]──────[image: ]──────[image: ]』の向かって右から左へとスクロールする文字の弾だん幕まくが、宇宙服のヘルメットバイザーの電光表示を埋うめ尽くし、少女が思わず叫さけぶ。


「うお！　前が見えねえ!!」


「お前が見えないのかよ!!」


　つい律りち儀ぎにも突つっ込んでしまう悠真であった。


　余りの意味不明な出来事に、呆あつ気けに取られる一同の前で、ようやく電光表示の弾幕が消え去った猫耳宇宙服が『あ、ちょっと待って』と某ぼう社しや製のスマートフォン〝あいぽん〟を取り出す。


「『全員集合なう[image: ]』」


「ついったーやってんなよ!!」


　ついうっかり、またも突っ込んでしまう悠真であった。


　『怒おこられなう[image: ]』とか更についったーで呟つぶやき、あいぽんをしまって、猫耳半宇宙服がマイクに向かって叫ぶ。


「ワタシの名前は、名無しさん!!　名無しさん＠嵐あらし属性だ!!」


　勢いがありすぎて、バタンとマイクを倒たおしてしまい、名無しさんが慌あわてて拾い上げた。


「お前まいらの身み柄がらは、この高校の中に閉じ込めさせて貰もらった！　早さつ速そくで悪いが、この密室高校から脱だつ出しゆつしたければ、恋こいし合え!!」


　『密室……やっぱり校舎の中に閉じ込められてるのか』『恋し合え……？　恋し合えって言ったなの？』『殺し合え、とかじゃないのかしら、こういうケースだと？』などと、悠真達は心の中で各おの々おの呟く。


　しかし、その言葉を口に出す前に、なおも名無しさんが畳たたみ掛けてきた。


「この密室の中でのルールに従い、一組の男女が恋を実らせた時、お前まいらをここから出してやってもいいお!!」


「なん……だと……？」


　一方的かつ、奇き妙みような発言に、悠真が思わず零こぼした。


「では、ここでのルールを発表する件について!!」


　どるるるるるるるる……と口でドラムロールを奏かなでる名無しさんが、演壇から後ろに下がって、舞ぶ台たい奥に置かれた巨きよ大だいパネルにかけられている布に手を掛け、えいっと中身を披ひ露ろうする。


　明らかになった巨大パネルには次のようなことが書かれていた。












１．貴君らが挑いどむのは恋れん愛あいリアル脱出ゲームである





２．異性と一いつ緒しよに謎なぞを解かないと脱出のヒントは貰えない





３．謎を解いていくうちに恋を芽生えさせていくこと





４．恋していると装うことはルール違反とする





５．謎を解いた恋する男女は脱出アイテムを得ることが出来る





　　即すなわち


　　ここから脱出したければ、恋し合え!!




「……ちょっと待って貰いたい」


　しばらく沈ちん黙もくしてパネルの文面を吟ぎん味みしていた一同の中で、長い黒髪の少女が律儀に挙手して発言する。


「謎を解く、というのは何だ？　キミは先さき程ほど、ここから脱出したければ恋し合え、そう言ったな？　かてて加えて謎も解かねばならない、とキミは言うのか？」


「おおっと、いい質問を繰くり出してきたわね!!　そこにシビれる！　憧あこがれるゥ！」


　名無しさんがそのフォルム上、ぎこちないジョジョ立ちを繰り出した。


「システム上、この学校内で謎を解いていくうちに、恋が芽生えるような仕組みになっているんだお！　だから、数多あまたの謎を解いた時、即ち、知らず知らずの間にその２人の間には恋が花はな咲さいてるって寸法よー!!」


「美しい花を愛めでる目的の樹が、いつの間にか美味なる実を結んでいた、という所か」


　フ……と自分の言葉で得心がいったと言わんばかりに長い黒髪の少女が腕うで組ぐみをして軽く笑う。


「……その割には男女比に偏かたよりがあるよね」


　後ろで髪かみを編んだ少年が、見た目を裏切らない中性的な声と口調で、全員を見て言った。


　男は彼を除けば悠真のみで、残りの４人は全すべて女子である。


「そこに気付くとは……やはり……天才か」


「誰だれでも気付くわ!!」


　すっかりツッコミ役に回っている悠真が唾つばを飛ばした。


「まあ、そこはあんまり気にしないでいいと思われ」


　長い黒髪の少女がまたも挙手して、硬かたい口調で尋たずねる。その僅わずかな言動だけでも生き真面まじ目めな性格が見て取れた。


「いいだろうか？　ここに閉じ込められたのは我々……６名だけなのか？」


「激しく同意禿同」


「どうして、この６人なのだ？　何故なぜ、我々が閉じ込められねばならん？」


　黒髪の少女の重ねての問い掛かけに、名無しさんが淡々と返す。


「何故ここに閉じ込められたかお分かりになりますでしょうか？」


「分かんねえよ……」


　答える意思がなさそうなのは、そう呟く悠真にも何となく分かった。


「そうですか。それでは良い旅を。……では、細かい注意事じ項こうなんかを教えるお！」


「人の話聞いてねー……」


「てへぺろ☆[image: ]」


　悠真が早くもツッコミ疲つかれてきている。


　その間かん隙げきを縫ぬって、これまで溜ためてきた怒いかりのパワーオブパワーを美羽が爆ばく発はつさせた。直訳すると、力の力であり意味は分からないが、兎とに角かく凄すごい力であることは類推される。


「ていうか、ふざけんななの!!　こんな意味不明なお遊びなんかやめて、さっさとここから出すの!!」


「それには同意だな。何のためにそんな訳の分からんことをせねばならないのか？」


　終始、腕組みをして真顔で話を聞いていた長い黒髪の少女が、やや不ふ愉ゆ快かいそうに眉み間けんに皺しわを寄せ、ステージに一歩踏み出して言う。


「キミの言う正せい攻こう法ほうの通りにする義理は我々にはないな。ここで、キミを捕ほ縛ばくして、出る方法を吐はかせる手もあると思うが……」


　その動きに合わせて、じわりと後ろに下がる名無しさんのヘルメットの電光表示が『ざわ……ざわ……』という右から左へ流れていく文字弾幕で埋め尽つくされた。


「うお、前が見えねえ!!」


「やっぱその機能、お前、得しねえんじゃねえかな……」


　文字弾幕が流れる間、手を宙にさ迷わせ、キョロキョロ周囲を窺うかがう名無しさんに、悠真が冷や汗あせを垂らす。


「駄だ目めだ、この機能……早く何とかしないと……。ちなみに、ワタシに危害を加えると、運営がお前まいらを二度とここから出られなくさせるお？　運営乙おつ」


　ジワジワと近づいていた美羽と長い黒髪の少女の足がピタリと止まる。


　事が起これば便乗して美羽達に加勢しようと思っていた悠真も、チッと舌を鳴らした。


「では、気を取り直して、注意事項だお。まず、挑ちよう戦せん期間はお前まいらの青春が終わるまで！」


「長!!」


「だが、青春の日々は案外短いのよ？」


「短!!」


「悠真、人の話は真面目に聞くの!!」


　疲れに任せ適当なツッコミを始めた悠真に、美羽が名無しさんにぶつけ損そこねたパワーオブパワーを八つ当たり的にぶち当ててくる。


　そんなやりとりをガン無視した名無しさんは、更さらに説明を続けた。


「食事は朝昼晩と学食に用意されるわよ。おやつも購こう買ばいに置いてあるやつを好きに食べていいからね。寝ねる時は、特別教室棟から行ける茶さ道どう部室と華か道どう部室に布ふ団とんを用意してあるお。好きな方の部屋を使うっちゃ。お風ふ呂ろはないけど、プールの温水シャワーは使えるし！　運営頑がん張ばってるな。運営乙！」


　椛がある意味快適そうな閉じ込められライフに、しかし、むしろそこまで周しゆう到とうに用意されないと出られないのだという方に取ってやや陰いん鬱うつになる。


「そんな長丁場になるんですか……」


「ゆっくりしていってね!!」


　『ゆっくりしたくねー……』という表情がその場の全員の誰からも見て取れた。


「勿もち論ろん、ここにいる間は外の誰とも連れん絡らくは取れません。みんなの恋こい心ごころと知ち恵えとで乗り越こえてゆくのだ!!　みんなの恋心と知恵とで乗り越えてゆくのだ!!　大事なことなので２回言いました。あとはー……名無しさんだけど何か質問ある？」


「名無しさんなのは知っとるわ……」


　お前達に教えることはもう何もない、と言わんばかりに、名無しさんは満足げに頷うなずいた。


「ふむ。何かあったら、放送室から全校放送をかければ、ワタシが現れるので、いつでも呼んでくれたまえ！　では！　♪てってってー、てってっててー、てってってー、てってっててー」


　何だか謎の音楽を口ずさみ、ウマウマ踊おどってみながら、横歩きで退場していく名無しさん。


　殴なぐりたい気持ちを抑おさえ、もうさっさと行ってしまえという心持ちで、悠真達はそれを見送った。


　この時、彼らはある意味、それ程ほど悲観はしていなかったというか、そうは言ってもどうにか出られるであろうという楽観が蔓まん延えんしていた、という側面が強かったのである。


　現在の状じよう況きようがいかに緊きん迫ぱくしているかを実感するのはもう少し後のことであり、状況が前後していれば、やや強ごう引いんにでももっと名無しさんから様々なことを聞き出そうとしたかもしれなかったのだが……。
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　全員が20時間近く食事を取っていなかった為ため、早さつ速そく、学食へ行ってみると、出来たての朝食とも昼食ともつかない時間の食事が用意されており、一心不乱にその食事──ミックスフライ定食をかっ込んだ。


　そして、人ひと心地ごこちついてから、長い黒くろ髪かみの少女が行ぎよう儀ぎ良よくごちそうさまと手を合わせ、悠ゆう真ま達の方を向く。


「さて、自己紹しよう介かいが遅おくれたが、私は３年07組、渡わた雷らい紫し苑おん。薙刀なぎなた部主将だ。……この中には見知った顔はいないようだな」


　３年の学年色である青いリボンとその巨きよ大だいな胸を揺ゆらして、後こう輩はいに対しても礼れい儀ぎ正ただしく一礼する紫苑に、まだ食事を終えていない椛はななども一いつ旦たん箸はしを置き返礼した。


　その凛り々りしい顔立ちと、随ずい時じキビキビとしている洗練された一挙手一投足が、紫苑の折り目正しい性格を表しているように見られる。


　それでいて、膝ひざまで伸のびた長い黒髪と、前まえ髪がみを少し上げて目にかからないようにしているリボンは、女性らしい一面をアピールしていて、まさに絵に描かいたような強く優やさしい大和やまと撫子なでしこ像と言っても過言ではない。
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　その紫苑が後ろ髪を編んだ少年に目を遣やり、少年は少し視線を泳がせてからちょこんと頭を下げて口を開く。


「ええと……ボクは、その……多分、闇あん城じよう千ち早はやと言います」


　千早と名乗った少年は、悠真とは少し違ちがう制服を着ており、この中では唯ゆい一いつ、鍵けん翼よく高校の生徒ではないようだ。


　男子の制服を着ていなければ、女子だと思ったであろう可愛かわいらしい顔立ちと、男子には珍めずらしい肩かたより長い長ちよう髪はつを後ろで編んで更にモミアゲに髪かみ留どめをする千早は、その声も声変わりをしていないような印象を受ける。


　背せ丈たけも男子にしては小こ柄がらで、要は、男子であるという以外は、ほとんど女子という生き物なのである。


「「多分……？」」


　自信なげな千早の言葉に、乃の々のと椛が揃そろって小首を傾かしげた。


「実は、ボク、ここで目覚める前の記き憶おくがなくて……」


「記憶が……？」


　唐とう突とつな言葉に今度は美み羽うが目の端はしをつり上げる。


　暗い顔で沈ちん黙もくする千早に代わり、紫苑が長い髪をかき上げて説明を始めた。


「私は、昨日の昼休みにさっきの名無し軍団に何か睡すい眠みんガスのようなものを嗅かがされて拉ら致ちされ、目が覚さめた時には千早とともに講堂の倉庫だったのだ。で、その中で色々鍵かぎ探しなどをさせられ、何とか出てみたところでキミ達が講堂にやってきた……という訳だ。彼は、倉庫で目を覚ました時、自分が何者か、覚えていなかった」


「名前は……ポケットに生徒手帳があって、それで……。ボクは、自分がどこの誰だれで、どういう人間だったのか、全然覚えていなくて……ごめんなさい、こんな非現実的な出来事の最中に、こんな、ボクのような奴やつが混じってしまっていて……」


　千早の切なそうな横顔に、最も母性本能をくすぐられ、胸をキュンと高鳴らせたのは、誰あろう悠真である。


「気にするな、千早！　俺が、お前を助けてやる。こんな状況も何とかしてやるから！」


「……ありがとう。キミ、いい人だね……ええと……」


「悠真だ、高こう炎えん寺じ悠真」


「悠真くん……」


「千早……」


　手を握にぎり合い、潤うるんだ瞳ひとみで見つめ合う千早と悠真。男同士の友情が芽生えた瞬しゆん間かんである。


　うわ……という若じやつ干かん引いた感じの美羽達とは異なり、涼すずしい顔で食後の緑茶を飲む紫苑が尋たずねてきた。


「悠真は……そのタイの色は２年か。よければ、そちらのキミ達も自己紹介をしてくれないか？」


　その促うながしに頷き、美羽達も自己紹介をした。


　紫苑は彼女らの関係や、似たようなやり方でこの学校の中に閉じ込められたその経けい緯いを聞き、ふむ……と思案顔になる。


「悠真と乃々の兄妹きようだい、そしてその家のメイドである椛以外は、面識もない、ということか。或あるいは何か接点があって、作さく為い的に選ばれたのかとも思ったが……千早は別として、私と美羽が各おの々おのこの中の誰とも全く接点がないところを鑑かんがみるに、無作為抽ちゆう出しゆつの可能性の方が高そうだ」


　落ち着き払はらった理知的な紫苑の横顔に、美羽は少しばかり苛いらつきを覚えた。


「ちょっと、先せん輩ぱい？　ひょっとして、あの名無しの言うことを真に受けて、言いなりになろうっていうつもりなの？」


「そう言うからには、キミは違うというのか、美羽？」


　あくまで冷静に、諮し詢じゆんする紫苑。


　紫苑とは異なり、ささやかな胸を目め一いつ杯ぱい張った美羽が返す。


「勿論!!　兎とに角かく、強きよう硬こう手段でどっかをぶち破れば何とかなるなの!!」


「お前は、本当に何でもパワーオブパワーで何とかしようとするのな……」


「悠真、うっさいもん!!」


「まあ、俺も五月蠅うるささにはちょっと五月蠅いからな」


「うっさいもん!!」


　兎に角、彼らが五月蠅い。


「ふむ……奴らのいいように乗せられるのも癪しやくに障さわるな。美羽の言にも一理ある……か」


　五月蠅い人々に鷹おう揚ように頷いた紫苑が湯飲みの中身を飲み干し、席を立った。


「私はキミらと異なり、まだ校内の様子を検分していないからな。調査がてら、見て回るとしよう。美羽の力の力とやらも気になるところであるし」





　結果から言うと、力の力は、コンクリートの前に敗北した。


　パイプ椅い子すやスチール椅子や事務用椅子を使い、窓を埋うめるコンクリを殴りまくったのであるが、ヒビ一つ入らなかったのである。椅子に何か恨うらみでもあるのか。


「昇降口の扉もちょっとずつ何かで削けずるとかは不可能な感じの頑がん丈じような溶よう接せつでしたし、屋上への扉も完全に溶接されてましたしね……」


「正面入り口のドアだけは溶接されていませんでしたが、厳重に施せ錠じようされていて、開きそうもありませんでした」


　乃々と椛が口々に言う絶望的な現状に、紫苑が軽く嘆たん息そくする。


「結局、名無しの言う正せい攻こう法ほうを達成しなければ、正面入り口は開かない、ということか」


　落ち着き払う紫苑とは対照的に、パワー全開疲づかれでへばっていた美羽が、蟬せみ地じ雷らい（※注・夏の終わりがけに地面でよく見られる。死し骸がいかと思って油断していると突とつ然ぜん鳴いて羽ばたき出す）のように突とつ発ぱつ的にジタバタし出した。


「大体、これ何なの!?　嫌いやがらせなの!?　それともドッキリなの!?　何で、あたし達がこんな目に遭あわなきゃならないの!?」


「日ひ頃ごろの行いが悪いんじゃないのかな？」


「どやかましいのっ!!」


　がうーと悠真の腕うでに嚙かみつく美羽が嚙みながら叫さけんだ。


「馬ば鹿か、お前、涎よだれが制服に付く!!　涎が!!　この涎人間!!」


「悠真が涎まみれだから、悠真が涎人間なの！」


　罵ののしり合う悠真と美羽を、まあまあと苦く笑しようの椛が宥なだめにかかる。


「兎に角、少し落ち着きませんか、皆みなさん？　ね？　ね？」


　と、言われるまでもなく、常に落ち着いている紫苑がいち早くその意見に首しゆ肯こうした。


「そう……だな。今の我々は呉ご越えつ同どう舟しゆう、一いち蓮れん托たく生しようだ。腰こしを落ち着けて、作戦会議、といくか」





　　　　＊





　茶さ道どう部室に集合してちゃぶ台を囲む一同は、椛が淹いれた紅茶で一休みしつつ、次善の策を模も索さくしようとしていた。


「まずもって、連中の目的が不明ではあるな」


「え？　わたくし達に恋れん愛あいをさせることじゃないんですか？」


　カップの中の琥こ珀はく色いろの輝かがやきを見つめていた紫苑が、甲か斐い甲が斐いしく悠真の為にお菓か子しの小分け袋ぶくろを開けて彼の前に置きながらの椛の台詞せりふに少し苦笑する。


「それは手段……というか、前ぜん哨しよう戦せん的な目的ではないかな」


「？」


　ほにゃっと首を捻ひねった椛の疑問を氷解させるように、美羽が顔を突つっ込んできて、紫苑の台詞の真意を嚙んで含ふくめるように言う。


「映画や漫まん画がなんかでよくある、何人かの人間を閉じ込めて殺し合いをさせる……とかいうやつだと、復ふく讐しゆうとかが真の目的だもん。そういう隠かくされた本当の目的があるってことなの？」


「そうだろう。殺し合い、ではなく、恋こいし合い、という点が不可思議だが……。名無し集団が愉ゆ快かい犯はんではないというのならば、何かの目的があるはずだ。我々の中から恋こい仲なかになる者を出したいというだけで、これだけ大がかりで大げさなことをするとは少々考えにくいからな」


　自分でも考えを纏まとめながら言う紫苑に、あははと失笑気味に乃々が笑った。


「愉快犯というか、かなり愉快な人達でしたけどね」


「不愉快なのっ！」


　乃々ほど寛かん容ようにはなれない美羽が、ガオゥッと吼ほえる。


「確かに、お前の分のライスチョコを食ったのは悪かったが……」


「お菓子の話なんかしとらーんっ!!　てゆーか、人の物食うななの!!」


　あさっての方向に素す直なおに詫わびる悠真に、美羽は激げき怒どした。


「坊ぼつちゃんはライスチョコの食感がお好きですからねえ……」


　お世話するのが嬉うれしくて仕方ないと言わんばかりに、椛がまだ開いてないライスチョコの袋ふくろを開かい封ふうして、悠真の前に置く。


「話を戻もどさせて貰もらうが……」


　大おお幅はばに横道に逸それた話題を、ごほんと咳せき払ばらいをした紫苑が引き戻さんとした。


「となれば、連中が何を考えているのか……それを探さぐることはここを出る上で、無む駄だにはならないと思う。残念なことがあるとすれば、その手段は我々には、ひとまず、恋をして見せて連中の反応を見ること、ぐらいしかない点だが……」


　そして紫苑は、悠真と、その隣となりに座りお仕えするのが幸せと全身で主張せんばかりに、お茶のお代わりを彼のカップに注いでやっている椛を見み据すえる。


「見たところ、キミ達が一番、恋仲に近いようだ、悠真、椛」


「わたくしと坊ちゃんがですかッ!?」


「ないなー」


「坊ちゃん、ヒドい!!」


「ないわー」


　指名された悠真と椛の温度差が物もの凄すごい。思わず立ち上がってしまう椛に対し、超ちようけだるそうにやる気のない悠真の物言いが全すべてを物語っていた。


　悠真からは思春期の男子特有の照れがあるようにも見えず、紫苑が訝いぶかる。


「何故なぜ、ない？　何が『ない』のだ？」


　紫苑の発問に、悠真は周囲の誤解に対して何度説明したか分からない台詞を返した。


「だって、こいつはメイドですよ？　俺の下僕であって、恋愛対象じゃない。俺にとっては女子じゃないポジションというか存在で、言ってみれば、忠実な犬っころです。つまり……」


「分かった、もういい」


　悠真が何か言う度たびに、隣で椛が『はうっ！』『ひうっ！』と精神的ダメージを受けて身み悶もだえ、気の毒でそれを見ていられなくなった紫苑が手の平を悠真に向けて発言を止めさせる。


「しかし、そうすると、他ほかの誰か同士に恋を成じよう就じゆして貰わねばならん訳だが……」


　年長者であり、尚なおかつ、冷静沈ちん着ちやくなその人ひと柄がらを発揮し、既すでにチームリーダーの風格を持った紫苑が、一同をゆっくりと見回した。


　が、最後に視線を向けられた美羽は、持ち前の反骨精神を前面に押し出し、その結論が気に入らないという表情を見せる。


「恋愛なんて、強しいられてするものじゃないもん」


「うむ。美羽の言は尊ぶべし、だな」


「じゃあ、どうするんですか？」


　何だかんだであまり動じていない様子のマイペース乃々がやんわりと尋ねる。


　全員が腕を組んで思案を始めた。


　が、名案は誰だれからも飛び出すことなく、時間だけが無む為いに過ぎていく。


　最初に考えるのに飽あきた悠真が、腕うで組ぐみを解いてあぐらを搔かいていた足を畳たたみに投げ出した。


「……しゃーねーな。要は恋こい人びとっぽく見えればいいんだろ？」


「たばかるのか？」


　曲がったことが嫌きらいな紫苑がやや眉まゆ根ねを寄せて不快感を示す。


「人を強ごう引いんに拉ら致ちるような連中相手に、良心の呵か責しやくを感じる必要なんかないの」


「ふむ……キミらの言にも一理ある……か」


　目には目を歯には歯を、という訳だ。


「でも、ルールにありましたよね？　『４．恋していると装うことはルール違い反はんとする』って」


　椛が口に人差し指を当てて、うーんと考えるが、紫苑があっさり切り捨てた。


「他の者にとって、当人の恋心が本物かどうかなど、どうやって推おし量るというのだ？」


「……」


　言われてみれば、頷うなずける話である。


　話が一段落したようなので、それまで沈ちん黙もくを守っていた千早が、口を開いた。


「で、誰と誰が恋人を演じるの？」


「「「「「……」」」」」





　　　　＊





　恋人くじ引きの結果をお知らせしよう。


「……」


「……」


　物凄い勢いで呆ぼう然ぜんとしていながらも、足だけ元気な美羽。


　その美羽の元気な足にガンガンに踝くるぶしを蹴けられまくっている悠真。


　以上、２名である。


「紫苑先せん輩ぱい、この２人は何だか、見るからに失敗の予感がするのですけれど」


　千早がその足あし下もとを見て、紫苑に提言するが、紫苑は解げせない様子だ。


「そうか？　何故だ？」


「いや……見るからに……」


「仲が悪ければ、こんなことをして、この程度で済んでいるはずがあるまい？」


『『『『『この人、まともかと思っていたけど、何かどっかおかしいな……』』』』』


　無言の一同が、残念な紫苑の本ほん性しように気付き始めた。


「まあ、兎とに角かく、我々がここから出られるかどうかはキミらの双そう肩けんにかかっている。よろしく頼たのむぞ？」


「はあ……」


　生返事の悠真が、隣で虚うつろな瞳ひとみになっている美羽にチラリと視線をやって、彼女の双肩に載のる物は落とした肩かたからこぼれ落ちていくな……と思う。実質、自分１人の肩にだけ載っている重みに、悠真は深く嘆息した。


　一方、恋人ごっこを始めようとする悠真と美羽を前に、椛は少し落ち込んだ表情を見せ、そして、自分以上に面おも白しろくない思いでいるはずの乃々に尋たずねる。


「あの……乃々お嬢じよう様さま、いいんですか？　悠真坊ちゃんが他の人と、その……恋人、とか」


「フリだもの。あくまで、フリ。だから気にしてないよ。フリだもの。兄さんも、きっと、偽にせ物ものの恋を経験したら、本物の愛に気付くと思うの。あくまでフリだし」


　明らかに気にはしているが、あくまでニコニコそう言う乃々の、後ろに立ち上るどす黒いオーラに、ヒィッとなった椛が作り笑いをした。


「で、ですよねー……」
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　学食。


「……」


「……」


　無言で２人席……通つう称しようカップルシートに向かい合って座る悠ゆう真まと美み羽う。


　そして、それを固かた唾ずを呑のんで遠巻きにテーブルシートから見守る紫し苑おん、乃の々の、椛はな、千ち早はや。


「……ちょっと、悠真、何か話しなさいなの」


「外国為替がいための話でいいかな？」


「いい訳あるかだもん!!」


　美羽が悠真の鼻をぎゅむーっと摘つまむ。見ようによっては恋人っぽくなくもない。


「もうちょっと恋人らしいことを言えなの！　何の為ためにここで２人で座ってると思ってるなの!?」


「あなたの為だから」


「どやかましいの!!」


　小気味良い音を立てて、悠真の頭がぺしーんとはたかれた。





　そんなやりとりをする悠真達に熱視線を送る紫苑が、勉強になる、と感心して頷く。


「最近の恋人というものは、テンポの良い会話をするものだな」


「先せん輩ぱい、あれは、ちょっと恋こい人びと離ばなれしている感じが……」


「む？」


　苦く笑しようする千早に、解せない様子の表情を向ける紫苑だった。





　話は戻もどって、出来るだけ早く切り上げたい気持ちの美羽が、椅い子すにどっかと座り直して背もたれにのけぞる。


「でも……、自分で言っておいて何なんだけど、恋人同士ってどういうことするの？」


「そりゃ、お前……。……。……。……。美羽は彼氏とかいないのか？」


　彼女いない少年である悠真が中空に視線をさ迷わせ、流離さすらわせ、徘はい徊かいさせた後に諦あきらめて、美羽に話を振ふった。


「いたら、別の男子とこんなことしないの」


「へぇ……一いち途ずなんだな」


　美羽の意外な一面に、悠真が感心したように何度も頷いた。


「悠真は？　彼女……とかいないの」


「うん。俺が女の子といい雰ふん囲い気きになると、妹が倒たおしに来るからな」


「……倒しに？」


「美羽も気をつけろよ？　プレイとはいえ、迫はく真しんの演技を見せ過ぎると倒されるからな？」


「今すぐやめたいもん!!　ていうか、プレイ言うななの!!」


　美羽が半泣きである。





「何か、泣いているね、美羽ちゃん」


　それぐらいしかすることがないので、遠巻きに観察している少女達の中に混じる千早が、気き遣づかわしげな声を出し、紫苑が首しゆ肯こうする。


「ふむ……どうもあの２人からは恋こい仲なか、という空気を感じることが出来ん。あれは駄だ目めかもしれんな」


「そこ!!　聞こえてるの!!　そんなことゆーなら、自分がやればいいんだもん!!」


　好き勝手言われた美羽がぶち切れて、紫苑達のテーブルに乗り込んできた。


　ぶにぃと鼻を指先で押し潰つぶされた紫苑が、少しばかり気き後おくれしつつ、不承不承頷うなずく。


「ふ……む、まあ、よかろう」





　　　　＊





　という訳で、早々に選手交代である。


「……」


　美羽に代わってカップルシートに座る紫苑は当然のように無言である。


「あの、紫苑先せん輩ぱいは……」


「ななな、なんだっ？」


「いえ……」


　『彼氏とかいるんですか？』という問い掛かけをしようとした悠真であったが、このガチガチの反応を見るに、答えは否いなに決まっている気がして、言葉を濁にごした。


「……あの、椅子、隣となりにくっ付けて座っていいですか？」


「なに!?」


「あ、いや、恋仲だとそういう感じの方がそれっぽいかなって」


「そ、そうか。そういうものか」


　柄がらにもなく動どう揺ようした際、立ち上がってしまっていた紫苑が、立ったついでに、自分の椅子を悠真の隣にくっ付けて、ふむふむと頷く。


　それを見て、美羽がガウッと吼ほえた。


「ちょっと悠真っ、あたしの時はそんな提案しなかったのっ！」


「だって、お前……美羽と接近すると何か攻こう撃げきされそうなんだもん」


「攻撃してやるのっ！」


「やっぱり攻撃するんじゃねえか……」


「悠真の差別が気に入らないんだもんっ」


　超ちよう攻撃的ワントップである美羽は、蔑ないがしろにされた感に怒おこっていらっしゃる。


　それをボーッと見守る紫苑の視線にはたと気付いた悠真が、紫苑に指南した。


「……ほらほら、紫苑先輩、恋こいする相手が他ほかの女の子と仲良くしていたら、ヤキモチを焼かないと駄目ですよ」


「む？　そ、そういうものか」


　顎あごに手を当てて、しばし考えた紫苑が護身用にどこからか持ってきていた薙刀なぎなたを、悠真の首元に当てる。


「ヤキモチによって、貴様を攻撃する」


　攻撃的ワントップだったチームが、紫苑が加わることにより攻撃的ツートップになった。


　両者の攻撃対象は常に悠真である。


　その悠真がヒタヒタと喉のど元もとに突つきつけられる薙刀の感かん触しよくに苦笑して、紫苑に言う。


「あの、もうちょっと、可愛かわいく妬やいてくれると……」


「む？　そうか？……。……。……キミが他の女の子と仲良くすると、ヤキモチによって中央線が止まる」


「怖えよ!!」


　よい子は中央線を止めてはいけません。


　紫苑が一いつ生しよう懸けん命めい考えた末の結論がそれで、悠真は心しん胆たん寒からしめられる。


「もっと軽い感じでお願いしますよ！」


「それはよくないのではないか？　現代の若者は、軽い恋れん愛あいではなく、ちゃんと真しん剣けんな恋愛をこそ尊ぶべきではないだろうか？」


「いや、そーゆーこっちゃなくてですね……」


　どこかズレている紫苑とは何だか意思伝達が不可能のような気がして、悠真は『まぁいいや』と深く突っ込むのをやめた。


　薙刀をしまいながら、紫苑が渋しぶい顔をする。


「しかし、何だな……美羽にしろ私にしろ、今ひとつ恋仲らしからぬ風だな。何がいかんのだろう？」


「まあ……やっぱ、イチャイチャとかしてないのが駄目なんじゃないかな……」


「ふむ……？　具体的には？」


「耳かきとか……ですかね」


　女子の膝ひざ枕まくらで『あはは、くすぐったいって』『やぁん、こらぁ、もぞもぞ動くなぁっ。危ないでしょお？』とかやりながら耳かきして貰もらうのは、いかにもイチャイチャフィーリングだ。


「……わかった」


　と言って悠真の膝にゴロンと紫苑が横になる。


「よし、よろしく頼たのむ」


「え、先輩が耳かきされる方!?」


「何か問題があるのか？」


　膝枕状態のまま、紫苑が真顔で尋たずねてきた。


「いや……問題は……。……ない、ですけど」


「そうか」


「……先輩ってちょっと浮うき世よ離ばなれしてますよね？」


「そうかな」


　紫苑は早くしろと言わんばかりにチラリと悠真を見る。


「あ、そういや、耳かき持ってない」


「はい、兄さん、耳かき」


　いつの間にか悠真の背後に立っていた乃々が、悠真に棒状の物を手て渡わたしてきてくれた。


「おお、乃々、サンキュー……って、彫ちよう刻こく刀とうだ、これ!?」


　流石さすがにビクゥッとなった紫苑が、耳を隠かくしながら起きあがる。


「恋する乙女おとめというものは命がけなのだな……」


　心なしか、紫苑の表情は青あお褪ざめていた。


「……甘く見ていた。私には、少々荷が重いやもしれん」


　すごすごと帰って行く紫苑の背中は小さく見える。


　それを見て、美羽がジト目を悠真に向けた。


「悠真、真面まじ目めにやれなの」


「え!?　俺が悪かったの!?」


「いや、恐おそらくは私の未熟さが悪かったのだろう。何が悪かったのかは見当も付かないが……」


　『見当付かないのか!?』とその場の全員が度ど肝ぎもを抜ぬかれると同時に、紫苑のズレているさ加減が予想を上回ってるような気がしてきている。


　ともあれ、美羽と紫苑の撤てつ退たいにより、彼らの保有戦力は徐じよ々じよに削けずられていっており、それに伴ともない選せん択たく肢しも限られてきた。


　やや疲つかれた様子で椅子に腰こし掛かける紫苑を見る千早が、残ったメンバーを眺ながめる。


「じゃあ、次は椛さん、かな？」


　消去法で、妹の乃々を除外すると、残った女子は千早の言う通り、椛だけだ。


「ががが、頑がん張ばらましゅ!!」


『嚙かんだ』


『嚙んだ』


『二度嚙んだ』


　人々が心の中で、起立して姿勢を正す椛に突っ込んだ。


　ガチガチになって、左右同じ方の手足を出しながら、悠真の方へと歩いていく椛を見て、悠真のやる気ゲージがマイナスになる。


「え～……!?　椛～……？」


「坊ぼつちゃん、ヒドい!!」


　見るからに不満げでかったるそうな感じになった悠真に、椛が大ショックを受けた。


「悠真、相手をしてやれ」


「そうなの、悠真ぜーたく者なの」


　既すでに自分の出番が終わって、他人ひと事ごとになっている紫苑と美羽が椛の後押しをする。


「贅ぜい沢たくってお前……」


「頑張りばしょしょう、坊ちゃん!!」


「嚙み嚙みじゃないか……。……まーいーや、椛、お茶」


　紫苑と美羽のジト目に背中を押される形で、悠真は不承不承、恋こい人びとごっこをすることにした。


「はいっ、ただいま！」


　甲か斐い甲が斐いしくもいそいそと悠真の好きなミルクティを淹いれる椛。


　その合間に、椛にさっきまで隣にあった椅い子すを対面に戻もどさせ、悠真は足をその椅子に投げ出し、腕うで組ぐみをしてそれを待つ。


「お茶です、坊ちゃん」


「うむ、ご苦労」


　カップに口を付ける悠真の背後に控ひかえる椛を見て、そのツーカーの感じに美羽達が、少し身を乗り出す。


「これは……いけるのではないか？」


「なの」


「……」


　その様子を一人、鋭するどい目で乃々だけは冷ややかに見ていたが。


「椛、肩かたを揉もめ」


「はい、坊ちゃんっ」


　一いつ生しよう懸けん命めい肩を揉み揉みする椛は、悠真の役に立てて非常に嬉うれしそうだ。


「椛、茶ちや菓が子しはどうした？」


「はいっ、ただいまっ」


　学食横の購こう買ばい部でカップケーキを取って、悠真の為ために開かい封ふうし、用意した皿に綺き麗れいに並べていく。


　１つ囓かじる悠真が、ふ～むと難しい顔をした。


「椛の手作りには数段劣おとるな」


「恐きよう縮しゆくです、坊ちゃんっ」


　誉ほめ言葉と受け取った椛が幸せそうな笑え顔がおになる。


　……が、それを見ていた美羽達の眉み間けんには皺しわが寄っていた。


「幸せそう……ではあるが……」


「あれは恋こい仲なかではない感じなの」


「うむ……何というか、ただの主従の関係だな……」


「悠真、椛にばっかりやらせてないで、悠真も椛に優やさしくしてやるのっ」


　外野からの注文に、悠真は『はぁ～ん!?』という視線を椛に向ける。


　ビクゥッとなった椛が、悠真と美羽達を交こう互ごに見て、とんでもないと手をバタつかせた。


「い、いえっ、わたくしはもう充じゆう分ぶん坊ちゃんに優しくしていただいていますっ」


「どこがなの!?」


「悠真、椛を労いたわってやれ」


「そんな、滅めつ相そうもない！　この岩いわ井い椛、悠真坊ちゃんにお仕え出来、時折労ねぎらいの言葉を頂けるだけで、もう……!!」


「……いいだろう」


「ぅえええええええええええええええええっ!?」


　女子の突き上げを食くらい、椅子から立ち上がる悠真の言葉に、椛が素すっ頓とん狂きような声を上げる。


「ふふふ……椛、この俺がお前にお茶を淹れてやろう。主人であるこの俺が!!　クソ下僕であるお前如ごときに対して!!　お茶を!!」


「そ、そんな、勿もつ体たいない……！」


「ふふふふふ……!!」


　ぎこちない笑顔で椛をガン見しながら、ティーカップに紅茶を注ぐ悠真。


「ぼ、坊ちゃん、笑顔が怖こわいです……」


「ふふふふふ……!!　俺のご奉ほう仕しは嬉しいか、椛ぁ!?」


「ひいいいいいいいいいいいいいいいいいっ!!」


　おどろおどろしい声で、ぐりぐり椛のおでこに自分のおでこを擦こすりつけながら笑う悠真に、椛が思わず悲鳴を上げる。


「椛ぁぁぁ、お茶菓が子しも食え、椛ぁ！」


「ひいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいっ!!」


　マフィンに付いている紙カップを丁てい寧ねいに剝はがしてくれて、あ～んしてくれる悠真に、椛は笑顔になりながらも、怖くてたまらず悲鳴混じりに半泣きでお菓か子しを食べた。


「椛ぁぁぁぁぁぁ、主人である俺が淹れたお茶と、主人である俺が食べさせてやったお菓子は美味おいしいかぁ、椛ぁぁぁ……っ!!」


「ひいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいんっっっ!!」


　背中にどす黒いオーラを纏まといながら笑顔で尋ねてくる悠真の、絶好調におぞましい声は地じ獄ごくの底から響ひびいてくるようで、椛は嬉しさで笑顔が張り付いているにもかかわらず、目の端はしから涙なみだが零こぼれそうになってきて、悲鳴に余よ裕ゆうがなくなってくる。
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「はぁぁぁなぁぁぁぁぁ、肩を揉んでやろうじゃないかぁぁぁぁぁ！」


「ぅひいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいんっ!!」


「やめてやらんかなの!!」


「ぐえ!!」


　見かねた美羽が、椛に迫せまる悠真の喉のどに手刀を突つき刺さした。


　それを顎あごに手をやりながら見ていた紫苑が思案顔になる。


「どうも、より一層恋仲の２人、という構図からは遠ざかったな」


「悠真に期待したあたし達が馬ば鹿かだったなの」


「やーい、ばーかばーかげふっ!!」


　はぁと嘆たん息そくする美羽を馬鹿にした悠真が、美羽の手刀追つい撃げきを喉に食らって、語ご尾びが斬ざん新しんな萌もえキャラっぽくなっていた。


「ここは、ひとつ、もう１人の男子に縋すがらざるを得まい」


「なの」


　全員の視線が千早に向く。


　その眼まな差ざしを他人事のように受け止め、キョトンとする千早。


「……？　え……？　って、えええ!?」


「何でそんなに驚おどろくの？」


　訝いぶかる美羽に、千早は鬱うつ々うつとした表情で俯うつむいた。


「ボクは苦手で……その……女子が」


「女子みたいな顔してるのに……なの？」


「……うん、まあ」


　そういえば、いつも微び妙みように女子達とは距きよ離りを取っていたような気がする千早を、美羽が変な顔をして見る。


「そういう訳だから……ごめん」


「よし、じゃあ、俺が千早の代わりをやろう」


「アホなの悠真!?　悠真アホなの!?　悠真が役に立たないから、千早に代わって貰もらうんだもん!!」


「その千早も役に立たないのだから、俺がその代わりをやろうと言うんだ」


「意味が分からないの意味が分からないの!!」


　女子怖い体質の千早は、がうがう吼ほえている美羽から逃にげるように、悠真の背中に隠かくれていた。


「大だい丈じよう夫ぶだ、千早。俺が守ってやるからな？」


「悠真くん……ありがとう」


「千早……」


「悠真くん……」


　ぎゅっと両手を握にぎり合う２人から、何かキラキラした物質が溢あふれているように見える。


「いいから、こっち来るの、千早！」


「ああっ、悠真くーんっ!!」


「千早ーっ！」


　首根っこをつかまれカップルシートに引きずられていく千早から、『兄さんは休きゆう憩けいですよ』と乃々に肩を摑つかんで引き留められる悠真が、引き離はなされていった。





　で、カップルシートには椅子を１個追加して、美羽＆紫苑と、千早が対たい峙じすることとなるのだが……。


「何故なぜ、２対１なのだ、美羽？」


　いつの間にかこういう組み合わせになっていることに、紫苑が疑問を呈ていした。


「キャリーオーバーじゃね？」


「キャリーオーバーじゃないの!!　てゆーか、悠真、勝手に会話に入ってくるななの!!」


　危あやうく２対２の合コン状態になりかかった場から、一いつ喝かつされて悠真がすごすごと帰って行った。


「……マンツーマンだと緊きん張ちようすると思ったの」


「成なる程ほど……」


　素す直なおな紫苑は納なつ得とくしたが、悠真は遠巻きに見ている分、必要以上に冷静で、傍ぼう観かん者サイドに移ってきた椛に同意を求める。


「どう見ても、２人がかりのプレッシャーの方が強いよなあ？」


「悠真、うっさいの!!」


「うう……悠真くぅん……」


　正論で痛いところを突かれ怒ど鳴なりつけてくる美羽と、涙目で悠真に救いを求める千早。


「千早、悠真の方ばっかり見てないで、何か恋こいしてるっぽく見えることでも言うの」


　美羽に頭を上から鷲わしづかみにされ、ぐりんと顔の方向を変えられた千早は困って視線をさ迷わせる。


「え……えーと……」


「千早が寝ね取とられる!!」


「悠真どやかましいの!!」


　悠真本人は至って真しん剣けんだが、余計な茶々を入れられた美羽がブチ切れた。


「……さて、こうして睨にらみ合いをしていても埒らちが明くまい。何か、手っ取り早く仲なか睦むつまじく見える手段でもあればいいのだが」


「千早が手っ取り早く寝取られる!!」


「……」


　仲睦まじい雰ふん囲い気きを維い持じすることが困難な状じよう況きように、紫苑が無言で渋しぶい顔になる。


「うぅ、悠真くぅ～ん……」


　半泣きで助けを求める声を出す千早を、悠真が指さした。


「泣いているじゃないか、可哀かわい想そうに」


「むう……」


　弾だん劾がい気味に言われた紫苑が、腕うで組ぐみをして絶句する。


　更さらに、悠真の味方をせねばという使命感も手伝って、椛が怖おず怖ずと手を挙げながら、紫苑達に意見してきた。


「あの……。差し出がましいようですけれど、嫌いやなものを無む理り強じいしても、恋、とかとは程遠いと思うんですが」


「うむ。椛の進言ももっともだ。すまなかったな、千早、もういいぞ」


「す、すみません……っ」


　神しん妙みような紫苑と、彼女とは裏腹に憮ぶ然ぜんとした美羽に、頭を下げ、千早は逃げるように悠真の方へと駆かけていく。


　その様子を見ていた紫苑は、ふぅむと顎をしゃくって難しい顔をした。


「……男子同士でも脱だつ出しゆつ条件の成立は認められるのだろうか」


「大だい胆たんな発想なの!!」


「しかし、さもなければ、あとは、乃々と千早という組み合わせぐらいしかだな……」


　紫苑と美羽が、乃々の方を凝ぎよう視しする。


「兄さん、ネクタイが曲がってますよ？　乃々が直してあげますね」


「お？　おお、悪いな。……お前が妹でさえなければなあ」


「私は兄妹きようだいでも構いませんよ、兄さん……」


「え!?　それ、どういう意味!?」


　通常考えると、兄妹関係に満足している、という文脈だが、乃々が悠真の喉のど元もとに頰ほお擦ずりしながら甘ったるい口調で言ったので、そんなことに慣れているはずの悠真ではあるもののつい声を裏返らせた。


「はい、これでよし。何を驚いているんですか、兄さん？　変なの」


　兄のネクタイを整えて、愛らしくはにかむ乃々に、悠真が冷や汗あせを垂らす。


　至って平静な乃々の、瞳ひとみの奥の静かな狂きよう気きに満ちた愛が見てとれた気がして、悠真はそれ以上追つい及きゆうするのが怖くなって目を逸そらした。


　そんな兄妹の日常会話に、紫苑はふぅむと顎をしゃくって難しい顔をした。


「……兄妹でも脱出条件の成立は認められるのだろうか」


「えげつない発想なの!!」


「しかし、椛と千早をくっつける訳にはいくまい」


　骨身を惜おしまず悠真の冷や汗をハンカチで拭ぬぐう椛の幸せそうな横顔を見るにつけ、とても『千早と恋をしているフリをしてくれ』とは言い難がたい。流石さすがの美羽もそれには同感のようで、渋じゆう面めんながらも肯がえんずる。


「まぁ……なの」


　このように順列組み合わせが早々に枯こ渇かつし、最も早はや、無理ゲーの様相を呈した偽にせ恋こい作戦は頓とん挫ざするに至った。


　それを見計らったかのように、一いつ緒しよにテーブルについていた人物が電子合成されたような声で言う。


「馬鹿ですか、お前まいら」


「うお、ビックリ!?」


　完全に何もいないものと思っていたし実際にさっきまで誰だれもいなかった場所から、人造音声っぽいものが聞こえてきたので、一同がビクゥッとした。


「お前、名無し!!」


「名無し〝さん〟だ。……名無しサンダー!!」


　ガラガラピッシャーン!!と名無しさんのヘルメットの電光表示に雷かみなりが落ちる映像が流れ、スピーカーから落らく雷らいの音が聞こえる。


「お前、ホント、意味のない機能多いな……」


「名無しファイアー!!」


　名無しさんが着火メンを取り出して、炎ほのおを悠真に近づけてきた。（※注・よい子は真似まねをしてはいけません）


「熱!!」


「名無しラビット!!」


　スピーカーからピョーンという音が聞こえてきた。よく見たら、耳が猫ねこ耳から兎うさぎ耳に変わっている。


「名無し……」


「もーええっちゅーんじゃいっ!!」


　段々どうでもいい話題が先行しつつある為ため、テーブルに突つっ込んできた美羽がブチ切れていた。


「で、何をしに来たのだ？　心を入れ替かえて、我々を解放する気になったのか？」


　カップルシートの方にいた紫苑も腕組みをしながら、名無しさんを威い圧あつするように歩み寄ってくる。


「ギニュー隊長じゃあるまいし、心を入れ替えるのは無理だお？」


「お前なら出来そうで怖こわいよ、俺……」


「メンタルとタイムのルームで修しゆ業ぎようすれば可と思われ？」


「メンタルとタイムのルーム言うな」


　何の話をしているのか分からない人々は置いてけぼりであった。


「用がないならどっか行けなの。名無しを見てるとムカムカしてくるんだもん」


「悪阻つわり？」


「悪阻ちゃうなの!!」


　胸焼け真っ盛りの美羽の悪態も、名無しさんはまるで意に介かいしていないようである。


「用というか、お前まいらがアホなので、馬ば鹿かにしにきた件について」


「確かに、名無しの言うように、美羽はアホだが……」


「悠真がアホなの!!」


　先程乃々が直したネクタイをぎゅむーっと引っ張った美羽が、悠真とアホの押し付け合いを始めた。


「醜みにくいなすりつけ合いだ……」


　２人と距離を取る紫苑に倣ならい、千早達もじわりと離れて彼らを隔かく絶ぜつする。


「ここはアホの巣す窟くつですね。全俺が泣いた！……というか、お前まいら、本物の恋してるかなんか、見てたら分かる件について。それに……」


　名無しさんが食堂の隅すみに張り付けられた小さなドーム状の物体を指さす。


「お前まいらのやってることなんか、先刻お見通しだと思われ」


「監かん視し……カメラ？」


「あれは、この学校中に仕し掛かけられていて、お前まいらが何をしているのか24時間３６５日おはようからおやすみまで暮らしを見つめているんだお」


「ライオンかよ……」


　その時。


　彼らは悟さとった。


　否いな、実感したと言ってもいい。





　自分達は、籠かごの中の実験動物のような存在で……。


　自由意思さえも曲げられようとしていることを。


　そのことに思いを致いたす時……彼らの心は暗あん澹たんたる闇やみに囚とらわれるのであった……。
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　早めの夕食を取った一同は、波は瀾らん万ばん丈じようの１日の体験に心身共に多大な疲つかれを感じ、宵よいの口には既すでに茶さ道どう部室に引っ込んでいた。


「……ところで、部屋割りはどうするんですか？」


　２階和室である華か道どう部室に行こうと今まさに立とうとしていた悠ゆう真まが、乃の々ののその台詞せりふで浮うかせかけた腰こしを下ろす。


「どうもこうも、俺と千ち早はやが華道部室へ行くんだろ？」


「うんっ」


　千早は嬉うれしそうだ……が。


「悠真、変質者なの」


「不純同性交遊を見み逃のがす訳にはいくまい」


「坊ぼつちゃん……椛はなは信じておりましたのに……いひゃいれす、ぼっひゃん、いひゃいれすっ！」


　好き勝手言う女子陣じんの中で、椛が悠真に口の端はしに指を引っかけられて引っ張られていた。


「あほか……まさか、一緒の布ふ団とんで寝ねる訳でもあるし」


「あるまいしじゃないの!?」


「やはり、乃々の言うように部屋割りを考えるべきかもしれんな」


　声を裏返す美み羽うの台詞に重ねて、紫し苑おんが腕うで組ぐみをしていた右手で顎あごをしゃくりながら言う。


「じゃあ、俺と千早が茶道部室にするか？」


「考えた結果がそれか!?」


　悠真の大だい胆たんな提案に、紫苑が度ど肝ぎもを抜ぬかれた。


「じゃあ、俺と千早が……」


「だから、お前と千早は別々だ!!」


　聞き分けのないというよりは、かなりアホな悠真に、流石の紫苑もブチ切れる。


「でも、そうすると、部屋割りは難しいですね……」


　人差し指を口元に当てて、う～んと考える椛。


「全然難しくないわよ。私と兄さんが一緒の部屋でいいもの」


　童顔の乃々の表情に浮かぶ妖よう艶えんな気配を誰だれもが感じ取り、南な無む阿あ弥み陀だ仏ぶつと心の中で唱えた。


　が、主あるじのピンチを悟った椛が思いきって挙手をする。


「あのっ！　それでしたら、不ふ肖しようわたくしも、坊ちゃんと乃々お嬢じよう様さまと同室に！」


「ビッグアイデア!!」


　そう叫さけぶ悠真は大だい歓かん迎げいの方針だ。


「主人への献けん身しんは感心の極きわみだが、年とし頃ごろの男女が同室……というのもな」


「大だい丈じよう夫ぶです！　坊ちゃんは、わたくしのことは下僕だとお思いで女の子として見られたことはお仕えして以来、一度たりともなく、それはもう清すが々すがしい程ほどに女子的にはスルーの連続でして今年のバレンタインの時も……」


　語れば語るほど椛の瞳ひとみから光が消えていく。


「分かったもういい。しかし、そちらの部屋はいいかもしれんが、そうすると、残りの部屋は私、美羽……千早、になる訳だが」


「ひぃっ！」


「何で、男子に『ひぃ』とか言われなきゃならないの……？」


　部屋の隅の床とこの間で蹲うずくまって震ふるえる千早を、美羽は色んな意味で残念に見つめた。


「というか、悠真と千早を別の部屋にするという前提が存在した時点で、いかなる組み合わせも詰つみではないか？」


「……」


「大丈夫だよ、ボク、悠真くんを信じてるし。同じ部屋でも」


　千早のキラキラした何らかの物体をまき散らす輝かがやきに、一同が『うおっ眩まぶしっ！』とかなる。


　そして、千早の悠真を信じる心に悠真も応こたえ、ガッシリと千早の手を両手でつかんだ。


「千早……」


「悠真くん……」


「千早……」


「悠真くん……」


　キラキラした何らかの物質を瞳から飛ばし合い、至近距きよ離りで見つめ合う２人。


「……」


　……の真横に人影がスススススと忍しのび寄って、２人の首筋にぷしゅっと圧力注射をしたかと思うと、悠真と千早は急に膝ひざから崩くずれ落ちてグースカ眠ねむり始める。


「お疲れですね、兄さん。これは朝まで起きそうもないわ」


「いや、乃々……今、背中に注射器を隠……」


「さあ、兄さん達はここで寝かせてあげて、私達は２階へ行きましょうか」


「……はい」


　薄うす笑わらいの乃々の反論を許さない雰ふん囲い気きに、紫苑は真顔で頷うなずく。


　椛に毛布を掛かけられて放置され、彼らの夜は更ふけていくのであった。
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　朝食を済ませた一同は、優ゆう雅がな朝のお茶の時間を楽しんでいた。


　本来次善の策を話し合うはずであったのだが、毎日の学業から解き放たれた学生達による午前中の自由時間のまったりっぷりを舐なめてはいけない。


　彼らは本来の目的など忘れきり、また、椛はなが得意のお菓か子し作りなどを始め、その成果であるアップルパイなどを振ふる舞まいだした為ため、もう完全に駄だ目め人間状態である。





「少し、顔を貸せ」


　……と、お茶の飲み過ぎでトイレに立った悠ゆう真まに声を掛けてきた、ある人物だけは堕だ落らくと逼ひつ塞そくを潔しとはしなかった。


　誰あろう、壁かべにもたれて廊ろう下かに立ち腕組みをして、悠真をトイレの前で待っていた渡わた雷らい紫し苑おん、その人である。


「連れションか……？」


「違ちがう!!」


「そうか……ビックリした。危あやうく、女子と男子トイレに入る超ちよう次元トイレ体験をしてしまうのかと思った……」


「何で、私が男子トイレに入らねばならんのだ!?」


「だって、俺が女子トイレに入る訳にもいかんだろう……」


「だからといって……もういいっ！　何で私が、お前とトイレの前でトイレ談義に花を咲さかせねばならんのだ!!」


「お花はな摘つみだけにな」


「うまくもない……っ」


　くっ！と歯は嚙がみして、紫苑が忌いま々いましげにそっぽを向いた。


「……兎とに角かく、顔を貸せ」


　有う無むを言わさず歩き出す紫苑について、悠真も廊下を闊かつ歩ぽする。





「事態を打開する必要がある」


　階段を上り始めたところで、紫苑が不意に口を開く。


「まあ、そうですが……」


　最初こそ孤こ高こうの人という印象で取っつきにくさがあった紫苑だが、接するにつけ案外抜けた所もある人物であることが知れ、悠真はついフランクな口調で会話をしてしまいがちだ。


　しかしそれでも、時折思い出したように敬語を使うのである。


「無理に敬語を使わなくてもいいぞ？」


「じゃあ、俺に敬語を使ってくれ」


「何でだ!?　意味が分からん!?」


「じゃあ、俺が敬語を使います」


「……好きにしろ」


「やっぱり、敬語を使ったり使わなかったりがいいかな……」


「どっちでもええわっ!!」


　言葉上でどうのよりも敬う気持ちが大事であるが、そういう気持ち自体があるのかどうか、紫苑には疑わしく思えた。


「それより、俺に何か話があるんじゃ？」


「うむ……話を脱だつ線せんさせたのは主にお前だがな……」


　ごほんと咳せき払ばらいをした紫苑が、止めていた足を再び上へと運ぶ。


「昨夜、眠りしなに色々考えていたのだが……」


「ああ、俺もよく眠る前に布ふ団とんの中で、世界を救う機関に所属する妄もう想そうとか女の子しかいない惑わく星せいにキャトルミューティレーションされる妄想とかしますよ？　あと、学校に知らない女の子と閉じ込められて仲良くなりつつ脱だつ出しゆつする妄想とか」


「……笑えん」


　やりきれない表情で俯うつむく紫苑は、どうも、悠真の笑いのセンスにはついていけないものがあると思い始めているようだ。


「お前の妄想はどうでもよくてだな。私は考えていたのだ。我々をここに閉じ込めた連中が愉ゆ快かい犯はんでないのだとしたら、我々に何かをさせたいのだろう」


「だから、『恋こい』だろ？」


「果たして、そうなのだろうかな……？」


「とおっしゃると？」


「名無しは言った。『システム上、この学校内で謎なぞを解いていくうちに、恋が芽生えるような仕組みになっている』と。果たしてそんなことがあり得るのか？」


「……」


「あれは、私達に何か謎解きとやらをきっかけに何かをさせることで目的を果たしたい、ということではないのか、と思うのだ。我々の年とし頃ごろの男女をその気にさせるには、『恋』という餌えさはいかにもな口実であるしな」


「紫苑先せん輩ぱいって……」


「む？」


「夢がないよね」


「ほっとけ!!」


　現実を突つきつけられた悠真に真顔で言われ、紫苑が激げき怒どした。


「しかし、まあ、頷ける話ではある……かあ」


「そこで……だ。少々本格的に探たん索さくをしてみようと思う。だが、全員を納なつ得とくさせて駆かり出すには、相応の説得力が必要だろう。そこで、謎とやらの片へん鱗りんを発見する必要があるのではないかと考えたのだ」


「なるほど……で、俺に付き合え、と。……何で、俺？」


「悠真が最も文句も言わずについてきそうだったからな」


「まあ、乃の々のや椛あたりはともかく、美み羽うなんかは文句しか言いそうにないもんな……」


「そこまでは言わんが……」


「あいつ、文句以外のことを言わせたら、文句言いそうだしな」


「ややこしいな!!」


　紫苑が文句を言った。





　　　　＊





　１階は昨日、外へ出られる場所はないかと一通り見たので、悠真と紫苑は、今度は上から調べていくことにした。


「念ねんの為に屋上に出る扉とびらが開いてないかと思って来てはみたが……」


「駄目ですね、溶よう接せつされてる……そういや、乃々が昨日そんなこと言ってたな。あいつ、ここ見に来たんだ……」


　幽閉対象をゴキゲンな強固さで拒こばんでいる扉をコンコンと叩たたいて言う悠真。


「とりあえず、５階から見て回るか」


　紫苑の言葉に頷き、悠真は階段を下りていった。





　５階、視し聴ちよう覚かく室。


「……」


「……」


　扉を開けてすぐ、その部屋の異質に気付く。


「なん……だ……！　これ……っ!?」


　壁を埋うめ尽つくすように貼はり付けられた大小様々な紫苑の写真。


　それらを更さらに特異なものにしているのは、どの写真に写る紫苑もカメラの方を向いていないこと……つまり、全すべてが盗とう撮さつ写真である、ということだ。


　更にもう１つ。


　そのうちの半数が顔を塗ぬりつぶされていたり、×印を付けられていたり、ナイフでズタズタに切り裂さかれていたのである。


「……」


　無理からぬことではあるが、真っ青な顔をした紫苑はよろよろと倒たおれるように壁かべ際ぎわまで歩いていき、震ふるえる手をその写真の上に載のせた。


　と、それが契けい機きであるように、ビデオプロジェクターが動作を始め、悠真と紫苑がビクッとなる。





　映し出された映像の中の場所は、真っ白な簡素な部屋で、一見して病室と分かった。


　そこに設しつらえられたスチール椅い子すに１人の少女が座っている。


　暗い表情で俯き加か減げんの少女。





　一見してわかるぐらい、悠真はその少女に見覚えがありすぎる程ほどにあった……が。


『紫苑先輩……いや、少し違う……か？』


　紫苑その人であるように思えたものの、どこか印象が違うようにも感じられる。





　映像の中の少女はゆっくりと語り始めた。


《私がやったことを後こう悔かいはしていません》


　抑よく揚ようのない声で。


《ええ、遅おそかれ早かれああなっていたと思います》


　感情のこもらない瞳ひとみで。


《やり直すことが出来たら……ですか？》


　そこで初めて少女はカメラを見る。


《勿もち論ろん、今度は……》


　その瞳に狂きよう気きが宿るのが分かった。





　その瞬しゆん間かん、いつも穏おだやかに静かな紫苑が、見たことのない形相でビデオプロジェクターのコンセントを力任せに引き抜ぬいた。


　完全に血の気の失うせた紫苑の顔には、怯おびえと悲しみと怒いかり……そして何より恐きよう怖ふと、痛つう惜せきの感情が浮うかんでいて、悠真を驚おどろかせる。


「紫苑……先せん輩ぱい……？」


「!!」


　胸の内に抱かかえたものが堪こらえきれなくなったのか、紫苑は悠真が声を掛かけると同時に口元を押さえて廊ろう下かへと駆け出していった。


　呆ぼう然ぜんとそれを見送る悠真の耳に、手洗い場から紫苑の嘔おう吐とする声が聞こえてくる。


「……まあ、無理もない、か」


　改めて見回す部屋の中の有り様は、紫苑本人でなくとも、かなり気味が悪い。


　ましてや、自分が当事者ともなれば、心中いかばかりか。





　　　　＊





　嘔吐する声とそれを押し流す水音が消えてから、悠真は部屋を出た。


　恐おそらく、年とし頃ごろの女子が見られたくはない現場だったろうから。


　手洗い場で項うな垂だれていた紫苑は、悠真の目にも落ち込んで見えたので、悠真は出来るだけ優やさしい声で問う。


「とりあえず、少し休んでから、みんなの所、戻もどる……か？」


「……」


　紫苑は力無く無言で頷うなずいた。


　これまでの毅き然ぜんとした態度、凛り々りしさ、クールさは完全になりを潜ひそめ……そこにいるのは、憔しよう悴すいしきったか弱い少女に過ぎなかった。


『流石さすがに参ってんな。にしても……』


　悠真が、隣となりを歩く紫苑から視線を逸そらす。


『この学校に俺達が閉じ込められた秘密とかがあるんだとしたら……アレも、無関係じゃないってことで、つまり……』


　紫苑をもう一度見る。


『解かなきゃ出られない謎、ってのに、紫苑先輩は関係がある、ってこと、だよな？』


　そして、あの忌いまわしい部屋の様子を思い出した。


『まともな理由じゃ、なさそうだ……』


　期せずして、悠真と紫苑の溜ため息がシンクロした。


　……と。


「あ、坊ぼつちゃん!!　ちょうどよかった！」


「確かに、俺はドＳの女の子の友達から、『悠真くんの悲鳴ってちょうどいいよね』とよく言われる男ではあるが……」


「お友達は選んで下さい、坊ちゃん!!」


「友人関係にまで口を挟はさむとは、椛は過保護だな」


「そういう問題じゃありません!!」


　悲鳴混じりの椛の台詞せりふがちょうどいいかは何とも言い難がたい。


「で、何がちょうどいいって？」


「あ、ええと……乃々お嬢じよう様さまと一いつ緒しよに体育倉庫に閉じ込められていた時に、忘れ物をしてきてしまいまして……」


「落とし物箱に入っているかどうか見てくる！」


「あっ、坊ちゃん、待っ……!?」


　椛の呼び止める声を聞かず、凄すごいスピードで走っていった悠真が、凄いスピードで戻ってきた。


「ていうか、何落としたか聞いてなかったが」


「……ええ、あの、というか、あれから多分誰だれも体育倉庫なんかには行っていないはずなので、無人の学校で落とし物箱に入っていたら怖こわいです、坊ちゃん」


「うん、そう思って、落とした物と似た物を適当に持ってきて、椛を脅おびえさせてやろうと考えていた」


「坊ちゃんは悪あく魔まの子です!!」


　と、悠真が走っていった時とは明らかに異なる状じよう況きようにふと気付き尋たずねる。


「……って、あれ？　紫苑先輩はどこ行った？」


「落とし物箱の中かもしれません」


「怖!!」


　逆に椛に脅えさせられる悠真。


「……というのは冗じよう談だんで、少し体調が優すぐれないとのことで部屋に戻られました」


「椛のクセに俺を怖がらせるとは！　椛のクセに椛のクセに!!」


「ひゃあああんっ！　坊ちゃん、申し訳ありません申し訳ありませんっ!!」


　激怒する悠真によって、連続スカートめくりの刑けいに処せられた椛が、半泣きで逃にげながら何度も詫わびまくっていた。





　意識したかせずかは不明だが、逃げ回り追いかけ回すうち、二度ほど前を通り過ぎた体育倉庫に最終的に辿たどり着いた２人は、息も絶え絶えで悠真などは足が攣つっていた。


　椛に足裏をゆっくり伸のばして貰もらった悠真は、その椛を引き連れて、倉庫の中へ入っていく。


「で、何を忘れてきたって？」


「あ、はい、塩入りミニチュアボトルストラップを……」


　倉庫から脱だつ出しゆつする際の謎なぞを解く為ために、塩を使った化学変化をさせる必要があって、塩を使ったのだが、そのまま忘れるか落とすかしてきてしまっていたのである。


　ストラップということは、携けい帯たい電でん話わを持っているのかと思った悠真が、そういえば、あのストラップは家の裏口の鍵かぎか何かに椛が付けていたのを思い出して、ちょっとガッカリした。


「……お前、塩なんか、わざわざ捜さがしに来なくても幾いくらでも代わりがあるだろ」


「あのストラップの代わりは……ありません。小学５年生のホワイトデーの時、坊ちゃんがわたくしに下さった、大切な物……ですから」


「あれは、お前、バレンタインの時の手作りチョコで、お前が塩と砂糖を間ま違ちがえるというミラクルを成し遂とげたことに対する嫌いや味みのニュアンスが大量に含ふくまれているお返しだからな……？」


「うう……違うんです……あれは、あれは……っ」


　いつになく気合いを入れまくって作ったせいで、冷たい瞳をした乃々によって塩を混入されたのであるが、仕えている家のお嬢様がしたことを告げ口するのは彼女のポリシーに反した。妹は怖いのである。


「でも、どんな物であれ、坊ちゃんが下さった物はわたくしにとっては大事な……肌はだ身み離はなさず持っていたい何より大切な物なんです」


「椛……。……まあ、肌身離さず持っていないと爆ばく発はつするしな」


「超ちよう怖!!」


　中身が本当に塩だったのかどうか怪あやしくなってきた。


　震え上がる椛を置き、倉庫の奥へと歩を進める。


「ほれ、何してんだ。大事な物なんだろ？　さっさと捜すぞ？」


　面めん倒どう臭くさそうにしながらも、自分の為に積極的に捜すのを手伝ってくれる悠真に、椛は嬉うれしくて涙なみだが出そうになった。


「坊ちゃん……は、はいっ！」


「俺が先に見つけたら、爆ばく破はするからな？」


「坊ちゃん、ヒドい!!」


　椛は悲しくて涙が出そうになった。





　　　　＊





　悠真が椛と一緒にアホな会話をしながらウロウロしていた同時刻──。


　ずっと食堂でお茶をしていた乃々と千ち早はやは、青い顔をして戻ってきた紫苑を心配して、少し休ませるべく華か道どう部室に付き添そってやって戻っていた。


　本格的に横になる程でもないと紫苑自身が言ったこともあって、畳たたんだままの布ふ団とんに背を預けて、彼女は休んでいる状態だ。


　そこへ、タッタッタと足音が聞こえてきて無造作に扉とびらが開けられる。


「あ、こんな所にいたの」


　美羽だった。


　彼女は興奮冷めやらぬという様子で語り出す。


「ねえねえ、ウダウダしてても仕方ないからって思って、ちょっと学内を調べてみてたんだけど。大発見だもん!!」


　美羽の言葉に、紫苑がビクッとなる。


「ほとんどが鍵の閉まってる部屋か、何もない部屋ばっかりだったんだけど、美術室は開いてたの。それで……」


　それまで背中に隠かくしていた、白い布にくるまれたランドセル大のパネルを取り出して、乃々達にその中身を見せた。


「こんなの見つけたんだけど」


「!!」


　乃々が思わず息を呑のみ、口元を両手で覆おおう。


「へぇ……綺き麗れいな絵だね」


　そこに描えがかれていたのは廃はい墟きよの中、スポットライトのような一条の光に照らされて座る１人の幼い少女の穏やかな微笑ほほえみだった。


　古い油絵の具の独特の匂においが微かすかに鼻び腔こうを突つく。


「うん、凄くいい絵なの。女子怖い病の千早にも良さが分かるぐらいの名画だもん」


「いや、怖い病って……そこまで怖い訳じゃ……」


　苦く笑しようする千早に、ズイッと顔を寄せる美羽。


「ヒィッ！」


「……怖くない病が聞いて呆あきれるの」


「どっちみち病なのだな」


　アホなやりとりのお陰かげで幾いく分ぶんか気が紛まぎれてきた紫苑が、上体を起こして件くだんの油絵に近づいて来つつ突っ込んだ。


「しかし、見事な絵だな。私は芸術はからっきしだが、素人しろうと目にも何か感じるものがある」


「そうだもん。何だか、見ているだけで涙が出そうになるけど、でもどこか心安らぐ感じがするの」


「うむ……不思議な絵だ」


　感じ入ったように絵に魅み入いる美羽、紫苑、千早。


　その輪から少し離はなれた所で、泣きそうに、懐なつかしそうに、苦しそうに、憧あこがれるように、絵を取り憑つかれたように凝ぎよう視ししていた乃々は、胸のつかえを吐はき出すように肺の中身と共に言う。


「それは……兄さんの絵です……。……いえ。兄さんの絵、でした……」


「え!?　悠真、絵なんか描くの!?」


「……『でした』？」


　意外すぎるギャップに反射的に口走った美羽とは裏腹に、憂うれいの濃こい乃々の態度と表情、そして何より意味ありげな台詞の方を紫苑は気にした。


　沈しずむ雰ふん囲い気きを察した美羽が黙だまって、乃々と紫苑を見、話を促うながすような素そ振ぶりを見せたのだが、乃々は黙もくして語らず、重ねて紫苑が尋ねる。


「悠真の絵、というのは元々この学校に飾かざられていたのか？」


「いえ……」


　伏ふし目がちに呟つぶやく乃々。しかし、美羽は紫苑の言わんとしていることに閃ひらめくものがあったようで、探さぐり探りに言葉を紡つむぐ。


「つまり……あたし達が閉じ込められるのと同時に、この絵はあそこに意味ありげに用意されたっていうことなの？」


「私はそうではないかと思っている」


　紫苑は腕うで組ぐみをしたり顎あごをしゃくったりして思案顔で乃々を見る。


「これはあくまで仮定に過ぎんのだが、我々がここから出る為に要求されているのは、『謎を解く過程で恋こいを成じよう就じゆさせること』だという。ならば、その謎というのは閉じ込められた我々にまつわる何か、ではないかと私は思うのだ」


　最初に立てていた仮定から、ここまでの経験を経て推論を組み立て直した紫苑が自分でも確かく認にんするように言う。現に、自分の過去の残ざん滓しも視し聴ちよう覚かく室にあった。


「乃々、教えてはくれまいか？　悠真の絵『だった』というのがどういう意味なのか」


「……」


　辛つらそうに唇くちびるを嚙かむ乃々が、沈ちん黙もくを守る。


　紫苑はこの時、１つの覚かく悟ごを持ってなおも乃々に食い下がった。


　それは、悠真の古傷をえぐり出す以上、自分も返す刃やいばを受ける覚悟だ。


「頼たのむ。繊せん細さいな部分に土足で踏ふみ込むようなことを言っているのは薄うす々うす分かっている。それでも、恐おそらくここから脱出するのに必要なことのはずなのだ。乃々が教えてくれなければ……悠真に直接聞くことになるのだが」


「それは……っ!!」


　それまで伏し目がちだった乃々が、弾はじかれたように顔を上げる。


　その乃々と紫苑の視線が交こう錯さくし、射い貫ぬくような紫苑の瞳ひとみに、乃々は少し逡しゆん巡じゆんしてから躊躇ためらいつつも頷うなずいた。


「……分かり、ました」





　　　　＊





　高こう炎えん寺じ悠真は、幼少期から絵を描くのが好きな少年だった。


　ただ、周囲も彼自身も、それはあくまで趣しゆ味みの範はん疇ちゆうであって、必要以上にその才能に期待されることもすることもなかった。


　それは彼がゆくゆくは高炎寺家を継つぐ跡あと取とりとしての将来が確定していたからであって、絵の善し悪あしとは無む縁えんの部分からのことだ。


　その欲とプレッシャーのなさが功を奏したのか、中学に上がる頃ころには彼の絵は高い評価を得ていて、趣味の範疇では済まないと思う者の方が増えてきていた。


　著名な芸術家が彼を指導したいと申し出てきたり、有名な芸術学校から入学の打だ診しんが来ている間はそれでも、悠真の父母も苦笑混じりに言葉を受け取る程度であったが、やがて、それらが目の肥えた海外の絵画収集家コレクターや美術館から、破格の金額で悠真の絵を譲ゆずって欲しいというオファーに取って代わった頃から、両親は彼が本当に望むのであればそちらの道へ進ませる方が彼の為になるのではないかと考え始める。


　悠真の父の友人である、イタリアの美術館の館長の勧すすめもあって、特に父は息子むすこの好きなようにやらせてやりたいと思っていたようだ。


　悠真自身は、絵で食べていくつもりは特になかったのだが、何もかもを自分の思い通りにさせる自説を曲げない性しよう分ぶんの父が、恐らくは跡あとを継がせたいであろう長男の悠真に、そこまで心情を汲くんでくれることが悠真には嬉しかった。





　しかし。


　そんなある日、彼と乃々が乗るバスが事故に巻き込まれた。


　かなり酷ひどい交通事故で、死者も出た程ほどだ。


　本当なら、乃々が傷を負うはずだった。


　けれど、乃々は無傷だった。


　乃々が負うべき傷は、妹を庇かばった悠真に刻まれた。


　黒こく煙えんが喉のどと鼻を激しく刺し激げきする90度傾かたむいた車内で、その時、乃々は絶望的な気持ちで叫さけんだ。


『兄さん……腕うでが……!!』





　悠真の利きき腕の神経はズタズタに引き裂さかれていた。


　それでも血の滲にじむようなリハビリの結果、日常生活には全く支障を来きたさないぐらいに回復した。


　だが……。


　乙女おとめ心ごころのように繊細だった筆ひつ致ちも、夢の中で踊おどるようだった筆ふで遣づかいも、優やさしい音を奏かなでるようだった線の軌き道どうも……全すべては失われてしまった。


　もう新たに生み出されることはない。


　過去のキャンバスの中にだけそれはある。





　それでも、悠真はそう落ち込まなかった。


　妹に一生消えない傷を負わせるのと引き替かえであったから。


　むしろ、誇ほこらしく思うほどだった。





　──そう。


　少なくとも、最初のうちは。





　失ってからその得え難がたい貴重さに気付く、というのは人の常である。


　悠真にとっての絵もそうだった。


　後の、絵画を失った悠真の喪そう失しつ感かんたるや、筆ひつ舌ぜつに尽つくしがたいものがあった。


　更さらに、思い通りにならない絵が描けてしまう程度の回復、というのが悠真の苛いら立だちに追い打ちを掛かけた。


　一時期、心を病やみ、療りよう養ようを余よ儀ぎなくされる程に彼は深く激しく苦しんだ。





　そして、ようやく、悠真は立ち直りつつある。


　その間、彼は決して、ただの一度も乃々に辛つらく当たったことはなかった。


　心中はどうあれ、妹を庇ったことを、絶対に表立って後こう悔かいはしなかったのである。


　それは乃々にとって救いでもあり、また忍しのびなくもあった。


　ただでさえ元々、重度のお兄ちゃん子だった乃々が兄へ病的とも言える好意を示し始めたのもこの事故がきっかけだといえよう。


　償つぐなえるならば、いかなるものをもってしても……と。





　　　　＊





「……」


　美羽も紫苑も千早も、終始無言で乃々の話を聞き、乃々が語り終えてもなお、口を開くことが出来ないでいた。


「この絵は……結局、最後まで兄さんが手を加えていたものですね」


　乃々が愛いとおしいような、憎にくむような、複雑な表情を絵に……否いな、絵のモデルに向ける。


　その感情に気付いたか、そういう訳ではないのか、紫苑が尋たずねてきた。


「この絵の少女は？」


「……兄さんが、というか、私や椛もですけど、10年ぐらい前、病院跡の廃はい墟きよに閉じ込められたことがあって」


「……!?」


　紫苑の顔色が変わる。が、乃々はそのまま語り続ける。


「他ほかにも、何人か知らない子供達と一いつ緒しよに……あの時も１週間ぐらい閉じ込められて……みんな、手持ちのお菓か子しやらを結構持ってたりして、あとは病院内を探検してまだ食べられる非常食とかを見つけて、どうにか飢うえも凌しのいで、その時に……」


「ちょっと待つの……!!　それって……９年前の天てん竜りゆう川の児童キャンプの……!?」


「そう……私はまだ７歳でした。……よく知ってますね？」


「土ど砂しや崩くずれで入り口が埋うめられて、周囲を崖がけと野犬に囲まれて出られなくなっていた？」


「何で……そんなことまで知っているんです、紫苑先せん輩ぱい……？」


　美羽と紫苑に矢や継つぎ早に言い当てられ、乃々が絶句気味に問う。


　が、紫苑はそれには答えず、愕がく然ぜんと目を見開き手で頭を押さえるようにしながら、落ちつきなく周囲をうろつき回った。


「そうか、そういうことか……!!　何故なぜ、もっと早く気付かなかったのだ!?」


　と、階下からドタバタとけたたましい足音と共に騒さわがしい声が聞こえてくる。


「もう！　坊ぼつちゃん、何でああいういやらしいことをするんですか!?　椛は情けのうございます!!」


「そりゃお前、いいことするのとバーターだよ？」


「そんな変なバランスに拘こだわらなくていいんです!!」


「じゃあ、いやらしいことだけするよ」


「バランスが悪い方に!?」


「お前もバランスに拘ってんじゃねえか……」


　バランスの悪い会話をしながら戻もどってきた悠真と椛だ。


「まあ、椛相手じゃ、さして嬉うれしいこともないけどな……。可愛かわいい女の子相手ならなあ……」


「はっ、椛だって、これでも可愛……くはないかもしれませんが、歴れつきとした女の子です……！」


「いや、椛は可愛いとは思うけどな」


「え!?　ぼ、坊ちゃん、それって……!?」


「可愛い下僕だよ？」


「やっぱり、女の子の範疇から外れてる!!」


　※注・悠真にとって下僕は女の子扱あつかいしない対象です。


「うぅ……可愛くなくてもいいから、女の子でいたいです……」


「うっさい、下僕」


「坊ちゃん、ヒドい！」


「ヒドいことを言ってごめんなさい、下僕」


「謝らなくてもいいですから、下僕じゃなくして下さいよぅ！」


「駄だ目めだよ？」


「坊ちゃん、ヒドい！」


　アホの子のようなやりとりをしながら、『あ、みんなの上うわ履ばき、下に置いてあったよな？』『はい、やっぱり皆みなさん、戻ってらっしゃってたんですねえ』と暢のん気きな声がして、ふすまの手前にある扉とびらが開かれ、次いでふすまも開かれる。


　最初に悠真の声が聞こえてきた時に、乃々は素す早ばやく絵を元通り布にくるんで、物入れに隠かくしていて、４人で何事もなかったかのように部屋に入ってくる悠真達を見上げていた。


「おう、帰るなら帰るで一言言っといてくれれば……って、なに、この空気……？」


　何とも言い難い不思議な雰ふん囲い気きに包まれていた部屋の違い和わ感かんに、当然のように気付く悠真。


「いや、何でもない。気にするな」


「まあ、椛を仲間外れにしハブつて、話をしたいのはよく分かるが……」


「あんまりです!!　ていうか、よく分かるってどういうことなんですか、坊ちゃん!?」


「どういうことかというとだなあ……」


「聞きたくないです！　そんな話、いっそ内ない緒しよにしておいて欲しいです!!」


「我が儘ままな奴やつだな……」


「違ちがうの。椛を仲間外れにしようとしてたんじゃないんだもん」


「じゃあ、美羽を仲間外れにしようぜ？」


「本人の前でそんな相談するななの!!」


「じゃあ、本人のいないところで、美羽を仲間外れにする相談をしようぜ」


「悠真、悪あく魔まの子なの!!」


「むう……椛を仲間外れにしないことで、ウチの親父おやじが悪魔呼ばわりされる羽目になったことを、いずれ親父に報告しておこう」


「坊ちゃんは鬼おにです!!」


「鬼だの悪魔だの、ここら近きん隣りんは百ひやつ鬼き夜や行こうだな……」


　暗黒の勢力に支配されつつある市内の行く末に、紫苑が暗あん澹たんたる気持ちになった。


　……が、すぐに思い直し、先程の閃ひらめきに立ち戻る。


「そんな馬ば鹿か話はどうでもいいのだ！　それよりも、聞け!!　我々には共通点があった!!　あったんだ!!　思えば、あの頃ころの我々は学校も別々で、あの１週間だけの付き合いだったからな、名前も忘れていた!!　そうか!!　あの時、閉じ込められていたメンバーが、ここに揃そろっていた訳だ!!」


「「あのとき……？」」


　話が読めない椛や悠真と、興奮する紫苑の温度差が凄すごい。


「９年前の天竜川の児童キャンプ……あの近くの廃はい病院に閉じ込められた子供の１人だ、私も。そして、恐おそらく……」


　その口くち振ぶりからそうであろうと美羽を見る紫苑。


「あの時の……一緒に閉じ込められた奴ら!?　紫苑先輩が!?……まさか、美羽も!?」


「う、うん……でも、あたしも、一緒に閉じ込められてた子の名前は忘れてたの。顔も……もうあれから10年近く経たって、お互たがい変わってるし……全然分からなかったの……。大体、そんな接点なんて、思いつく訳ないの。そうだもん、千早は？」


「ごめん、ボク、そもそも、記き憶おくがない」


「「「「「あー……」」」」」


　全員が納なつ得とくして頷うなずく。


「まさかとは思うけど、千早くんはあの時のこと結構覚えていて……だから、ここに集められるのに際して記憶が消された、とか？」


「乃々、怖こわいこと言うな……。ただ、そんな都合良く記憶が消せたりするのかは別として……この非常識な密室を作るような奴らなら、やりかねない、とは思うけどな」


「でも……だからって、どうして、もう一度、集められて……恋こいをしろ、なんて、何ででしょう？」


　そんな椛の疑問に答えられる者はいない。


「それと……。あの時のメンバーはここにいる人間で全部……って訳じゃないよな？」


「そうだったか？　言われてみるともう１人２人いたような気もする……が」


「よく覚えてないもん。……でも、確かに、あの時はもう少し人がいて……だから、前に閉じ込められた時の印象と違ってて、今回はあの時のことを思い出さなかったのかもしれないの」


「なるほど……そうか……そうだな……」


「……」


　悠真は覚えている。


　確かに……少なくとももう２人はいたはずなのだ。


　１人は彼の親友。


　そして、もう１人は……。





　廃墟の中、儚はかなげに佇たたずむ少女が悠真の瞼まぶたの裏に鮮せん明めいに思い出される。


　彼女の姿と名前だけは、悠真の記憶の中に刻み込まれていた。


　その記憶を繙ひもとく時、彼の心からは、切なさが溢あふれ出そうになる……。


　──９年前。


　自然学級に訪おとずれていた悠真は、親友や妹、椛と共に面おも白しろくない授業から抜ぬけ出し、宿舎から少し離はなれた廃はい屋おくに探検に行った。


　そこで彼は、別の班の顔も知らない少女達と偶ぐう然ぜん合流し、突とつ然ぜんの豪ごう雨うと土砂崩れで閉じ込められることとなる。


　そして……。


『約束するよ』


　何か大事な……。


『絶対に誓ちかうから』


　大切な約束をしたような……そんな気がするのだ。


『いつか、必ず……』


　それは或あるいは、あの少女と、だったのだろうか。


　その、少女の名は……。





「悠真？　悠真！」


「!?……どうしました、紫苑先輩？」


「いや……呆ほうけていて、顔色が悪いように見えてな」


「ああ、何か、当時のことで思い出せることないかなって……でも、もう、よく覚えてないですね」


　結局。


　１週間後、発見されて馬鹿みたいに叱しかられた悠真達は、元々の知り合いであった者以外とは、顔を合わせることもなかった。


　過ぎ行く時の中、そんな出来事も忘れ、お互いの顔も名前も忘れていた……再びこの学校で顔を合わせてすらも。


『ただ……』


　悠真は独り、思う。


『もしも、あの時のことが今回の件に関係があるとして……あの娘も無関係ではないとしたら……そうしたら……。まさか……、まさかとは思うけど、あの猫ねこ耳みみ宇宙服は……あの娘、なのか？　でも……それこそ、一体、何の為ために……？』


　そんな悠真を……美羽と紫苑はそれぞれの思いを胸に、そっと見つめていた……。








[image: ]











　昼食時になった頃、悠ゆう真ま達は華か道どう部室を出て、学食に向かう。


「しかしなんだな……食っちゃ寝ね生活になりかかってるな……」


「うむ……不ふ摂せつ生せいかつ自じ堕だ落らくでいかん」


　廊ろう下かを歩きながらポツリと呟つぶやく悠真の言葉に、紫し苑おんが反応する。


「動物園の動物ってのはこういう感じなのかもなの」


「美み羽うは熊くまだな、凶きよう暴ぼうだし」


「悠真は馬と鹿しかなの、馬鹿だからだもん」


「馬鹿、馬は賢かしこい生き物なんだぞ？」


「会話に馬が飽ほう和わしていますね……」


　悠真の後ろに半歩下がって付き従う椛はなが馬分の多さに冷や汗あせを流した。


「椛は……ペンギン的だよな」


「え、そうですか!?　可愛かわいくていいですよね、ペンギン！」


「あいつら、仲間の後ろをぺけぺけついてくるからな……」


「え、それだけ!?　それだけの理由ですか!?」


「あと、あいつら、実物、結構表面がざらざらしてて生なま臭ぐさいんだよな」


「女の子に対し、あるまじきお言葉!!」


「だから、お前は下僕であって女の子ではないと何度言ったら……」


　そんな会話をする悠真達を、先さき程ほどからチラチラと気になって仕方ない様子で紫苑が見てきていた。


「……ちょっと悠真、何か紫苑先せん輩ぱいが仲間に入れて欲しそうにさっきからこっちを見てるの」


「ドラクエモンスターみたいな人だな……」


　小声で美羽と密談した悠真が、うーんと考える。


「紫苑先輩は……」


「私か!?　何だ!?」


　怒ど濤とうの食いつきの良さに何なに故ゆえそんなにも動物好きなのかと全員がちょっと引いた。


「凛り々りしくて孤こ高こうの人って感じだから……狼おおかみとか？」


「あー……」


「狼さんか……」


　美羽などはなるほどと頷うなずいたが、当の紫苑は今ひとつ納なつ得とくしきれないものがあるようだ。


「何か、腑ふに落ちない点でも？」


「む、いや……他ほかにもっとあるだろう？　何というか、可愛い生き物が幾いくらでもっ！　アライグマさんでも、栗鼠りすさんでも、ウサさんでも！」


「どちらかというと、グリズリーさんとか、針はり鼠ねずみさんとか、ウシさんとか……」


「どこを見ているのだ!?」


　ウシさんのように超ちようウルトラ大きく膨ふくらんだ胸を、悠真からは色しき欲よくに満ちた目で、美羽からは嫉しつ妬とと絶望と殺意と猜さい疑ぎとがゴキゲンに混ざり合った目で、それぞれガン見されて、思わず紫苑が両りよう腕うでで胸を力ちから一いつ杯ぱい隠かくしたせいでより一層いやらしく形を変えた。


「あんなに……あんなに腕が沈しずむぐらいボリュームが……」


　しかも、悠真よりも美羽の方が信じがたいという視線と震ふるえる言葉で、紫苑のたゆんたゆん揺ゆれる胸に激しいショックを受けているのが知れる。


「見るな！　そんなにっ！……。ウシさん……ウシさん、か……」


「ボリュームに腕が沈む……沈んでいく……」


「臭くさくてザラザラ……」


　心傷ついた少女達３名がふらついた足取りで、虚うつろに言葉を漏もらしながらついてくるのを、乃の々のが冷や汗を垂らして振ふり返って眺ながめてきた。


「そういえば……数日ぐらいならいいけど、このまま何週間も閉じ込められたままだと、服とかどうしたらいいのかしら……？」


「え、夏服とか冬服とかってことか？」


「いえ、兄さん。そうじゃなくて……着の身着のままで、お洗せん濯たくも出来ないんじゃ、椛のように臭くてザラザラになってしまうでしょう？」


「ザラザラにはならんと思うが……」


「ぼっ、坊ぼつちゃん、椛、臭くさいですか!?　既すでに臭まっていますか!?」


　匂においを嗅かいでみてと言わんばかりに椛が迫せまってきたので、悠真が不意に椛の腕を取ってグイッと上に上げさせ、脇わきに鼻先を突つっ込んだ。


「ぎゃ─────────────────────────────────!!」


　まさかそこを嗅がれるとは夢にも思わなかった椛が、野生の荒あらぶるペンギンのような猛たけり狂くるった叫さけび声を上げる。


「いつも通り、石せつ鹼けんと花と下僕の匂いがするな」


「は、辱はずかしめです……女の子として辱められました……ううぅ……」


「だから、お前は女の子じゃなくて下僕だっつーに」


　自らの両りよう肩かたを抱だいて、女の子座りをして半泣きになる椛に、悠真が慰なぐさめなのか追い打ちなのか分からない言葉をかけた。


「まあ、しかし、そうだな……紫苑先輩の黒タイツとか、美羽のスパッツとかは蒸むれ蒸れになりやすそうだし、大変なことになるよな……」


「!!」


　悠真の邪よこしまな波動を感じてスカート越ごしにスパッツを押さえた美羽が、威い嚇かくしてくる。


　一方、悠真の言わんとするところがいまいち理解できず、腕うで組ぐみをする紫苑が不ふ審しん顔がおになった。


「大変なこととはどういうことだ？」


「蒸れすぎて、あんまんが蒸せそうな感じになり、最終的にあだ名が蒸し器になるんだ」


「蒸し器にか!?」


　紫苑が絶望的な表情で頭を抱かかえる。


「しかも、俺とかに『先せん輩ぱい、タイツの中で肉まん蒸して下さいよ～』とか頼たのまれるんだ」


「肉まんもか!?　あまつさえ『ほかほかのうちに食べるのだぞ』とか言いながら渡わたさねばならんのか、私は!?　い、いや、待て！　そもそもどのあたりでまんじゅうを蒸せばいいのだ!?　私のタイツの中はお尻しりと太ももで比ひ較かく的てき飽ほう和わしているのだぞ!?　お尻の上か……太もも辺りか……いや、もっとタイツの先せん端たん付近……？？？　ま、まさか、前の方の……いっ、いやあああああああああああああああああああああああ!!　無理だ！　私にはそんなことは無理だ!!」


　頭を抱えて苦く悩のうするあまり、壁かべに沿って縦に身体からだをゴロゴロさせ始める紫苑を見て、悠真達は思った。


『『『『『この人、真面まじ目めすぎて、人の言うことを鵜う呑のみにしまくるにも程があるな』』』』』


　紫苑ほどに曲がった認にん識しきは別としても、少なからず清潔さに懸け念ねんを抱く乃々も、やや困った表情を浮うかべてスカートの裾すそをつまみ上げてぼやく。


「まあ、こまめにシャワー浴びていれば、上着やスカートはそんなに汚よごれないとは思うけど、下着とかは死活問題ね……」


「そういや、俺、昨夜シャワー浴びてないな」


「あ、ボクもだ……」


「男子、汚きたないの!!　ただでさえ、男子は臭くなるんだから、ちゃんと清潔にして欲しいもん!!」


「うーん……昨夜は何せバタバタしていた上に、いつ寝たんだか、いまいち記き憶おくがなくてな……」


「そうだよね。……でも、ボク、お昼食べたら、ちょっと髪かみ洗あらいたいかも。油髪がみになってきちゃいそうだし」


　短く編まれた髪の先っぽを千ち早はやが指先でピンと弾はじくのを見て、乃々が腰こしの後ろに手を回して前まえ屈かがみ気味になって覗のぞき込むように指し摘てきしてきた。


「そういえば、千早くんはそれ、自分じゃ髪、編めないんじゃ」


「あ……そう、だね」


「私も椛も髪を編むのは出来ないなあ……」


　苦手な女の子に触さわられまくるのも嫌いやだが、男子にしては結構長い髪の千早は、髪を編まないと鬱うつ陶とうしそうで、自分の頭に手をやりながら千早が少し落ち込んだ様子を見せる。


「しょうがないの。風ふ呂ろ上あがりにあたしが編んでやるの」


　意外と良いところもある美羽が言う。


　悠真は仲なか睦むつまじそうに千早が美羽に髪を編んで貰もらう光景を思い浮かべた。





『千早って、髪、綺き麗れいなの』


『あ、ありがとう、美羽、さん』


『美羽でいいの。……これからは、あたしが千早の髪、いつでも編んであげるもん』


『嬉うれしいよ……美羽』


『えへへ……』


『うふふ』





「千早が寝取られる!!」


　矢や鱈たらとキラキラぽわぽわした自分イメージに、悠真が血けつ涙るいを流した。


「俺の千早が!!」


「いつ、悠真の千早になったの!?　千早も頰ほおを赤らめないもん!!」


「ごめん……。……あの、悠真くん、ボク、頑がん張ばって寝取られないようにするから」


「千早……」


「悠真くん……」


「千早……」


「悠真くん……」


　きゅっと正面から手の平を合わせて、指を絡からませ合い、潤うるんだ瞳ひとみで男同士の友情を確かめる悠真と千早。


　その悠真の耳をはむっと後ろから嚙かんでくる乃々。


「ひゃうんっ！　の、乃々……耳はよせ……」


「悠真、ひゃうんて、なの……」


「兄さん、お戯たわむれが過ぎると、兄さんと私の結けつ婚こん式のお知らせを親しん戚せき中に出しますよ？」


「それ前にもやったろ!?　２回目は割とシャレにならないぞ!?」


「勿もち論ろん、シャレじゃないですもの」


「え、あ、そうなのか……？　え、それ？　どういうこと？？？」


　んふふと柔やわらかく優やさしく微笑ほほえむ乃々に、悠真は兎とも角かく、美羽と千早は背筋が寒くなった。


「兄さん、フランス好きでしょう？　新婚旅行はニースがいいですよね」


「ああ、いいね、ニース。……ん？　何旅行？」


「いやです、兄さん。惚とぼけちゃって」


　んふふと愛らしく幸せそうに微笑む乃々に、悠真は兎も角、美羽と千早はドン引きである。


「そういえば、兄さんて子供は何人ぐらい欲しいんですか？」


「え、何で急にそんな……」


「いいから。私、聞きたいんです」


「えーと……俺らが２人兄妹きようだいだからな。そういうのも関係が密になっていいけど……」


「そうですね、秘密の関係ですね」


「既に秘密の関係じゃない関係なの……」


　美羽が口を挟はさんだが、乃々は耳に入らなかったが如ごとく意に介かいさない。


「沢たく山さんの兄弟ってのも悪くないかもな。４人とか５人とか」


「やだ、兄さんのえっち[image: ]」


「え!?　何が!?　今のは、何の流れのえっち!?」


「んふふ、でも、私、頑張りますね、兄さん」


「うん……うん？　え、お前が何を頑張るの？」


「もうやだ、兄さんのえっち[image: ]」


　頰に手を当てて照れる乃々の意図が読めず、悠真が？？？とただただ生理的な恐きよう怖ふを無意識に感じて怯おびえていた。


「何なの、この新婚会話トーク？」


「そりゃ、世間では一人っ子が進むよね……」


「世間の兄妹をこの２人基準で考えるのはどうかと思うもん!?」


　……と、どこまでもゴロゴロ転がっていった紫苑が、逆にゴロゴロして戻もどってくる。


「着き替がえの調達が急務だ!!」


「まあ、その意見には賛成なの」


「名無しちゃんに頼んだら、用意してくれるんじゃないのかな？」


「アイツに頼たよるのは今ひとつ納なつ得とくのいかないものがあるの……」


　千早の提言に、美羽は渋しぶい顔だ。


「しかし、背に腹は代えられまい」


「むぅ……。……あ、購こう買ばい!!　購買なら体操服とかジャージがあるんじゃないの!?」


「勝手に持っていくのか？　渇かつしても盗泉の水を飲むのは憚はばかられるな……」


「じゃあ、紫苑先せん輩ぱいは、むわっとした黒タイツ肉まんを提供していればいいの」


「何をしている、バンバン体操服を盗ぬすみに行くぞ!!」


「早!!」


　首しゆ鼠そ両りよう端たんの様相を呈ていしていた紫苑が瞬しゆん時じにして先行していて、美羽が衝しよう撃げきを受けた。





　どのみち購買部は学食の隣となりなので、行き先が変わる訳ではなく、購買部の棚たなを覗き込む一同。


「スパッツ……」


「そういえば、ウチの学校は体育、スパッツだったの」


　微び妙みような表情でスパッツを広げて見る紫苑の横でサイズあるかな？と美羽が物色する。それを後ろから興味深げに覗き込む悠真。


「そういえばっていうか、美羽は体育の時に着替えなくて済むからスカートの下にスパッツはいてるんじゃないのか？」


「違ちがうもん。これは見えても大だい丈じよう夫ぶな下着だもん」


「へえ……」


「……」


「……」
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「え!?　何なの!?」


「ちょっと待て!?　美羽、それ、スパッツの下、下着はいてないの!?」


「そ、そうだけど……」


「でもお前、最初に閉じ込められてた時に、縞しまパン穿はいてたじゃん!?　白と水色の縞々のやつ！　ブラとお揃そろいの！」


「忘れろだもん!!　あれは気絶している間に着せられていたやつで、元々あたしのじゃないもん。普段はスパッツだけで、今も……」


「マジで!?　スパッツ直じか穿ばき!?　スパッツ直穿き派!?　スパッツ直穿きっ娘こ!?　そういうのもっと早く言ってくれよ!?」


「ちょっ……何なの、悠真!?　何で常にスカート裾目線なの!?」


「スパッツ直穿きとか男の浪ろ漫まんだろ!?　なあ、千早!?」


「え、あ、そ、そうかな……？」


　困ったように千早が言葉を濁にごす。


「千早がスパッツ直穿きの魔ま性しように寝ね取とられる!!」


「自分で振ふって自分でショックを受けてるんだもん……。ていうか、何度もスパッツ直穿き言うななの!!」


「なあ、美羽、それより、お前、体育の時はどうしてるんだ!?」


「……直穿きなの」


「マジかーっ!!　美羽、次、体育いつ!?」


「何で、悠真、そこまでテンション上がってるの!?　キモいの、悠真！　もう話しかけないで欲しいの！　月曜の３時間目だもん」


「きちんと答えてくれるとか、美羽ちゃん、良い子だね……」


　苦笑いの千早が美羽を誉ほめた。


「良い子のフリをした美羽に、千早を寝取られる!!」


「ちょっと誉めたぐらいで寝取られるかなの!!　ていうか、悠真、どやかましいもん!!」


　怒いかりに任せてスパッツで美羽にビンタされる悠真は、ちょっと幸せそうだ。


「ところで、さっきから紫苑先輩は何で無言でスパッツと睨にらみ合いをしてるんだ？」


「結局、蒸むれやすい服装を余よ儀ぎなく……どのみち、私はいずれ、スパッツ肉まんと呼ばれる運命さだめなのか……美羽のように」


「人を勝手にスパッツ肉まん呼ばわりするななの、黒タイツ肉まん!!」


「私を黒タイツ肉まんと呼ぶな、スパッツ肉まん!!」


「まあまあ、どちらも後で俺スタツフが美味おいしく頂きましたするから喧けん嘩かするなよ」


「「お前には絶対に食わさ─────んっ!!」」


　悠真は両サイドからサラウンドで叱しかられた上に、スパッツで両頰をサンドする形でビンタされて、結構幸せそうだ。


「ていうか、美羽、お前、素す肌はだにスパッツって、それ、万が一、運動中に破けたり裂さけたりしたら、どーするつもりなんだよ!?」


「……」


「……」


「……」


　無言のうちに見る間に首の付け根から頭の天てつ辺ぺんに向けて、美羽の肌はだが紅潮していき、最後に、悠真はスパッツを頭から被かぶせられてくるくる回され、視界を奪うばわれた状態でふらふら歩いて壁かべにガン！と頭をぶつけた。





　　　　＊





　肉まんとカレーまんとあんまんの昼食後、昨夜シャワーを浴びなかった人々である男子２名、悠真と千早は綺き麗れい好ずき女子達から責めさいなまれるような視線を浴びせられ、石持て追われるように体育館地下の温水プール横のシャワー室へと向かった。


　そのシャワー室の前室である更こう衣い室。


「……」


「……」


　ロッカーを前に、悠真と千早は棒立ち状態だった。


「ゆ、悠真くん、脱ぬがないの？」


「ち、千早こそ」
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「悠真くんからどうぞ……」


「千早からどうぞ……」


「……じゃあ、せーので」


　女子中学生同士のような謎なぞの恥はじらいをした２人は、せーの、とかけ声を出して一気に服を脱ぐ。


　……と。


「うえええええええええええええええええええええええええええええええええええ!?」


　つい千早の方をちらっと見てしまった悠真はとてつもなく素すっ頓とん狂きような驚おどろきの声を上げた。


「え!?　なんで!?　何で何で何で!?」


　脱いだ千早も半パニック状態で、慌あわてて服を着直す。


「……み、見た？　み、み、み、み、み、見た……!?」


「……」


　無言で緩かん慢まんにこっくりと頷うなずく悠真。


「千早……それは一体……」


「ボクにも分からないよ!?　ナニ今の!?　今のナニ!?」


　２人して、凄すごいものを見たことで茫ぼう然ぜん自じ失しつであったり右往左往であったりしている悠真と千早がお互たがい、理解不能な感じで尋たずね合っていた。


「いや……自分のお身体からだのことだろ、千早……」


「だって、ボク、記き憶おくがなくて……」


「記憶がなくても、千早、それ……」


「わあああああっ、言わないで言わないで!!」


　千早が服の下の秘密を口に出されそうになって、慌てて悠真の口を両手で塞ふさぎまくる。


「こ、これ、やっぱり……なんて言うか……変、なんだよ……ね？」


「う、ん……まあ、何て言うか……うーん……」


「悠真くんもこうなってる……？」


「そんな訳あるかっ!!」


「やっぱり、ボクおかしいんだ……きっとこんなんなったせいで記憶もなくなってるし、ボク……ボク、どうなっちゃうんだろう……？」


　両手で顔を覆おおってしゃがみ込む千早は、漠ばく然ぜんとした不安だけでどうにか留とどまっていた精神的足場が崩くずれ落ちた気分である。


「いや……それは多分、記憶がなくなる前からだと思うが……急にそんなんなったりしないしな……。どっちにしても、その身体のことは記憶が戻らないと分からないけど……。まあ、とにかく、元気出せよ。俺が元気の出る『妹のお兄ちゃん好き過ぎて頭おかしいエピソード』とかを教えてやるからさ」


「元気が失われそうだよ!?」


　千早が元気いっぱいに叫さけんだ。


「何にしても、俺でよければ相談に乗るし、力になれることがあったら力になるよ。ここまで来たら乗りかかった船だし、何より、俺と千早は閉じ込められ仲間、だもんな」


「悠真くん……」


　千早の瞳ひとみがうるうるっと潤うるむ。


「じゃあ、早さつ速そく、手始めに『妹のお兄ちゃん好き過ぎて頭おかしいエピソード』を教えてやるよ」


「悠真くん、本当はボクのこと嫌きらいなんじゃ!?」


「好き過ぎて頭おかしい場合もあるからな」


「それ、乃々ちゃん固有の問題じゃなくて、悠真くんの家の血筋の問題なんじゃ!?」


「マジかぁ……ッ!?」


　呪のろわれた高こう炎えん寺じ一族の血統を知らされ、悠真が頭を抱かかえた。


「ま、いいや、それより、シャワー浴びてさっさと戻ろうぜ？」


「立ち直り早!!」


「……と言っても、その……身体がそんなじゃ、一いつ緒しよにシャワー室どころか一緒の更衣室も抵てい抗こうあるだろ？　俺、外出てるから、終わったら交替な？」


「う、うん……ごめんね」


「いや……俺もちょっと独りになってちょっと精神的にちょっと立て直しがちょっと必要な気がちょっとしているしな」


「ちょっとが積み重なり過ぎて、ちょっとじゃなくなってるよ!?」


「ちょっとそうじゃないかと思っていた」





　千早に続いて悠真もシャワーを浴び、暑さで上着を脱いで腕うでまくりをした悠真が更衣室から出て来ると、千早が壁にもたれて人待ち顔をしていた。


「あれ、待ってたのか」


「うん」


「そんなに急ぎで『妹のお兄ちゃん好き過ぎて頭おかしいエピソード』が聞きたかったのか？」


「違うよっ!!」


「厳選したよりぬきエピソードなのにか？」


「一層聞きたくないよ!?」


「そうか……」


　上着を肩かたに載のせて腕うで組ぐみをする悠真の右腕に、何気なく千早の目がいく。


『あれが……乃々ちゃんが言ってた、事故の時の傷……。確かに酷ひどい傷きず痕あと……もう治ち癒ゆしているように見えるのに、あんなに痕が……』


　その視線に悠真も気付いて、上着を右腕を覆うようにかけ直した。


「あー、いや、これはちょっとＢＣＧの痕がさ」


「どんだけ結けつ核かくを恐おそれてるの!?」


「奴やつらには正まさ岡おかや石いし川かわをやられたしな」


「文ぶん豪ごうを連れのように!?」


　千早が驚いている隙すきに、悠真は見えないようにシャツの腕まくりを戻もどす。


「まー、ちっとやんちゃしてた時のモンだよ」


「やんちゃ……」


「ああ。障子紙を破ったり、ティッシュ箱の中身を全部引っ張り出したりな」


「猫ねこみたいだよ!?」


「当時のあだ名は『借りてきた猫』だったな」


「ああ、うん、借りてきた猫って意外とやんちゃだよね……」


　当人に黙だまって本当のことを聞いてしまったことを言う訳にもいかないので、千早は適当に話を合わせてその場を乗り切るのであった。


　その甲か斐いあって、美羽達の元へ戻るべく歩き出す悠真が話を変える。


「しかし、千早さ……」


「ん？」


「髪かみ、下ろしてると何て言うか……」


「うん」


「可か憐れんだよね……」


「……ありが、とう？」


　リアクションに困った千早が結局礼を言ったが、礼を言われた悠真の方が『それはどうだろう？』と首を捻ひねった。





　　　　＊





　学食。


　茶さ道どう部室・華か道どう部室と並んで、早くもすっかり悠真達のたまり場となっている場所である。


　程ほどなく戻ってきた悠真達に、美羽が椛の入れた紅茶と手作りお菓か子しなどでくつろぎモードになっていた。


「遅おそいの、悠真達。男のクセに、どんだけ長風ぶ呂ろ……長シャワーなの」


「ああ……まあ、ちょっとな」


「まさか、悠真、千早に不ふ埒らちなことをしてたんじゃないんだもん？」


「何言ってんだよ……そんな訳……」


　『あるか』と言いかけて、更衣室でのショッキングな出来事……というか、千早の制服の下の衝しよう撃げき的な光景を思い出して、思わず悠真は口を噤つぐんで顔を背そむけた。


「何なの、そのリアクション……？」


「坊ぼつちゃん、まさか、本当に……？」


「ちがーうっ！　そもそも、着き替がえもシャワーも交替で別々だったわい！」


「「「「仲悪!!」」」」


　女子達全員が揃そろって、男子チームの協調性のなさに衝撃を受ける。


「というか、どんだけ恥ずかしがり屋なの……？」


「そういえば、修学旅行とかで、お風呂に水着着てくる娘ことかいたなぁ」


「コートの下に何も着ない奴とかな」


「それは痴ち漢かんです！」


　乃々の思い出に、乗っかろうとした悠真へ椛が絶ぜつ妙みようなタイミングで突つっ込んだ。


「あと、スパッツの下に何も着ない奴とかな」


「自然な流れでｄｉｓられた気がしたもん!!」


『危ない……坊ちゃんのテンポの良さに、思わず「それは痴ち女じよです！」とツッコミそうになりました……』


　変な方向に盛り上がる悠真達に背を向ける椛が、ドキバクする心臓に震ふるえる手を当てて荒あらい呼吸を吐はいていた。


「ｄｉｓってはいない。むしろ全身全ぜん霊れいで褒ほめ称たたえたい感じだぞ、俺は！」


「それはそれで何か嫌いやだもん!!　ていうか、力説すんななの!!」


「裸はだかスパッツ万ばん歳ざい!!」


「裸スパッツ言うななの!!　ていうか、別に裸じゃないもん！　服も着るし、スカートも穿はくもん!!　黒タイツと一緒にすんななの!!」


「私はちゃんと下着も穿いてる!!」


　変なところから飛び火してきた話題に、ガオゥッ!!と紫苑が吠ほえる。


「あの、それより、千早くんの髪、編んであげた方がいいんじゃないのかしら？」


　下ろした髪に落ちつかない感じの千早を見て、どちらかというと兄と他ほかの女子がじゃれ合う様にイラッと来た乃々が美羽に促うながした。


「ああ、そういえば、そうだったもん。ほら、千早、こっち座るの」


「あ、うん。ありがとう。ごめんね」


「いいもん。これぐらい」


　女の子の嗜たしなみ、ヘアブラシを片手に千早の髪を梳すいてやる美羽が、正面切って礼を言われ、少しそっぽを向いて照れている。


　そんな休み時間の女子友達同士っぽい光景を見て、悠真は叫んだ。


「千早が寝ね取とられる!!」


「悠真、どやかましいの!!」


　怒ど鳴なりざまジャンプした美羽が、悠真の頭にグサリとヘアブラシを突き立てる。


「痛い！　主に頭頂部が!!」


「主に痛い部分以外の部分は特に痛くないのではないか」


　生き真面まじ目めな紫苑が生真面目な顔で生真面目なことを言った。


　悠真の馬ば鹿かさ加減に嘆たん息そくしつつ、気を取り直した美羽は再び千早の髪を梳いて、編み始める。


「千早、髪ふわふわで綺き麗れいなの」


「千早が口説かれて寝取られる!!」


「悠真、あっちいってろだもん!!……千早、痛くないなの？」


「痛くないよ。人に髪やって貰もらうのって気持ちいい」


「千早が気持ちよくされて寝取られる!!」


「椛、千早の髪が終わるまで、悠真を向こうで預かってるもん!!」


「は、はいっ」


「俺はお母さんの美容院についてきた幼児かっ」


「当たらずとも遠からずだな……」


　すすっていた紅茶カップをソーサーに戻して、紫苑が妙みような感心をしていた。








[image: ]











　みんなが寝ね静しずまった夜。


　悠ゆう真まはむくりと起きあがり、昼間のうちに職員室で見つけておいた懐かい中ちゆう電灯を手に華道部室を抜ぬけ出し、１階の茶さ道どう部室横の廊ろう下かを通って、特別教室棟とうから出て行く。


　一晩泊とまってみて、結局、茶道部室の方が広い、ということもあって、女子が１階茶道部室を使い、男子は２階華道部室を使用することにしていた。


　その足音と懐中電灯の微かすかな灯あかりに、茶道部室で起きあがる影かげがある。


　静まりかえり、闇やみに閉とざされた渡わたり廊下を悠真は歩いていった。


　途と中ちゆう、非常灯以外は落としてある電源を入れに悠真が職員室へ入ろうとした瞬しゆん間かん。


　ポンと彼の肩かたに何者かの手が置かれる。


「ぅわああああああああああああああああっ!?」


「ななななななな、なんだなんだ!?」


　思わず跳はね上がる悠真の声に、逆に驚おどろかされた何者かがマッハの勢いで前後左右を見回しまくった。


　その人物の顔を懐中電灯で照らし、悠真が胸をなで下ろす。


「……って、紫し苑おん先せん輩ぱいか……びっくりした。急に肩を叩たたくなよ。腰こしを抜かすだろ」


「そうか……すまない、ゆっくり叩いたつもりだったのだが」


「いや、そういう問題じゃないだろ……。まあ、ゆっくり声をかけられるよりはいいが」


「ゆっくり声をかけるなど、物理的に不可能だろう？」


「出来るよ？　しぃぃぃぃぃぃぃおぉぉぉぉぉんんんせぇぇぇぇぇぇぇんぱぁぁぁぁぁいぃぃぃ……っ！」


「怖!!」


　声に低音ビブラートをきかせながらゆっくり声をかけることにより、より驚かされる事態に陥おちいるのを紫苑は知った。


「というか、こんな夜中に１人でどこへお出かけだ？」


「深夜と俺のコラボレーションだよ」


「意味が分からん!!」


「ちょっと緊きん張ちようして眠ねむれなくてさ」


「何の緊張だ？」


「深夜と俺のコラボレーションを前にしてのだよ」


「全く意味が分からん!!……というか、当ててやろう、私がな。視し聴ちよう覚かく室へ行く気なのだろう？」


「確かに……深夜と俺のコラボと聞けば、容易に視聴覚室であろうとは想像がつくだろうが……」


「全く想像がつかん!!」


「想像がつかんのに、視聴覚室を想像したのか……想像のつかん発想だな。ええい、ややこしい!!」


　悠真が自分に対して憤いきどおり始めた。


「隠かくさなくてもいい。私に気を遣つかっているのだろう？　私も同行するさ、視聴覚室にな」


「けど……」


「悠真に話しておきたいこともあったからな……。丁度良い」


「……？」


　頭の上に疑ぎ問もん符ふを浮うかべながら、悠真が職員室の電源ボックスにある本校舎の電源を入れる。


　と、廊下にパパパパパッと次々に灯りが灯ともっていき、紫苑の姿が照らし出された。


「行きながら話す……か」


「あ、はい」


　並んで歩き出す紫苑と悠真だが、紫苑はどう切り出すか迷っているのか、なかなか口を開かない。


　焦じれた、というよりは間が持たなくなってきた悠真が、代わりに話を始めた。


「しかし、それにしても、夜の学校はちょっと不気味ですね」


「そう、かな？　どのみち、外界の光が漏もれてくるような環かん境きようではないからな。昼も夜も分からん」


「言われてみれば確かに……。や、でも、ほら、夜中だと思うと夜の学校には付きものの怪かい談だんていうか幽ゆう霊れいとかさ」


「幽霊さんが!?」


　超ちようスピードですざっと後ずさった紫苑が廊下の壁かべを背に青い顔で叫さけんだ。


「……そんな意外すぎることはまさかないと思うんだけど、紫苑先輩って幽霊とか苦手な人？」


「ななななな、何を馬鹿な。は、ははは、ゆゆゆゆゆ、幽霊さんなんている訳がないじゃないか、ひひひ、非科学的な……！」


「メッチャ声震えてるな！　ていうか、何で、幽霊にさん付けなんだ……？」


「ばっ、馬鹿っ!!　迂う闊かつに呼び捨てなんかして機き嫌げんを損そこねて呪のろってきたらどうするつもりだ!?　取り憑つかれるんだぞ!?」


「滅め茶ちや苦く茶ちや存在を信じてんじゃねえか……」


「そ、そんなことはないぞ！　幽霊さんなんて存在しない！　だから、こ、怖こわくなどある訳がないのだ！」


「あ、紫苑先輩の肩に霊の手が」


「きゃあああああああっ、いやああああああああああああああああああっ!!」


「何その可愛かわいい声!?　普ふ段だんのクールな声と全然違ちがうし!?　ていうか、どっから声出してるの!?」


　超可愛い女の子的な悲鳴と共に悠真に抱だきついてきたというよりは、相撲すもうの取り組みのような破は壊かい力抜ばつ群ぐんのタックルに近かったが、兎とに角かく、紫苑の胸のエアバッグ的なものが矢や鱈たらと柔やわらかくて、悠真は痛みよりも喜びを感じた。


「やだぁぁぁ、いやだよぅ……いやぁぁぁ……ごめんなさいごめんなさいごめんなさい！　怖くない怖くない……全部悠真が悪いんです。悠真が呼び捨てにしました、私はちゃんと幽霊さんを崇あがめ奉たてまつっています!!」


「崇め奉ったりするから、出てきちゃったんじゃないのか……？」


「厄やつ介かいだな!!」


「うん……ある意味、紫苑先輩の思考回路の方が厄介だけどな……」


　勿もち論ろん、幽霊の手などは悠真の噓うそであり、分かりそうなものであるが、何しろ紫苑は生き真面まじ目めな少女である上に、怯おびえる気持ちが強力に後押ししていた。


　ともあれ、紫苑は悠真にぎゅーっと抱きついたまま、後方を見ないで震ふるえる手で指さして泣きそうに言う。


「とっ、兎に角だ！　私は、幽霊さんの敵じゃない！　味方だ！　その辺を悠真から言って聞かせてくれ!!」


「何故なぜ俺が……？」


「目を見て話さないと失礼に当たるが、私には怖くてそんなことは出来ん!!」


「今、怖いって言ったな……」


「言ってない！」


「いや、言っただろ……」


「言ってないと言っているだろうが！　お前は何を言っているんだ!?　いい加減にしないと、幽霊さんに呪って取り憑いて貰うぞ!?」


「言うこと聞いて貰える程度には仲良いんじゃん……」


　色々話している間に、若じやつ干かん恐きよう怖ふが麻ま痺ひしてきたのか、紫苑が恐おそる恐る後ろをチラ見しだす。


「で、ど、どうなのだ？　まだ、幽霊さんはいらっしゃるのか……？」


「いや、最初からいないよ」


「……なに？」


「最初から冗じよう談だんだよ、幽霊の手とか」


「～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～……っ!!」


　悠真の身体からだを引っ搔かくようにしながら声にならない声を出して、へなへなとその場に崩くずれ落ち、女の子座りをする紫苑。


　そして、ほとんど泣く寸前の顔でキッ！と悠真を睨にらんで見上げて言った。


「まあ、そんなことだろうとは思っていたがなっ!!」


「ホントかよ……」


「大体幽霊さん話などする悠真こそ、幽霊さんを信じているお子様だな！」


　ちなみに紫苑のほとんどの台詞せりふが怒ど鳴なっているのは怖いからである。


「あ、紫苑先輩の足首を幽霊の手がつかんでる」


「ひぃゃああああああああああああああっ!!」


「やっぱり滅茶苦茶可愛い声だな……ていうか、冗談だって」


　這はうようにして悠真の足にしがみついてきた紫苑が、その台詞を聞き、悠真の膝ひざに拳こぶしを叩き込んできた。


「痛たたたたたっ！　割れるっ！　半月板が割れる!!」


「乙女おとめ心ごころを弄もてあそんだ罰ばつだ!!　十字靱じん帯たいと共に葬ほうむり去ってやる!!」


「怖い!!」


　悠真にとっては幽霊よりも今の紫苑の方が怖かった。


「すいませんすいませんっ、マジごめんなさいっ!!」


「……反省しているのだな？」


「霊れい界かいの底より深く反省していま痛たたたたたっ!!」


「全然反省してないではないか全然反省してないではないかっ!!　お前の半月板を霊界送りにしてやるっ!!」


「ごめんなさいっ、マジ勘かん弁べんして下さいっ!!」


　本気で謝ったので、どうにか許された。


　悠真の半月板はかなりやられており、霊界とかなり交信しかけていたと言えよう。


　腰が抜けかけている紫苑の柔らかで優やさしい温ぬくもりを持つ手を握にぎって引っ張り起こしてやり、ふらつく紫苑に再び抱きつかれかけたが、すぐに照れと怒いかりの残ざん滓しをまとわせる彼女にクイッと軽く突つき放された。


「いつまでもこんな所にいても仕方あるまい。もう行くぞ！」


「ああ。ていうか、紫苑先輩、意外と可愛いんだな……」


「噓を吐つくな、馬ば鹿か者が。そんなこと一度たりとて言われたこともない」


　拗すね気味にぷいっとそっぽを向く紫苑はむしろ可愛い。


「まあでも、あれだよな……。霊の存在はともかく、怪かい談だん話っぽくはあるよな……。夜な夜な学校の中に閉じ込められた男女が、校内をさ迷う、とかさ」


「私達だ、それわ!!」


「うーん……まさか、自分が生きる伝説になろうとはな」


「そんな伝説にはなりたくなかった……」


　暗あん澹たんたる気持ちで歩く紫苑が、悠真と共に階段を上っていく。


　そして、最上階……視聴覚室のある階まで来た所で、悠真の進路を塞ふさぐように前に立った。


「……？」


「部屋に入る前に、お前に言っておかなければならないことがある」


　そう宣言する紫苑の表情は厳しく、辛つらそうに見える。


「……愛の告白？」


「違ちが───────うっ!!」


　ガオゥッと吠ほえてから、紫苑は溜ため息混じりに言った。


「どちらかといえば……罪の、告白、だろうかな」


「罪……？」


「うむ……。実は、な。お前の過去を、乃の々のから聞いた」


「……」


「すまない。私が無理を言って聞き出した。乃々を責めることはしないでくれ。全すべての責は私にある。ビンタの一発も受けるつもりでいるからな」


「……。何をどこまで聞いたんだ？」


「絵を見た。……綺き麗れいな絵だった。廃はい墟きよの中の少女の絵だ。私には芸術は分からん。だが、それでも、何故か心の奥の懐なつかしさを呼び起こされるような不思議な気持ちになれた」


「あれ……か」


　悠真はそれがどの絵かすぐに分かった。


　自分の中でも特に気に入っていた１枚だ。何故なら、あの絵のモデルの少女は……。


「絵え描かきを目指そうとした矢先に、事故にあったことを聞いた。乃々を庇かばって、腕うでを駄だ目めにした、とな」


　悠真の思し索さくは、しかし、すぐに話を続けた紫苑によって遮さえぎられる。


「リハビリをしても元には戻もどらなかったそうだな……」


「……。……まあ、いいんだよ、どのみち、道楽……趣しゆ味みみたいなもんだったしさ、絵は」


「心を病やむほどに絵を描くことを渇かつ望ぼうしても、か？」


「……乃々の奴やつ、そんなことまで……ったく」


　紫苑は、目の前の悠真が怒おこっているのでもなく辛そうなのでもなく、ただ抜ぬけ殻がらのような虚むなしさ……虚きよ無む感かんだけを発しているような印象を受け、彼の精神が周囲や彼自身が思っているよりずっと危あやういバランスの上に立っているのではないかということに思いを致いたして、同情の念と危機感を同時に湧わき上がらせた。


　が、今はそれより先に明らかにすべきことがある。


　紫苑は台詞を続ける。


「名無しの言ったことを覚えているか？」


「『ゆっくりしていってね』？」


「違うっっっ!!……これは乃々達にも言ったことだが、奴は言っていた。我々がここから出る為ために要求されているのは、『謎なぞを解く過程で恋こいを成じよう就じゆさせること』だと。ならば、その謎というのは閉じ込められた我々にまつわる何か、ではないかと私は思うのだ」


　その言葉で何か閃ひらめくものがあったのか、悠真の視線が鋭するどくなった。


「……ちょっと待って下さいよ、先せん輩ぱい？　俺の絵を見たって言ってたよな？　俺の絵はここにはないはず……」


「あったんだ。……美術室に、お前の絵があったそうだ。美み羽うが見つけてきた」


「……。視し聴ちよう覚かく室には、紫苑先輩の過去がある、ってことか？」


「そうだ。私の過去も明らかにする。だから、悠真の過去も教えてくれ、というのは都合の良い言い分だとは分かってはいたが……」


「ここから脱だつ出しゆつする為には仕方ない……か」


「そう、思う」


「……」


「恋する為に過去の全てを知らなければならないかどうかは私には分からん。だが……」


　『だが……？　私は、だが、何だと言おうとしたのだ？』と、紫苑は自分の発しようとしていた言葉の続きが自分でも分からず自問自答する。


　この時、既すでに。


　紫苑の中では萌ほう芽ががあったのかもしれない。


　同情と……自己投とう影えいから始まる……ある思いの芽生えが。


　しかし、すぐにその自分でも分からない得体の知れない感情を振ふり切った紫苑が、顔を上げる。


「行こうか」


　視聴覚室へと紫苑は身を翻ひるがえす。


「視聴覚室で見たものがなんであるのか、話そう。そして……」


　悠真が慌あわててその後を追う。


「フライングで悠真の過去を聞いてしまった分の償つぐないは、その後でさせて貰もらう」


　振り返る紫苑の瞳ひとみは……。


　どこまでもどこまでも……。


　悲しみに満ちあふれていた。





　　　　＊





　視聴覚室の中は、前回入った時と同様、壁かべ中が紫苑の写真で埋うめ尽つくされていた。


　そして、前回同様、プロジェクターが突然、動画を映し出す。


『少なくとも……俺達が出て行った後、またコンセントを挿さした奴がいるって訳だ』


　紫苑は動画の中で語り出す少女を見て、顔を青ざめさせた。


「なあ、嫌いやだったら無理に話さなくてもいいんだが？」


「いや……悠真の話だけ聞いて、自分は黙だんまりというのはいかにも不公平だ。きちんと話す」


「先輩は馬鹿正直というか……あんまり器用な生き方とは言えないっすね」


「そうかな……。自分では分からん」


　紫苑のそれが強がった微笑ほほえみであるのは誰だれの目にも明らかだろう。


「この映像の少女は……姉、だ」


「俺のお姉ちゃん!?」


「お前のじゃないっ!!　今の話の流れで、私がお前のお姉ちゃんを紹しよう介かいするとか何かおかしいだろう!?」


「ああ……何かおかしいと思った……」


「思っただけか!?……私の、だ。私の姉だ」


「姉……先輩、お姉さんがいるのか……」


「ああ……」


　アホな会話をしたせいか、先刻来からの姉の映像を見てからの態度から鑑かんがみるに紫苑の姉に対する何らかの複雑な思いのせいか、紫苑は酷ひどく疲つかれた様子で首しゆ肯こうする。


「私には姉がいた……」


　『いた』？と悠真が紫苑の微び妙みような言い回しに訝いぶかったが、紫苑がそのまま話を続けて、彼の意識はすぐにそちらに取って代わられた。


「１つ年上で、優ゆう秀しゆうな姉だった。強く、賢かしこく、優しく、美しく、何をしても誉ほめられる人で、私の自じ慢まん……誇ほこり、と言っても過言ではない程ほどだった」


　鬱うつ屈くつとした瞳で淡たん々たんと語る映像の中の紫苑の姉の斜ななめ前で、机に軽く腰こし掛かけるようにしてうつむき加減に語る。


「私の目標はいつでも姉だった。優しくも頼たのもしいその背中を追い続けながら生きていくものだと思っていた。私にとってそれはとても楽しくて、とても心地ここち好よくて、とても充じゆう実じつした日々だった……」


　紫苑の台詞せりふから少しずつ感情が抜け落ちていくように、悠真には思えた。


「目標はとても高く、固く、厚い。私はそう感じていた。私の周囲の者も、姉の周囲の者も、皆みな、そう信じて疑う者はいなかっただろう。姉もよく笑って言っていた。『うかうかして紫苑に追いつかれないように私も頑がん張ばらないとね』と。私が姉を目指して頑張ることはお互たがいにとっていい刺し激げきになる……そう誰もが思っていたのだ。……姉、以外は」


　ただ、どこからか言葉に徐じよ々じよに苦く渋じゆうの色が滲にじみ始める。


「いつ頃ごろからだろうかな……私は……高いと思っていた壁を越こえる力を持ってしまっていた。固いと思っていた壁の内側は驚おどろくほど脆もろかった。脆くも崩くずれた後、厚いと感じていた壁は悲しいほど薄うすっぺらだった。儚はかない本質を秘ひめた人間だったのだ、姉は。誰もが誤解していた。……姉は、そんなに強い人ではなかった。一いつ生しよう懸けん命めい作ってきた姉としての巨きよ像ぞうは、メッキが剝はがれ、虚きよ像ぞうの体ていを現しかけていた。そして、誰よりもそれを知っていたのは、姉自身だった……。そして……悲劇が始まったのだ」


　紫苑が悲しげに自分の後ろを見た。


　そこでは、紫苑の姉は邪じや悪あくで空くう虚きよなどす黒い瞳を爛らん々らんと輝かがやかせていた。





《ええ、紫苑を永久に私に追いつけないようにしてあげないと。彼女にとって私は越えられない壁。絶対に、絶対に、絶対に、絶対に絶対に絶対に絶対に絶対に絶対に絶対に絶対に絶対に絶対に絶対に絶対に絶対に絶対に絶対に絶対に絶対に絶対に絶対に絶対に絶対に絶対に絶対に絶対に絶対に絶対に絶対に絶対に絶対に絶対に絶対に絶対に絶対に絶対に！　私を目標にすることがあの子の幸せなんです。でも、神様は酷いんです。私より沢たく山さんの大きな才能をあの子に与あたえてしまった。じゃあ、もう、ああするしかないじゃないですか。……そう、あの子の才能の全てを潰つぶしてしまうしか!!》





　その何かに取り憑つかれたような姉の言葉を少しでも遮ろうと、紫苑は苦く悶もんの表情を浮うかべて俯うつむきながら耳を塞ふさぐ。


「姉は……私が追い詰つめたのだ。あんなになってしまうまで……！」





　なおも、映像の中の紫苑の姉は語り続ける。


《一生、車くるま椅い子すの生活にしてしまうか……いいえ、いっそ、一生ベッドの上の暮らしか……そう。もう、あの子を飛べなくしてしまえばいい。もう、羽ばたけなくしてしまえばいい。そうするしか、あの子が私を眩まぶしく見上げる方法はないんです。きっとあの子も感謝するはず。だって、そうでしょう？　あの子にとって、一番の幸福は、自慢の姉を持っていることなんですもの!!》


　その満面の笑えみには、狂きよう気きだけが宿っていた。





「……姉は、肩かた慣ならしに近所の犬いぬ猫ねこを砕くだいてきた血まみれのバットを手に、私の前にやってきた。私の脊せき髄ずいを叩たたき壊こわすつもりだったのだろう。……その時の私は、姉の思いを知らなかった。後で知らされ、いっそ、姉の思うようにさせてやればよかったのかもしれないとすら思った。だが、私は襲おそいかかってきた姉を、姉から習った合気道でねじ伏ふせ、残っていた彼女の最後のプライドをも砕いた。……この映像は、病院に収容された姉が医師に語ったもので……私も一度見たきりだが……何度も同じ話を繰くり返しながら、精神的に私に追い詰められていく過程と、妹への歪ゆがんだ愛情が語り続けられている」


　紫苑はそこで深く深く淀よどんだ溜ため息を吐ついた。


「……悠真」


「……」


「お前にこの話をしたのには、１つ訳がある。……お前は、私の姉とは経けい緯いも形も思いのベクトルすらも違ちがうが、同じ、妹に絶望の底に落とされたことのある人間だ。お前なりの答えでいい。聞かせてくれ。何が正解だった？　私は、どうすれば良かったのだ？」


　悠真は後ろ頭を搔かきながら、中空に視線を泳がせ、少しだけ思考してから口を開く。


「人生に正解なんかないよ、先輩」


　それは、悠真がどん底の中で見つけた答え……というより悟さとりだ。


「……」


「正解ばかり追い求める生き方は辛つらいと思う。だから……」


「それは逃にげではないのか？」


「じゃあ、正解じゃない道しか歩けなくなった時、人はどうしたらいいんだ？」


「そうならないように……」


「そうなってしまったら？」


「……」


「先輩が、そうなってしまったら、どうする？」


　悠真の声は問い掛かけの鋭さとは裏腹に優やさしかった。


「その時、私……は……。……私は姉さんと同じように、なるのかもしれない」


　俯いていた紫苑がゆらりと顔を上げる。


　その様子が映像の中の紫苑の姉と重なる。


「そうか……私……が！　姉さんの……姉のようになるというのか……。姉さんは姉としての正しい、正解を追い続け、その道を妹に追い落とされそうになって、妹を……逆に落とそうとしたのか！　私と姉はよく似ていると言われていた。私が姉の立場なら……同じようにするだろう……からな」


「そうはならない、と俺は思うけど」


「しかし……」


「誰かが誰かの立場になんかなれはしないよ。誰も、誰かの代わりにはなれない。誰も、誰かの人生は歩けないんだ。辛くても苦しくても、自分の人生は自分のものでしかないんだよ」


　悠真が珍めずらしく、厳しい声で続けた。


「お姉さんの思いは、お姉さんのものだ。先せん輩ぱいのものじゃない。それは思いを背負うことじゃない。奪うばうことだ。喜びや幸せを奪うように、苦しみも悲しみも、誰かから奪ってはいけないんだ。そういうものを、一方的に奪う、それは侮ぶ辱じよくだよ。相手の尊厳を傷つける行こう為いだ。望まれて分かち合うのとは違う」


「姉は私の存在など無視して、自分の為ための自分なりの思いを貫つらぬくべきだった、と言うのか。……そして、私もまた」


「善意も悪意も、誰かに依い存そんする所から始まる気持ちは、先輩の言う〝正解〟じゃない道に行き当たりやすい、とは思うかな、俺は」


「……お前の言うことは正論だ。だが、私は姉の後を追って、ずっと生きてきた。だから、考え方も自然、似るのだろう。それに、私にはそういう今の生き方を曲げる自信がない……たとえ、正しくはない、と頭で理解が出来ていても、な。何しろ自分で言うのもなんだが、不器用な人間だからな、私は……」


　或あるいは、姉と形は違えど、似たように滅ほろんでいくのが自分には相応ふさわしいのかもしれない……と、紫苑は自じ嘲ちよう気味に笑う。


　その思いを知ってか知らずか、悠真の方は気楽に笑って言った。


「んじゃ、間ま違ちがえそうになったら、俺が注意してあげますよ」


　闇やみの中に。


「悠真……が？」


　光が差したような気が、紫苑にはした。


「うん」


　紫苑の胸に今まで感じたことのない仄ほのかで優しい炎ほのおが宿る。


「私を正す……というのか……。……。来週までか？」


「何でそんな短期間で切るの!?」


「じゃあ、来月までか？」


「携けい帯たい電でん話わの契けい約やくでも２年縛しばりだという時代に……」
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「じゃあ、２年縛りなのか？」


「いや……いいじゃないですか、別にいつまでとか決めなくても……」


「じゃあ……ずっと、か？」


「まあ、とりあえず、ずっとでいいんじゃないかな」


「そうか……。そうか！　早さつ速そく、正されたな、私は！」


「え？　あ、ああ、まあ、そういえば、そんなような」


「そうか、ずっと、ずっとか、そうか……うむ、では、改めてよろしく頼む」


「ああ、はい」


「絶対だな？　ずっとと言ったら、ずっと、なのだよな？」


「ええ、約束します」


「うむ！　ふふふ、こいつめ」


　じんわり微笑ほほえむ紫苑の笑顔がそれはもう可愛かわいくて、悠真は思わず、ぽぅっと見み惚とれた。
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　翌朝。


　ゆさゆさ揺ゆすられる振しん動どうと腹部への重みで悠ゆう真まは目を覚ました。


「んぅ……？」


「む。ようやく目を覚ましたか。もう、みんな、朝食を取りに行ってしまったぞ？　このお寝ね坊ぼうさんめ」


「……」


　自分のお腹なかの上に軽く横乗りになって、悠真の胸をぐいぐい揺らしていた紫し苑おんが、んふふと微笑んでいて、悠真は夢を見ているのかと思った。


「椛はなや乃の々のは起こしても起きなかったから諦あきらめて先に行ってしまった。まったくっ……お前のような世話のかかる奴やつとずっと一いつ緒しよにいられる人間なんて、私ぐらいなものだぞ？　感謝しろ、悠真」


「……はあ……ありがとうございます」


　外見上はクールに澄すましたいつも通りの紫苑のようにも見えたが、どうも内面から醸かもし出される昨日までとは違ちがう何かに、悠真が違い和わ感かんを覚えつつ、曖あい昧まいに頭を下げる。


「そういえば、昨日の着き替がえがどうのという会話を聞かれていたようで、名無しが『下着の配給だお』とか言って朝方、肌はだ着ぎを幾いくらか置いていった。お前の分もある……が」


　紫苑が顔色一つ変えず、悠真に用意された凄すごいド派手な色合いの名無しさん＠嵐あらし属性柄がらのトランクスを広げて眺ながめて、深刻そうな声を出した。


「これを穿はくのか……。少し、趣しゆ味みを疑うぞ」


「俺が選んだ訳じゃねーよ!!」


「そういえばそうか……。とはいえ、その寝ね間ま着きにしているＴシャツの柄もさほど美感に優すぐれるとは言い難がたいような気もするが……」


「俺が選んだ、頭だけ猫ねこのキリン、猫キリンＴシャツがｄｉｓられた!!」


「……。仕方ない。これから先は私がお前の着る物は全部選んでやる。何という世話の焼ける奴だ。私でなかったらとっくに愛あい想そを尽つかされているぞ、悠真」


「……着る物全部って、下着も？」


「勿もち論ろんだ。お前という奴は信じられないことをさせるな、私に」


　ハァ……とやりきれない溜ため息を吐つく紫苑からは、しかし、嫌けん悪お感かんなどは感じられず、悠真としてもリアクションに困る。


「何をボーッとしているのだ？　さっさと着替えて、行くぞ」


「はい……えと、着替えるんで、出て行って貰もらえると……」


「何故なぜだ？」


「何故……って……」


「この先、こういうことは多々あるだろう。気にするな。慣れろ」


「慣れ……」


　確かに共同生活が長引けば、そういう場面も頻ひん出しゆつするかもしれない。そう悠真は考えたが、紫苑が言う意味が多少違うような気も同時に薄うす々うすしてはいた。ただ、深く突つっ込むのは何だか怖こわい感じがして、本能的に話題を流す。


　悠真が着替えを始めると、ああは言いつつも一応背を向ける紫苑が、脱ぬいだ端はしから悠真の服……と言ってもＴシャツ、短パン、下着、ぐらいなのだが、それを特に抵てい抗こうもなく丁てい寧ねいに拾っては綺き麗れいに畳たたんでいった。


「あの……汚よごれ物だから、あんまり触さわらない方がいいんじゃないか？」


「お前に汚きたない所などない。……。……それより、早く服を着ろ」


「うお!?」


　パンツだけは辛かろうじて新しいのを穿いていた半はん裸らの悠真に、キリッ！と正面切って言った後で、紫苑が流石さすがに頰ほおを染めて視線を逸そらす。


「ていうか、洗うにしろ何にしろ、畳む必要はないんじゃないんですか？」


「お前がちゃんとしてないと、私が恥はずかしいだろう」


「そういうもんなのか……？」


「うむ」


　やけに厳しい表情で咎とがめるように言う紫苑に、悠真は押し切られるように黙だまった。


　そして、洗せん濯たく物ものをこれまた名無しさんの用意した汚れ物入れに、大事な物を置くように入れて、紫苑は着替えを終えた悠真に手を差し出す。


「？？？」


「ほら、手を出せ」


「手？　なんで……？」


「繫つなぐからに決まっているだろう」


「手を繫いで学食までいくの!?」


「うむ。お前が途と中ちゆうでフラフラどこかへ行くようだと、何の為ために私が残ったのか、乃々達に鼎かなえの軽重を問われかねんからな」


　どこまでも生き真面まじ目めに、見ようによっては怒おこっているようにすら感じられる紫苑の態度にビクビクしながら、紫苑に手を差し出した悠真が、お姉さんに手を引かれる少年のように歩き出す。


「あの……」


「なんだ？」


「何で、握にぎってる手の親指で、俺の手の甲こうをずっと撫なで撫でしてきてるんですか……？」


「変なことを聞く奴だな。異性と手を繫ぐ時はそうするものなのだ。クラスの女子が言っているのを聞いたから知っている」


『それって、相手が彼氏とかの場合なんじゃ……？』


　悠真は内心そう思ったが、自信満々で言う紫苑に恥はじをかかせるのも悪く思い、苦笑いでアバウトにやんわり窘たしなめるに止とどめた。


「いやあの……他ほかの奴と手を繫ぐ時は、あんまりそういうことしない方がいいっすよ……？」


「お前はつくづく変なことを言う奴だな。私がお前以外の異性と手を繫いだりするはずがないだろう？」


「……、……俺とは繫ぐんすね」


「うむ。そうだな……２人きりで歩く時はいつもこうしてやってもいいな。お前は放ほうっておくとすぐフラフラどこかへ行くからな。誰だれかがこんな風に鎖くさりに繫いでおく必要があると常々思っていた。無論、そんなことをする物好きは私ぐらいだろう。良かったな、悠真。私が一緒で」


「ええ……まあ……」


　ニコリともしないまま難しい顔で厳しく言ってくる紫苑に、何だか叱しかられているような気分になりながらも言っている内容はそうでもないようで、困こん惑わくした悠真が曖昧に頷うなずく。


『ひょっとして、これは噂うわさに聞く、クーデレ……いや、素す直なおクールか……？』


　ツンデレやヤンデレほどの派手さはないが、地味に人気を博していると言われる属性、クーデレ。それとは似て非なるものと言われる素直クール。


　諸説あり、どちらにも分類されることもある、その体現者を目まの当たりにして、悠真はその抜ばつ群ぐんの絡からみづらさに冷や汗あせを垂らした。


　当人達の心情とは裏腹に、あくまで外面的には矢や鱈たらとラブラブした粒りゆう子しを撒まき散らしながら、悠真達は学食まで歩いていくのである。





　　　　＊





　遅おくれてやってきた２人組を見て例外なくギョッとなった美み羽う達の視線に、悠真だけが堪たまらなく居い心地ごこち悪そうに晒さらされながら、２人も席に着いた。


「遅れて済まなかったな。では、朝食をいただくとしようか」


　何事もなかったかのようにそう言う紫苑につられて、『いただきます』と手を合わせて一口ご飯を食べてから、やっぱり気になって仕方のない椛が口火を切る。


「あのー、紫苑先せん輩ぱいはどうして急に悠真坊ぼつちゃんに、気を許した感じになっているんでしょうか？」


「うむ。昨夜、悠真から、私とずっと一緒にいたいという申し出があり、それを受理してしまったのでな」


「え!?　それって!?」


「みなまで言うな。悠真も気を遣つかって遠回しに言ったのだ」


「「「「……」」」」


　女子達から、ふぅん……という物もの凄すごい冷たい視線が悠真に送られた。特に乃々の視線は絶対零れい度ど、極寒の切れ味である。


「違うんだ、千ち早はや、聞いてくれ!!」


「何で真っ先に千早くんに弁解をしようとするんです、兄さん!?」


「いや……ていうかな……。あの、紫苑先輩、昨夜のは、そういう意味とはちょっと違うっていうか……」


「ああ、いや、すまない。みんなの前で言うのはまだ少し早かったか。そうだな。私としても完全に受け入れているとは言い難い心情でもあるし、ここは関係性を現状維い持じとしよう」


『現状、既すでにかなり受け入れまくられているように思うんだけど、その現状を維持するのね……』


『というか、この上更さらに受け入れる深みがあるんですね……』


『最終的にどんなんなるんだ、それ……？』


『あと、兄さん、後でちょっと２人きりで大事な話がありますから』


『ひぃ!!』


　乃々と椛と悠真が、付き合いの長さ故ゆえのアイコンタクトで、額に汗を浮うかせてコミュニケーション会話を行う。





　　　　＊





　生徒指導室。


　机と椅い子すがあるだけの学内屈くつ指しの小さな小部屋である。小が被かぶっている。


　この小部屋はただただ狭せまくて窓もなく、わざと視線より上に棚たなが設しつらえられていて、心理学的な考察に基もとづき、激げき烈れつな圧あつ迫ぱく感かんを生徒に与あたえるような作りになっているのみならず、机と椅子の高さが合っていなくて、これがまた生徒にストレスを与える一因となっていた。


　そんな部屋に乃々と悠真、そして、悠真のたっての希望で椛も引き摺ずり込まれている。


「さて、兄さん。では、お話を始めましょうか？」


「問い詰つめの間ま違ちがいじゃ……？」


「あら、問い詰めの方が良かったですか。じゃあ、問い詰めにしましょう」


『坊ちゃん、余計なことを……』


　やや高い教師用の椅子から、冷ややかに正面の兄を見下ろす乃々の台詞せりふを聞き、乃々の後ろに立つ椛があちゃーという顔をした。
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「乃々は常々思っていたんですけど、兄さんは女性にだらしなさ過ぎです。それは確かに女性への優やさしさは兄さんの美徳の１つではあります。ありますが、誰だれ彼かれ構わず、というのは相手にとってもかえってよくないことも多いんじゃないんですか？　今回のことだってそうです。兄さんは恐おそらく親切のつもりで紫苑先輩に何か言ったんでしょうけれど、ああいうタイプは生真面目で真に受けやすいんですから、特に兄さんのような人は言動に注意して貰わないと困ります。何ですか、ずっと一いつ緒しよにいたいと申し出られて受理をしたって。そんなぽんぽん受理するお役所仕事みたいな人に兄さんを任せるなんてとんでもない！　兄さんの適当な一言を受理しまくってお互たがいに良くないことになるに決まっています。私は、妹としても、兄さんを一番大切に考えている女性としても、そういう不適切な人間関係は断固として却きやつ下かしますからね？　大体、女の子にプロポーズ紛まがいの誤解を受けるようなことを言う兄さんも兄さんです。具体的にどんなことを言ったんですか？　ああ、いいです、やっぱり言わなくても、大体想像がつきます。おおかた、凹へこんでいる紫苑先輩にずっと一緒にいてあげるから、心配しなくてもいいよとか、そんなところでしょう？　兄さん、いいですか。精神的に辛つらい気持ちの時の女性は、特に藁わらにも縋すがりたくなってしまうものなんですから、ましてや兄さんの真しん剣けんな優しさは、普ふ段だん兄さんはちゃらんぽらんなんですから、より一層、ああ、自分のことを真剣に考えてくれているんだな、とか誤解されて受け取られ易やすいんですよ。ちょっと、聞いてますか、兄さん!?　そもそも、兄さんは子供の頃ころ、乃々をお嫁よめさんにしてやるよと言っていたんですから、そこのところの責任の所在をまず確かく認にんする必要がありますよね？　まさか、身内から結けつ婚こん詐さ欺ぎ罪を罪状とする犯罪者を出すなんてそんな訳にはいきませんし、私は兄さんの為を思って、あの約束を反ほ故ごにしないように努めてきたつもりです。大体、兄妹きようだいだからとか、変に世間の良識ぶったタブーにそこだけ感化されるなんて、兄さんらしくありません。それに、兄妹で結婚を禁じるなんてむしろ人類の歴史上では世界のどこを見ても少数派なんです。それで世界が回ってきたのに、どうして、今いま更さら、倫りん理りだの科学だのの理り屈くつを付けて、人類の持つ愛情の根源を否定しようとするんですか。いえ、もうこの際、世間がどうあれ構いません。兄さんまでそういう風潮に乗っかろうとするところが、乃々にはどうしても理解が出来ないんです。愛はどういう形であれ、尊いものでしょう？　そうじゃありませんか、兄さん？　それを、世せ間けん体ていと根こん拠きよのない歪ゆがんだ一方的な価値観で否定するなんて、了りよう見けんが狭い。狭すぎます。互いが誰より幸福で、そこに純じゆん粋すいな愛があれば、何ら後ろ暗いことなんてないじゃありませんか。兄さんは、どんな女の子といる時より、乃々が幸せにしてあげますし、乃々は兄さんといる時が何より幸せなんです。それ以上、何が必要なんです？　いいですか、兄さん。乃々は兄さんのもの。兄さんは乃々のもの。乃々は兄さんの全すべてを受け入れられるんですよ？　そんな女の子を放っておいて、他の女の子とイチャイチャイチャイチャ……私、とっても悲しいです。私の悲しみが分かりますか、兄さん？　兄さん、ちゃんと聞いていて下さいね？　つまり、私が言いたいのは、兄さんさえ求めて下されば、乃々は今すぐにでも兄さんの為にどんなことでもするということです。そして、私の求めに応じて、兄さんにも乃々の為にどんなことでもして欲しいということです。言い換かえれば、兄さんは乃々をお嫁さんにしたいはずなんです。乃々は兄さんのお嫁さんになりたいです。ですから、兄さん、乃々だけを見て、乃々の為ために生きて下さい。どんな時も乃々を第一に考えていて下さるのなら、乃々は多少の浮うわ気きには目を瞑つぶるつもりです。乃々の豊満なバディをもってしても、若じやつ干かん、紫苑先輩には胸は劣おとるでしょう。だから、そういう極ごく々ごく一部の部分を求めての浮気は、私は許します。でも、気持ちは常に乃々になければ困ります。紫苑先輩のおっぱいを揉もむ時も、頭の中では乃々のおっぱいだと変へん換かんして下さい。そうすれば、乃々は兄さんがちょっとだけ浮気するぐらいは、正妻の器量として受け入れますよ。ですから、兄さん。愛人にするにせよ、ポイ捨てするにせよ、ちゃんと紫苑先輩にはその辺を言いくるめておいて下さいね？　それから、千早くん。良い子だとは思いますけれど、ちょっと兄さんと仲良くしすぎじゃないですか。勿もち論ろん、愛の形を殊こと更さら否定はしませんけれど、ああ、勿論、乃々にないものがあることはよく分かっていますから、そういうことであれば、やはり脳内で乃々との行こう為いに変換して下さるのでしたら、乃々は甘受しますよ、兄さん。本当であれば、乃々は乃々の力で、何とか兄さんの求めるものに応こたえていきたいところなんですけれど、その辺はこう、兄さんと私の関係のスパイスになるのなら、まあ、いいのかな、とも思います。兄さんもそうなのでしょう？　基本的にあるべきは、兄さん─乃々のシンプルな一いち軸じくですものね。ただ、兄さんは最近、私に冷たいんじゃないですか？　いえ、勿論、兄さんの私への愛を疑っている訳じゃないんです。ないんですけれど、どうも他ほかの女の子にかまける時間に比べて、乃々と過ごす時間が少ないように思えるんです。ああ、無論、兄さんの時間は全て私の為に使って欲しいという主観的な気持ちがあるので、そこはさっ引いて考える必要はあるのでしょう。でも、それにしても、兄さんは私と向き合う時間をもう少し割さいてくれても罰ばちは当たらないと思いますよ。そうしてくれさえすれば、乃々はこんな風に兄さんを問い詰めたりすることもなく、兄さんの愛情に１００％……いえ、１００万％の信しん頼らいを置いて、安あん穏のんとすることも出来るんです。たとえば、兄さん、他の女の子といる時も時々、その娘このことをその娘の名前ではなく『乃々』と呼んでみるのはどうでしょう？　そうしたら、ああ、兄さんの脳内は乃々でいっぱいなのだなと、私のみならず、周囲の女の子に遍あまねく知らしめることが出来ますよね？　そうです、それがいいです。是ぜ非ひ、そうして下さい、兄さん。約束ですよ？　もし、約束を破ったら、何か罰ばつが必要ですよね。でも、兄さんを罰するなんて酷ひどいこと、乃々には出来そうもありません。乃々に出来ることといったら、ちょっと兄さんに意地悪をするぐらいです。そうですね、意地悪ぐらいなら平気ですよね。約束を破ったら、兄さんの語ご尾びは『乃々』です。『お腹なかがすいた乃々』とか言って下さい。これなら女の子に声をかける時でも、『キミ可愛かわいいね乃々』とかになって、みんな、兄さんが乃々のことを誉ほめているんだ→兄さんは乃々のことが大好きなんだ→兄さんは乃々と結婚する気なんだという流れで、兄さんの周囲でも、私と兄さんが仲なか睦むつまじくすることを誰だれも変な目で見ないと思うんです。むしろ、罰とか意地悪じゃなくて、今からそうすべきだと思いませんか、兄さん？　兄さんがそうしてくれるのでしたら、むしろ私の方から、兄さんに何かご褒ほう美びをあげますよ。あ、兄さん、裸はだかスパッツがお気に入りのようでしたので、兄さんと２人きりの時は裸スパッツでも、裸エプロンでも、裸ランドセルでも、裸スパッツ（スパッツ抜ぬき）でも、リクエストにお応えします。ああ、あと、宿所の部屋割りですけど、やっぱりどう考えても、兄さんと私の２人部屋の方がいいですよね、そうしましょう。兄さん、兄さんは乃々の言うこと、分かってくれますよね？」


「ハイ、全テ乃々ノ言ウトオリデス」


「坊ぼつちゃん、洗脳されてる───────────!?」


　小一時間にわたる乃々の問い詰めにより、悠真が死んだ目になっていて、椛が激烈ショックを受けた。


「じゃあ、問い詰めも終わったことだし……」


「戻もどりますか、乃々お嬢じよう様さま」


「大事な話を始めましょうか、兄さん」


「いやああああああああああああああああああああああああああああああああ!?」


　容よう赦しやない乃々の攻こう撃げき的な姿勢に、悠真が悲鳴を上げた。


「あの……乃々お嬢様……これ以上は坊ちゃんが壊こわれてしまうかと」


「そう？……椛は兄さんに甘いんだから。じゃあ、今日のところはこれぐらいにしましょうか」


「はい、乃々お嬢様」


　必死に頰ほおを引くつかせた追つい従しよう笑いをする椛の努力の甲か斐いあって、乃々は生徒指導室を後にした。


　それについていこうとする椛のスカートを、机の上に身を乗り出した悠真が、グイッとつかんで引き留める。


「椛、お前は居残って、俺と反省会だ……！」


「椛は反省することなんてありません、悠真坊ちゃん～～～～～っ!!」


　ひぃーんと情けない泣き声を上げる椛が、悠真と位置チェンジして、部屋の奥の椅子に座らされた。


　そして、悠真に文字通り凄すごい上から目線で尋たずねられる。


「椛、お前は誰の下僕だ？」


「……悠真坊ちゃんのです」


「そう、俺のお付きのメイドだ。にもかかわらず、さっきのお前のポジショニングは何だ？　お前、乃々の味方か？」


「とんでもない！　ですから、お助けして差し上げたじゃないですか、坊ちゃん～～～！」


「助けるのが遅おそいんだよ！　俺のピンチには瞬しゆん時じに助けろよ!!」


「だってだって……乃々お嬢様お怖こわいんですもん……」


「馬ば鹿か、そんなもん、俺だって怖いわ。別の意味で」


「……」


「……」


　２人して、処置なしであることに、軽く凹んで俯うつむきがちに無言になる。


「兎とに角かくだ!!　いいか、椛！　今度ああいう事態に陥おちいった際は、お前の身を犠ぎ牲せいにしても、率そつ先せんして俺を助けるんだぞ!?」


「……分かりました!!　不ふ肖しよう、この岩いわ井い椛、坊ちゃんの為に死ぬ気で頑がん張ばります!!」


「よく言った、椛！　それでこそ俺の下僕だ。……でも、お前、言っておくけどな。本当に俺の為に死んだりするのは……ナシだからな」


　急に声のトーンを落として、しんみりと言う悠真に、椛はきゅんと胸を締しめ付けられる思いがした。


「坊ちゃん……」


「お前は俺の下僕で、所有物なんだから、勝手にいなくなったりするのは俺に対する損失だからな」


「はいっ、坊ちゃん」


　殊更そう言う悠真の台詞せりふの中に、自分への思いがこもっているように思えて、椛はじんわり微笑ほほえんで頷うなずく。


「あと、お前、前にも言ったが、俺の下僕の腰こし巾ぎん着ちやくで提灯持ちなんだから、もっと俺を立てろ。具体的には他の女子が俺を好きになるように、その子の前で俺の良い部分をアピールしろ」


「はい……」


　出来れば、悠真には他の女の子とはそんなに仲良くなって欲しくない椛としては、複雑な気持ちで頷かざるを得ない。


「前にピンポイントでお前にその工作をさせた03組の理り彩さちゃんとか、『悠真くんて、椛ちゃんに好かれてるんだねー』って言ってきたぞ、お前？　下僕に好かれていることをアピールしてどうする？　そんなもんお前、『悠真くん、靴くつ下したに好かれてるんだねー』とか言われてるのと一緒だぞ？」


「坊ちゃん、ヒドい!!」


「何が酷いもんか。あのなあ、椛、下僕として主人がそんなことを言われて、恥はずかしくはないのか？」


「坊ちゃん、靴下だって、冷え防止にはとても役に立つんです……」


「靴下の話なんかしとらんっ!!……いや、してたな。してたが、そこはどうでもいい。聞き流せ。椛の着き替がえをうっかり見てしまった時の物もの凄すごい興味なさげな俺のリアクションぐらいに、全く心に何の爪つめ痕あとも残さないようなスルーをしろ」


「坊ちゃん、ヒドい!!　椛はあの時、恥ずかしくてしばらく坊ちゃんの顔を正面から見られなかったのに!!」


「斜ななめから見ればいいだろう。それでさっきの話だが……」


「そういう問題じゃないんです、坊ちゃん!!」


「黙らっしゃい。話を戻すぞ。お前は頭は悪くはないが、どうも機転が利きかなくていかん。ちゃんと俺の人気が上がるように、影かげとなり闇やみに潜ひそんで俺の為に尽つくすのだ」


「わたくし、何だかとても暗黒の感じがするポジションです……坊ちゃんを椛の笑え顔がおで照らして差し上げたいのに……」


「お前の笑顔なんか、豆電球ぐらいのワット数しかないわ」


「坊ちゃん、ヒドい!!」


「兎に角だ。お前は俺の暗黒面なんだから、裏で俺を助けろ」


「わたくし、暗黒面ですか……」


　連打で凹へこまされ、ちょっと欝うつっぽいアンニュイな表情を見せる椛に、少し言い過ぎたかと悠真が僅わずかに悪わる怯びれる。


「ま、まあ、そうは言っても、良い暗黒だ。必要悪だぞ？　悪女だ。主人を誑たぶらかす悪い女だよ。お前は悪い奴やつだな、椛。後で折せつ檻かんだ」


「謂いわれのない罪状です!!　坊ちゃん、ヒドい!!」


　流石さすがに椛が半泣きになったが先さき程ほどよりはやや元気が出たように見えた。


「大体、お前、主人に彼女の一人もいないのは、下僕としてもいたたまれんだろう？」


「坊ちゃんには、その……あの……、は、椛がいるじゃありませんか」


「椛がいたからどうだというのだ。そんなもん、お前、腹話術の人形と話しているようなもんで、端はたから見たら、『あ、忘ぼう年ねん会かいの隠かくし芸の練習かな？』ぐらいにしか思われんぞ」


「椛はレッドスネークカモンレベルですか……」


「古!!　お前、あとあれ、腹話術じゃねえだろ……。パペットマペットぐらいにしておけよ……」


「……どっちみち、腹話術ではないような」


「何だと、椛！　貴様、俺の下僕のクセに、俺の言うことに逆らう気か!?」


「そ、そんな坊ちゃん……わたくしは、いつでも、坊ちゃんに絶対服従ですっ」


「どうも、お前の絶対服従の絶対は、どこぞの携けい帯たい電でん話わ会社のアンテナ感度並に不安定だからなあ……。まあいい。兎とに角かく、今すぐでなくともいいが、俺の可愛い彼女獲かく得とくとか、人望向上とか、そういうものの為ために、しっかり働けよ？」


「はい……あ、でも」


「？」


「坊ちゃん、紫苑先せん輩ぱいと……その、何て言うか……良い雰ふん囲い気きみたいでしたし、もう、そういうのは必要ないのでは……」


　それまでで一番悲しそうな顔をする椛。


　その憂うれい顔に、悠真は罪悪感のような喪そう失しつ感かんのようなものに苛さいなまれ、そんな自分自身に──下僕にいらない同情をしたこと、下僕とはいえ身近な人間にそんな顔をさせてしまったこと、椛が悲しんだことでまるで大事な女の子が悲しんだかのような錯さつ覚かくを覚えてしまったこと、それがどういうことを意味するのかなどの思考・心情が様々に湧わいてきたことに──二重三重の意味で複雑に腹を立てた。


　が、すぐに頭を切り換かえて、あくまで表面上は平静を装って言う。


「良い雰囲気ったって、お前、別に付き合うとかいうことにした訳でもなし……」


「でもでも、紫苑先輩は何やらずっと一いつ緒しよにいたいと言われたげなことをおっしゃっていたじゃありませんか」


「いや……あれは……なんて言うかな、こう、紫苑先輩が間ま違ちがいを犯おかさないように、俺が一緒にいて正してやるとか、そういうようなことなんだけど。……ほれ、椛だって俺に一生下僕として仕えるつもりだろ？　そういう意味なんだよ、うん」


「……本人はそうは思ってらっしゃらなかったご様子でしたが」


「そうなんだよなあ……何か微び妙みような誤解が生じているように思うんだけど……」


「そこで誤解を正すのが坊ちゃんのお約束したことなのではないんですかっ！」


「え……そういうことなの……？」


「違うんですか？」


「いや、もっとこう分かりやすく間違いを正すというか……たとえばさ。学校での話題を当たり障さわりないようそつなく返しつつ、この文章は係り結びになっているんですよ、と赤いサインペンで書いたりしてさ」


「赤ペン先生です、それ!!」


「つまり、そういうことなんだよ」


「どういうことだか、さっぱり分かりません、坊ちゃん!!……はぁ。……でも……紫苑先輩は歳とし不相応に落ち着いた大人の女性でいらっしゃいますし、思し慮りよ深い方です。誤解がきっかけとはいえ、最終的にうまくいって、坊ちゃんが幸せにおなりになれるのなら……椛は、それはそれでいいような気もします」


「その割には不満そうな顔をしてるな、椛」


　不満そう、というよりは、悲しそうであり寂さびしそうに見えたが、悠真は敢あえてそうは言わなかった。


　それを悠真の方で認めてしまっては、椛の気持ちの行き場はもっと狭せばまってしまうだろう。


「……だって」


　そう言ったきり、俯いた椛は押し黙だまってしまった。


　悠真もそれ以上、この件についてこんな状態の椛と話す気にはなれず、妙みような雰囲気のまま、２人別々に部屋を出た。





　　　　＊





　恐おそらく、みんな例の如ごとく学食あたりに集まっているだろうと、廊ろう下かを歩いていく悠真が、ばったり美羽に会う。


「あ、悠真、どこ行ってたの？　紫苑先輩が凄すごい落ち着かない感じでウロウロして、悠真を捜さがしに行くと言ったきり、帰ってこないの」


「まあ、俺を捜しに行くと言った奴は大体二度とは帰って来ないものだが」


「怖!!」


「もしくは帰って来た時には俺のことを忘れているな」


「怖!!」


「……ていうか、多分、紫苑先輩はあそこ……かな」


「なんだ、心当たりがあるなら、さっさと見つけにいくもん」


「あ、おい。美羽は戻もどってていいって」


「こうも食っちゃ寝ね食っちゃ寝してたら、丸くなりそうだもん。ちょっとぐらい運動がてら歩かないとなの」


　あの視し聴ちよう覚かく室に連れて行くにはちょっと抵てい抗こうのあった悠真が、うーんと唸うなる。


「運動するんなら、こんなチマチマ歩いてないで、体育館でガツンと歩こうぜ」


「結局歩くんなら、どこでも一緒だもん!?　折せつ角かく体育館使うんなら、バレーでもバスケでもやればいいの！」


「じゃあ、廊下でバレーやるか」


「え……？」


　ちょっと待ってろと言って美羽を残した後、速そつ攻こうでバレーボールを持ってきて嬉き々きとした悠真が活いき活きしていた。


「よーし、行くぞ、美羽！　必殺、壁かべ反射サーブ!!」


「うわなの!?」


　真横の壁と天てん井じようの乱反射を使った斜め上方からすっ飛んでくるサーブに、美羽が思わずボールを避よけた。


「避けるなよ。レシーブすんだよ」


「無む茶ちや言うななの!!」


「よっしゃ、じゃあ、次な。食くらえ、必殺、ジグザグスパイク!!」


「うわなの!?」


　超ちよう思いっきり手元の床ゆかに叩たたきつけたボールが、斜め前の天井にバウンドし更さらに斜め前の床にバウンドするというのを繰くり返し、上下ジグザグに波打ったような状態で下からすっ飛んできたのを、美羽が思わず避けた。


「だから、避けるなっつーに。レシーブだよ、レシーブ。バレーボール知ってるか？」


「知ってるもん!!　悠真のはバレーボールじゃないの!!」


「これが超次元バレーボールだ」


「どやかましいもん!!　下から飛んできたボールなんかレシーブ出来るかなの!!」


「この、廊下バレーボールは昼休みなんかにやると無茶苦茶盛り上がる物凄い面おも白しろいスポーツなのだが、大体、ガラスが割れたり蛍けい光こう灯とうが割れたりして、物凄いみんなのテンションが瞬しゆん時じにダダ下がった上に、先生が飛んできて大説教大会が始まり、ガラス代or蛍光灯代を弁べん償しようさせられ、反省文まで書かされるという、テンションの乱高下の激しさと、結果だけ見ると酷ひどく荒あれた学園の出来事のような気がして教師達が思い悩なやんでしまうのが、欠点なのだ」


「欠点だらけだもん!!　ていうか、そんなのスポーツじゃないもん!!」


　廊下バレーボールで一ひと汗あせかいた２人は、思い出したかのように視聴覚室に向かう……のだが。


「階段野球もやるか？　凄い急角度のフォークボールとか普ふ通つうに飛んでくるぞ？」


「絶対にやらないもん!!」


「階段野球は昼休みなんかにやると無茶苦茶盛り上がる物凄い面白いスポーツなのだが、大体、ガラスが割れたり蛍光灯が割れたりして、物凄いみんなのテンションが瞬時にダダ下がった上に、先生が飛んできて大説教大会が始まり、ガラス代or蛍光灯代を弁償させられ、反省文まで書かされるという、テンションの乱高下の激しさと、結果だけ見ると酷く荒れた学園の出来事のような気がして教師達が思い悩んでしまうのが、欠点なのだ」


「廊下バレーボールから構造的欠けつ陥かんが何ら改善されてないの!!」


「構造改革の名の下もとに開発された階段幅はば跳とび（上から下へ）は骨折者が続出して、不ふ審しんに思った近所の病院が警察に通報し、学校に捜そう査さの手が入るという非常に不ふ名めい誉よな結果をもたらしたしな……」


「阿あ呆ほなの!?」


「じゃじゃじゃじゃじゃじゃあ、寝そべり剣けん道どうでもやるか？　俯うつぶせになって竹刀しないで殴なぐり合うというシンプルかつ、見た目が物凄い阿呆で見ている方がゲラゲラ笑える、何だか自分達がヨゴレのお笑い芸人になった気分になれるスポーツを……」


「もう、悠真のストックのアホスポーツ競技はたくさんなの!!……ていうか、さっきから、悠真、何か変なの。前から変だけど。何か、まるで一緒に行かせたくないみたいな感じだもん」


　悠真の不自然な引き留め工作に美羽が気付いた。


「そそそそそ、そんなことはないよ！　もうどこにでも美羽についてきて貰もらいたいぐらいだぞ。男子トイレとか女子トイレとか！」


「女子トイレには悠真ついてくんななの!!　千早なら、ともかく」


「千早が女子トイレで寝取られる!!」


　彼らは知る由よしもないが、今、ちょうどトイレに行っていた千早が、クシャミをした。男子トイレで、である。


　などと、そんな話をしている間に、うっかり悠真は視聴覚室の前まで来てしまっていた。


　そして、うっかり、意味ありげに視聴覚室の扉とびらの前に立ち塞ふさがるように割って入ってしまった悠真を、美羽がそれはそれは胡う散さん臭くさげに眺ながめる。


「……怪あやしいの。この部屋何なの？」


「な、何でもないって。ただの怪しい視聴覚室だよ」


「怪しい部屋なの!!」


　ドンッ！と悠真を横に突つき飛ばした美羽が、止める間もなくガラガラと視聴覚室の扉を開けてしまった。


「……！　なに、これ……なの……？」


　部屋の中を形作る異様な空間の、負の泥どろ沼ぬまに引き摺ずり込まれるように、啞あ然ぜんとしたまま美羽がフラフラと室内に足を踏ふみ入れる。


　と、例によってセンサー感知によるプロジェクターのスイッチが入り、紫苑の姉の映像が流れ出した。


「……紫苑、先せん輩ぱい？」


「いや……お姉さん、だそうだ」


　突き飛ばされたダメージが回復し、ヨタヨタと部屋に入ってきた悠真が溜ため息混じりに言う。


「お姉さん？」


　その映像に魅み入いられたように、そこから視線を外さず、悠真と話す美羽。


「あたしには、本人に見えるの」


「まあ……似てはいるけど……」


「そうじゃなくて、何て言うか……、……紫苑先輩にお姉さんなんて本当にいるの？」


「え……」


　そう、言われてみると、映像の〝紫苑の姉〟という人は、見れば見るほど紫苑そのものに見えた。


　本物の紫苑を目の前にしていた時は、纏まとう雰ふん囲い気きのあまりの違ちがいに、別人だと信じて疑わなかったが、美羽の指し摘てきを受けて改めてよくよく観察すると、確かに紫苑その人ではないかと思えてくる。


「怖こわいこと言うなよ……」


「……。……？　あれ？　今、何か変じゃなかったなの？」


「確かに高校２年生にもなってリボンでツインテールは変ではあるが……」


「そりゃ、あたしのことじゃないの!?　ほっとけだもん!!　可愛かわいくて似合ってれば別にいいんだもん!!　大体、それを突っ込むなら、悠真の妹の頭上の方に突っ込めなの!!」


「そんな激反応するほど気にしていたのか……いや、まあ、似合ってるから気にするな」


「悠真が言い出したんだもん!!」


「俺は変なことを言い出すものなんだから我が慢まんしろよ……」


「悠真が我慢しろなの!!……って、そんなことどうでもいいの！　それより……」


　美羽はリモコンで映像を止め、スロー再生にする……と。


「!!……今、何か!?」


「うん……コマ送りにしてみるの」


　一いつ瞬しゆん映った何かに、悠真も気付き、美羽はリモコンで更に操作を続けた。


「……『１─７　ハサミ　誕生日ケーキ』？？？」


　映像の合間に一瞬だけ画面中央に映った、無機質な文字列が２人に盛大な疑ぎ問もん符ふを浮うかべさせる。


「これ……サブリミナル効果ってやつか。……ていうか、どゆこと？」


「あたしに聞いても知らないの……」


　と言いつつ、美羽はちょっと考えてから、再びリモコン操作をしていった。


　少し進めて、またスローにして止めると、またも違う文字列が画面に並ぶ。


「『３─４　×　花火』……なあ、美羽、これ、何か意味があるのかな？」


「悠真ちょっと黙だまってるの」


　机に腰こし掛かけて沈ちん思しする美羽の脳は、端はたからは分からない程ほどに超ちよう高こう速そくでフル回転していた。


　画面を凝ぎよう視ししていた美羽が、ふと、部屋の壁に目を遣やる。


　座った姿勢はそのままに、視線だけは落ちつきなく壁に貼はられた写真を這はうように見ていく美羽が、不意に立ち上がり真っ直すぐ１枚の写真に早足で歩み寄っていった。


　そして、その写真を破りそうな勢いで剝はぎ取って、悠真に見せる。


「誕生日の写真……？　〝誕生日ケーキ〟？」


「なの」


　誕生日の写真の紫苑の顔はハサミで切り抜ぬかれていた。


「〝ハサミ〟、〝誕生日ケーキ〟か!!」


　はたと膝ひざを打つ悠真に、美羽が写真を裏返して見せる。


「〝は〟？　何だ、〝は〟って？」


「多分……」


　裏に『は』と１文字だけ書かれた写真を悠真に押しつけ、美羽が壁の写真を眺めて回っていき、また１枚写真をはがして悠真に見せた。


「顔にマジックで〝×〟印……んで、〝花火〟してる写真、か!!」


「裏は、〝う〟だもん」


「しかし、そうすると、１─７とか３─４てのは何だろうな……クラス番号か何かか？」


「なくはないかもだけど、多分……だけど、こういうことじゃないかと思うの」


　美羽が転がっていたペンを手にとって、並べた机の上に○を打っていく。


　そして、〝１〟行目の〝７〟文字目の位置に、〝は〟の写真を、〝３〟行目の〝４〟文字目の位置に、〝う〟の写真を、それぞれ置いた。


「他ほかの文字もあるってことか!!」


　無言で頷うなずく美羽が悠真と共に、映像に隠かくされた文字列を次々と発見していき、その文字列に従って写真を見つけて並べていく。


　美羽の発見した法則に従って、現れたその文章は……。


「……『ひみつのかぎは


　　　　りもこんの


　　　　ふたのうら』」


「秘密の鍵かぎはリモコンの蓋ふたの裏……？」


　焦じれるような手つきで、それまで握にぎっていたリモコンを引っ繰くり返し蓋を取ると、その裏にはセロテープで貼り付けられた……。


「鍵なの！……どこの鍵？」


「この部屋には鍵が挿ささりそうな物はないな……どこかの部屋の鍵、かな？」


「そういえば、学校内のほとんどの部屋は施せ錠じようされてたの！　早さつ速そく試ためして回るもん!!」


　知的発見の興奮で脳内にアドレナリンが回っているらしき美羽が、上気した様子で部屋から駆かけ出していく。


「お……ちょ……待てよ、美羽っ」


　慌あわててそれを悠真が追った。





　まさに虱しらみ潰つぶしに片かたっ端ぱしから部屋の鍵かぎ穴あなに鍵を挿して回る２人が、トライアルアンドエラーの連続に段々テンションが落ちてきて、面めん倒どう臭くささが好こう奇き心しんを上回り始めた頃ころ。


　カチャリ……と鍵が滑なめらかに回る。


「開いたの……!!」


　そして、悠真がその鍵を逆にカチャリと回し直す。


「閉じたな……！」


「いらんことすんななの!!」


　美羽にパシーンと後頭部を叩たたかれ、痛む頭をさすりつつ、もう一度美羽が鍵を開けた扉に、続いて入っていく悠真。


　だが、部屋の中に入って棒立ちになった美羽の背中にドンッと軽くぶつかって、悠真も歩みを止めざるを得なくなる。


　その部屋は視し聴ちよう覚かく室とは別のベクトルで、また異様な空間であった。


　整然と並べられた全すべての机の上には複数枚の僅わずかな答案用紙とレポート用紙。


　教室の前と後ろには、どす黒く変色した脳のホルマリン漬づけがズラリと並ぶ。


「っ……なんだ……これ……っ？」


「……」


　美羽の顔色は、嘗かつての紫苑のように真っ青だった。


　ホルマリン漬けの方は正視に耐たえなかった悠真は、机の上の用紙に目を遣る。


「数学……いや化学の試験か？　有機化学、生化学、分ぶん析せき化学、合成化学、応用化学……全部化学か……うぇ……全く分からん。それに、レポート？　『精神転送概がい論ろん　氷ひよう藤どう美羽』？　こっちは『人造スワンプマンと、自然なテセウスの船現象化人類における比ひ較かく論　　氷藤美羽』……〝ニューミステリアン進化大学付属研究所〟？？？」


　レポートの隅すみに書かれた文字列を悠真が読み上げると、美羽は両手で顔を覆おおって頽くずおれた。


「〝ニューミステリアン進化大学付属研究所〟……ＩＱ１８０以上の天才と呼ばれる者達が選ばれ、次世代の人類について研究する世界随ずい一いちの探究機関なの。……あたしは……あたしは、そこにいたの」





　　　　＊





　ニューミステリアン進化大学付属研究所。


　美羽は11歳の時、その研究所に見み出いだされ、半年間の専門教育を経て所員となった。


　彼女の研究テーマは、人間の精神・記き憶おくをそっくりそのまま、コンピュータ或あるいはまっさらな人間の脳に移植することが可能か、可能とすればそれは精神的に完全に同一人物たりうるのか、というものだ。


　所内では子供の発想ならではの、倫りん理り観よりも知的好奇心を優先させたその研究に、渋しぶい顔をする者もいないではなかったが、そもそも、この研究所は倫理的側面からはかなり非難されるべき、人体実験や環かん境きよう実験も数多く行われていて、公然と批判されることはなかった。


　美羽はそこでは、所内屈くつ指しの冷れい徹てつな研究者だった。


　副産物的な結果も数多く出していた彼女は、実績・嘱しよく望ぼう共に、高く買われた存在だった。





　孤こ独どくな研究ではあったが、彼女はそれを感じたことはなかった。


　研究の途と中ちゆうで協力を仰あおいだ１人の研究者に出会うまでは。


　エイプリル・アディスン博士は、17歳にして所員として働く優ゆう秀しゆうな研究者で、倫理観の高い女性だった。





　研究所４年目の暑い夏。


　美羽15歳。


　エイプリル博士との出会いは、お互たがいの価値観をぶつからせる、最悪のものと言ってよかった。


　だが、何度か議論を戦わせるうち、エイプリル博士は氷藤美羽という人物に大きな興味を抱いだき始め、美羽もまた彼女の思想に知的好奇心をかきたてられていくようになる。


　美羽の方は一度たりとも口にしなかったが、やがて、エイプリル博士は美羽を友人だと公言するようになった。美羽の方も、心の中では、密ひそかにそう思っていたのだが。


　それでもエイプリル博士は、美羽の研究にはあまりいい顔をしなかった。


　研究所の総意として、美羽の研究を全面的にバックアップするように組織の各所から圧力がかかるようになると、エイプリル博士は更さらに強きよう硬こうにヒューマニズムを盾たてに公然と批判を始める。


　美羽はそのことに対しては、出会った当初とは異なり、さほど気には留めなくなっていた。美羽なりに、エイプリル博士を理解し、肯こう定ていしていたからだろう。


　しかし、研究所の上層部や、その裏に存在する組織にとっては、エイプリル博士は非常に煙けむたく思われるようになる。


　遂ついには、彼女はその居場所をなくし、研究所から放ほう逐ちくされる運びとなった。


　あらゆる学がく閥ばつに睨にらみの利きく研究所から追い立てられたとあっては、彼女の研究者としての生命は絶たれたも同然と言える。


　美羽はエイプリル博士に思い直すようにと説得を試みたが、結局は美羽の方が逆に説き伏ふせ返されそうになっていた。


　非人道的な研究はやめるべきだ、と。


　美羽は難色を示した。


　そんな美羽に、エイプリル博士はそれ以上強くは翻ほん意いを促うながさなかった。


　研究者として、己おのれの研究に生きることを是ぜとする気持ちがどこかにあったのだろう。


　エイプリル博士は、最後に言った。


『そっか……美羽は美羽の正しいと思うことをすればいいと私は思う』


『美羽は美羽で頑がん張ばってね』


　その時の美羽は思った。


　彼女は負け犬だと。


　自らの主張も研究も貫つらぬき通せない敗北者であると。


　去っていく彼女の背中を見送る美羽の目は冷たかっただろう。


　見下していた。





　ただ……。


　少し経たって、友人を失ったという事実がじわりと彼女の心に染しみてきた頃。


　１つの疑ぎ惑わくが頭をもたげてくる。


　その思いは、まさに染みのように心にこびりついていた。


　……美羽は今でも思う。


　もっと強く誘さそわれたら自分は彼女と行動を共にしていた……いや、自分は内心そうしたかったのではないか。


　エイプリル博士が去った後、美羽の中にはそれまでなかった苦く悩のうが渦うず巻まき始める。


　同時に、エイプリル博士こそが正しく、自分は間ま違ちがった道を歩んでいるのではないかと。





　迷いと成果とが必ずしも同期する訳ではない。


　だが、エイプリル博士と袂たもとを分かった後、美羽の研究は完全に袋ふくろ小こう路じに行き当たった。


　結果を出せなくなり、予算も削けずられていった。


　寵ちよう児じともてはやされた美羽は、半年も経つ頃にはすっかり見る影かげもなくなっていた。


　そして、エイプリル博士の後を追うように、美羽もまた、研究所を去らざるを得ない立場へと追いやられていた。





　　　　＊





「将来を嘱望されながら、挫ざ折せつせざるを得なかった人間……か」


　ずっと誰だれかに聞いて欲しかったのだろうか。


　雪崩なだれた雪が一いつ斉せいに流れ出すように、一気に語り終えた美羽の話を聞いて、悠真は独りごつ。


「どこかで聞いたような話、だな」


　自じ嘲ちよう気味に笑う悠真を、美羽は忌いまわしげに睨み付けた。


「あたしは悠真と違ちがうの！」


　落ち零こぼれたというコンプレックスが美羽の中に渦巻いていた。


「絶対またあの場所に戻もどってみせるの！」


「……そんで、また、俺や……エイプリルさんて人みたいな奴やつを、自分がそうされたように見下す、のか？」


「違……っ！」


　研究所を追われ、さりとて行く場所もない美羽は、実家に戻った。


　年とし頃ごろの娘むすめが学校にも行かずフラフラしていることの外聞の悪さを気にした美羽の両親は、海外で飛び級に飛び級を重ねて博士号まで取った我が子を、今いま更さら高校に入れた。


　当然、成績はずば抜ぬけて優秀だったが、クラスでは浮ういていた美羽は、死んでいるも同然のような日々を生きていた。


　……この、密室生活が始まるまでは。


「あたしはただ……あそこにいないと価値がなくて……。無価値なあたしなんて、誰も見向きもしないの!!」


「そうかな……？」


「……」


「俺は今の美羽も一いつ緒しよにいて面おも白しろくて、悪くない、と思うけどな」


　そんな風に言われたのは生まれて初めて……いや、ずっとずっと昔、まだ彼女が普ふ通つうの少女だった頃、そう言ってくれた少年少女達がいた。


　もう美羽には届かない、遥かな思い出の中にだけ、それはある。


『悪くはない』


　美羽自身、この数日の理り不ふ尽じんな生活は、しかし、楽しかった。人との触ふれ合い、というものがこんなにも心を温かくするのだと数年ぶりに知らされた。


「でも……」


「まあ、分かるよ。誰も持っていなかったもの、自分のアイデンティティだったもの、心の寄す処がだったものをなくした時、自分の中の何もかもがごっそり持っていかれた気持ちになるよな」


「……うん」


　そんなことを話せる相手もいなかった。


「でもさ、それでも、また、何か見つかるんじゃないかって、そうも思う」


　同じように……。


「……なあ、美羽。俺とそれを探さないか？」


　自分と同じように……。


「１人でじゃ見つからなくても、２人なら見つかるかもしれない」


　栄光の頂点から滑すべり落ちた相手など……。


「１人でじゃ挫くじけてしまいそうでも、２人なら励はげまし合えるかもしれない」


　けれど、自分と悠真の差は……。


「失った自分以上の自分を見つけたい、と俺は思っている」


　もう、彼は前を向き始めている。


「死んでしまった自分の半分の代わりに、新しい自分の半分を生まれさせるんだ」


「あたしは……。あたし……は……」


　それでも……それでも、美羽は、前よりも上を見てしまいたくなる。


　だから……。


「あたしは悠真みたいな負け犬なんかじゃないもん!!」


　どうしても、嘗かつての栄光時代の自分が忘れられない。


　最も輝かがやき、世界の頂上に立っていたような、あの高こう揚よう感かんと恍こう惚こつ境きようが。


「傷の舐なめ合いなんかして、自分を誤ご魔ま化かして生きるような、悠真と一緒にするななの、敗北者!!」
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　言い過ぎた……と思った。


　でも、悠真の優やさしさは美羽にはあまりに甘すぎた。


　それに甘えたら、絶対にあの場所にはもう戻れないと彼女は知っていた。


　同時に……どうしても戻らなければいけない訳ではない……そう気付き始めている自分にも。


　けれど、口にしてしまった言葉はもう戻せない。


　美羽は、ここから消えてしまいたい気持ちで、悠真の前から走って逃にげ出した。
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　癒いえきらない、生々しくいつまでもジュクジュクと膿うみ続ける心の傷きず痕あとに張りかけていた薄うすいかさぶたを力ずくで引き剝はがされたような、そんな気持ちの美み羽うは、その日、朝から部屋に引きこもって毛布の中で膝ひざを抱かかえていた。


　塞ふさぎ込むその気持ちの中には、過去のことだけではなく、悠ゆう真まに対して酷ひどい言葉を吐はき捨てたことへの自己嫌けん悪おもある。


　部屋を出て、悠真と顔を合わせるのが後ろめたい、というのも大きいのだが。





　毛布の中で鬱うつ々うつと蹲うずくまる美羽は、生きてきた中で一番惨みじめな気持ちを味わっていた。


　その美羽の背中を、優しく叩たたく者がいた。ビクッとなった美羽が、のそのそと毛布の裾すそから目から上だけを出して窺うかがうと、そこにいたのは……。


「乃の々の……」


　兄の受けた仕打ちに対する抗こう議ぎに来たのだろうか？


　それでも、美羽はそれを甘んじて受けねばならないだけの罪科を背負っている。


　覚かく悟ごして緩かん慢まんに起きあがる美羽に、しかし、乃々はトレイに載のせた膳ぜんをすいっと勧すすめてきた。


「ちょっとでも食べないと、身体からだに悪いですよ」


「……」


「後で椛はなに下げに来させますから、ゆっくり召めし上がって下さいね」


　その優しさに、悠真の片へん鱗りんを見て、美羽は一層申し訳ない気持ちになる。


　が、部屋を出ようとする乃々の背中に、美羽は精せい一いつ杯ぱいの勇気を出して言った。


「あっ、あの……っ！……ありがとう、なの」


　乃々はそれに対して、どういたしましてとただ軽く微笑ほほえんだ。





　それからしばらくして、またぞろ美羽の気持ちが落ち込みかけた頃ころ、今度は千ち早はやが怖おず怖ずとやってくる。


「あの……具合、どう？」


「……ぅん、まあ」


「その、体調がよくなってからでいいんだけど、髪かみ、結ゆって貰もらえたらなぁって……ごめんね、臥ふせってる所に」


「ううん……。いいの、今、やってあげるもん……」


　何かしていた方が気が紛まぎれると思った美羽が俯うつむき加か減げんに言った。


　少しずつ他愛たわいのない話をしつつ、髪を結い上げた頃、椛が食器を下げに来る。


「あ、綺き麗れいに召し上がってますね」


「ああ……ごめんなの。自分で片付けるから……」


「いいんですよう、わたくし、こういうのするの大好きなんです」


『『根っからメイドさん気質かたぎなんだな（なの）』』


　にこにことトレイを下げようとする椛に、千早と美羽がほぇーと感心した。


「でも、学校の勉強とか苦手で……化学とか、物理とか、＋とか－とか１とか２とか見てるだけでもう、頭痛がしてきまして……」


「そんなに!?　お買い物の時とかどうするの!?」


「騙だまされないように気をつけています」


「海外観光客気分だ!!」


　椛と千早の頭の悪いやりとりに、美羽は気き後おくれしつつぽそりと呟つぶやくように言う。


「理数系なら、あたし、教えてあげられるの……」


「本当ですか!?　じゃじゃじゃじゃじゃじゃあ、今度、是ぜ非ひお願いしますね！」


「……ぅんなの」


　両手をガッシリ椛につかまれた美羽が、小さく頷うなずいた。


「それなら、ボクも一いつ緒しよに教わっちゃおうかな。ここから出られた時に授業についていけないと困るし」


「い、いいなの……」


「よろしくね、美羽先生」


「よろしくお願いします、美羽先生」


　居い心地ごこち悪そうに身体を揺ゆらしながらも、美羽はもう一度、小さく頷くのだった。
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　その後も椛はな達があれこれと気を遣つかってくれたこともあって、翌日には、幾いくらか元気を取り戻もどした美み羽うは、部屋から出られるぐらいに心は回復していた。


　が、不意に悠ゆう真まと２人きりのシチュエーションに出くわすと、美羽はつい険しい顔で黙だまり込んでしまう。


　気まずくて、疎うと々うとしい様子を取らざるを得ない美羽は、それでも必死に心の中で呪じゆ文もんのように何度も同じことを言おうとして反はん芻すうしていた。


『ごめんなさい、って言うの。ごめんなさい、って言うの。ごめんなさい、って言うの』


　けれど……。


「一昨日おとといのことは、悪かったな、美羽。誰だれにでも、触ふれられたくないことは……あるよな」


　優やさしい顔で、そう言われると……美羽の心はもう堪たまらなくなった。


　こんな風に無様に気き遣づかわれる程ほどに、自分は堕おちたのかと。


「悠真なんかに、憐あわれんで貰わなくて結構なの!!　あたしは……。……乃の々のや、椛や、千ち早はやだって、優しくしてくれるの！　悠真なんかいなくったって……悠真みたいな落らく伍ご者なんかの同情なんかいらないの……!!」


　思っていることと逆の言葉ばかりが出てしまう。


　それを止められずに、美羽はまた同じことを繰くり返し、あの時と同じように悠真の前から逃にげ出した。


　しかし、あの時と違ちがうのは、少し走った所ですれ違った紫し苑おんに腕うでを摑つかまれて止められたことだ。


「なん……!?」


　なの、と言いかけて、紫苑が見たこともない表情で激げき怒どしているのを見て取って、思わず鼻白んだ。


「何だ、あの態度は!!」


「なに……って……」


　凄すごい剣けん幕まくで一いつ喝かつされて、美羽は思わず身を竦すくめる。


「昨日、乃々達がお前に情け深く接してくれたのは、全すべて悠真が、皆みなに頼たのみ込んでくれていたからなのだぞ!!」


「……え」


「そんな優しい恩人に対して、お前のしたことを私は許せん！」


「……」


　紫苑に叱しつ責せきされるまでもなく……美羽はもう自分自身が許せそうもなかった。


　己おのれへの苛いら立だちは、けれど、心の内側で飽ほう和わして、外に出るしか出口はない。


「そんなの……紫苑先せん輩ぱいには関係ないの。それに、先輩にも……悠真は優しくしてて……きっと、下心があって……だから……」


　一度零こぼれだしてしまった言葉の引っ込みがつかず、それは何より紫苑の逆げき鱗りんに触れた。


「私のことはいい！　だが、悠真のことは悪く言うな！　アイツは、本当にお前のことを思って……!!」


　胸むなぐらをつかみ、平手打ちを見み舞まおうと腕を大きく振ふりかぶった紫苑に、美羽は思わず目を瞑つぶって縮み上がる。


　が、いつまで経たっても振り下ろされない平手を不ふ審しんに思って、恐おそる恐る美羽が目を開けると、紫苑の腕に椛がぶら下がるようにしがみついて、必死に制止していた。


「ええいっ、離はなせ、椛っ!!」


「いけません、紫苑先輩っ、暴力はいけませんっ!!」


「しかしっ、こいつは、悠真を……お前の主人の思いやりを無下にしたのみならず、冒ぼう瀆とくしたのだぞ!?」


「それでも、いけませんっ!!　悠真坊ぼつちゃんはこんなこと望まれませんっ!!　絶対にですっ!!」


　半泣きの椛にそう強きよう硬こうに主張され、紫苑は振り上げた手を渋しぶ々しぶ下ろす。


　そして、射い貫ぬくような憎にく々にくしげな視線で、萎しおれる美羽を睨にらみ付けてから、同じ空気を吸うのも汚けがらわしいといわんばかりの態度で、踵きびすを返してその場から去っていった。


　激しい憤ふん慨がいが伝わってくるような靴くつ音おとが聞こえなくなってから、美羽は消え入りそうな声で椛に言う。


「……別に……助けてくれなくても、自分で何とかしたもん」


「はい、つい、余計なことをしたくなる性しよう分ぶんでして。申し訳ありませんでした」


「……。……でも、一応、その……ぁりがと……なの」


「……そのお言葉は、悠真坊ちゃんにおっしゃって差し上げて下さい。美羽さんが困っていたら助けてやってくれ、不器用な奴やつだから、ってお願いしに来たんですよ、坊ちゃんが」


「……悠真、が」


「坊ちゃん言ってました」


　悠真の代理が出来たことが嬉うれしかったのか、椛は軽く微笑ほほえんでいた。


「美羽はもう１人の自分なんだって。諦あきらめられない自分なんだって。……だからですかね、わたくしに頭を下げてお願いをする坊ちゃんなんて、久しぶりに見ました」


　そこで、表情を引き締しめた椛が、真しん摯しに美羽の瞳ひとみを見み据すえる。


「美羽さん。坊ちゃんはいい加減なことも言ったりして誤解されやすい人ですけど、美羽さんが思ってるほど、悪い人じゃないですよ」


「……ぅん」


　紫苑に怒ど鳴なられるよりも、或あるいは叩たたかれていたとしても、それより何より、椛の静かな言葉が美羽の心を強したたかに叩きのめした。


　本当は、誰よりも美羽のことを理解し、思いやってくれていた悠真。


　激しい後こう悔かいの念に駆かられる美羽の心に、彼女自身すら意識しない灯ともしびが宿ろうとしていた。


　きゅんと締め付けられるような胸の痛みが、良心の呵か責しやくだけではないことを美羽が知るのは少し先のことである。
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「悠真!!」


　いてもたってもいられなくなった美羽は、悠真を学校中捜さがし回ったものの、どこにも見当たらず、はたと思い立って、自分の過去が晒さらされていたあの教室……２０６教室へと再び足を踏ふみ入れ、そこで捜していた人物を見つけ出した。


「……よう」


「悠真……悠真、あたし……」


　悠真の顔を真っ直すぐ見れず俯うつむく美羽の心の中では、悠真への申し訳なさと、悠真が嫌いやな顔一つせずに側そばにいてくれることへの安あん堵どとが、複雑に混ざり合う。


「ぁた……し……」


　何かを言わなければと思えば思うほど、美羽の口は重く貝のように閉とざされてしまう。


　悠真はただ俯くばかりの美羽を、それまで読んでいた美羽の論文を机の上に戻してしばらく眺ながめていたが、やがて、優しく言った。


「……いいよ。ごめんな、俺のやり方に巻き込んで、無理させる必要はないよな」


「え……？」


　美羽の沈ちん黙もくをどう取ったのか、悠真は美羽の予想していないことを言って、美羽を啞あ然ぜんとさせる。


　そして、悠真は、更さらに美羽の想像だにしない言葉を紡つむいでいく。それは……。


「美羽は美羽の正しいと思うことをすればいいと俺は思う」


『美羽は美羽の正しいと思うことをすればいいと私は思う』


「美羽は美羽で頑がん張ばれよ」


『美羽は美羽で頑張ってね』


　嘗かつて、彼女を友人と呼んだ少女の台詞せりふと全く同じもので……。


　悠真にはその台詞までは語らなかったのに、まるで、その時の彼女の表情までもトレースしたかの如ごとく、悠真は美羽にそう告げ、美羽の中でデジャブのように２人の像が重なった。


「そうだよな。美羽にはまだ戻れる可能性があるんだもんな。俺とは違って……さ」


　それは優しくはあったが、美羽を突つき放す言葉だった。


『もう、同じ道は歩けないよ』


　そう、暗に言われている。


　お前はもう、自分と共に歩くのに、値あたいしないのだと……見捨てられる言葉なのだ。


「ち、ちが……」


　掠かすれる声で、金かな縛しばりのように棒立ちになりながら囁ささやく美羽の声は、悠真の耳には届かない。


「……頑張れよ、応おう援えんしてる」


　そう言って立ち上がり、部屋を去ろうとする悠真が、美羽の脇わきをすり抜けていく。


　指の隙すき間まから砂がこぼれ落ちていくような錯さつ覚かくを覚え、美羽はほとんど脊せき髄ずい反射で叫さけびながら悠真の背中を抱だきしめた。


「待って、悠真!!」


「うお!?」


　背中からがっちりホールドされ、動くに動けない悠真が首だけ後ろへ回して様子を窺うかがおうとするが、今ひとつよく見えない。


「うわああああああああああんっ、ごめんなさいっ、悠真、あたし、酷ひどいこといっぱい言って、本当にごめんなさいなのぉっ!!」


　よく見えないが、子供のように激しく泣きじゃくる声と、ジワジワと濡ぬれてくる背中の感覚で、美羽が号ごう泣きゆうしているのは分かった。


「ごめんなさい、ごめんなさいごめんなさいごめんなさいごめんなさいごめんなさい!!　殴なぐってもいい蹴けってもいいどんなに口くち汚ぎたなく罵ののしられても怒鳴りつけられてもいいから……だから……だから、お願いなの……悠真、嫌きらいにならないでぇ……!!」


「……」


「うっ、ぐすっ……お願い……悠真……嫌わないでぇ……」


「……名古屋市すげえな」


　まさかの名古屋市の統計の通り、言われてちょっと嬉しくなった悠真は、ようやく少し緩ゆるんできた美羽の腕を優やさしくほどいて、柔やわらかく頭を撫なでてやる。


「悠真……悠真、ごめんなさいなの」


「うん」


「で、でも、悠真も馬ば鹿かなんだもんっ。だって……だって……もっと一いつ生しよう懸けん命めい、粘ねばり強く新しい自分を一いつ緒しよに探そうって誘さそって欲しかったんだもん……!!」


「えー……」


「何でさっさと諦めるの!?　何が何でも口説き落とすぐらいの覚かく悟ごで説得するのが筋ってもんだもん!!」


「あー……」


「あ！　ご、ごめんなさいなの……我が儘まま言って……ごめ、ごべんだざいぃぃぃぅぇえええええええええん……!!」


「ちょっ……な、泣くなよ……。分かったよ。……美羽、頼む！　もっかい、考え直してくれないか？」


「ぐす、分かったもん」


「めっちゃあっさりじゃねえか!!」


「うっさいの、悠真!!　あ！　ご、ごめんなさい、悠真はうるさくないの。だから、悠真、あたしのこと、嫌にならないで欲しいもん……」


　いつも通り強気に出たかと思うと、すぐにハッとなってシュンと悄しよ気げ返かえる美羽に、悠真は少し調子を狂くるわされながら、ぎこちなく頷うなずいていた。


「……悠真」


「ん？」


「……ありがとう、ございました」


「……おう」


「じゃあ、仲直りの握あく手しゆ、だもん」


「ん」


「ん……。……悠真の手、温かくて優しいの。すごく、ホッとするもん……」


「ココアみたいな人間だな、俺……」


「手がベタベタする気がしてきたの」


「……」


　ココア人間は触さわるとべたつく。
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　一通りの関係修復を行った後、悠真は途と中ちゆうまで読んでいた美羽の論文の続きに目を通そうとする。


「……面おも白しろいの、あたしの論文？」


「面白い。あっちこっち全く意味不明だけど、要は脳みその中身をデータ的に引っ張り出して、移植するって話だろ、これ？　そんで、そのＢｅｆｏｒｅ→Ａｆｔｅｒで、中身の人間は一緒と言えるのか違ちがう人間なのかって。お前、凄すごいこと考えるな……」


「うん……」


　誉ほめられているのかどうか、よく分からないが、取りあえず頷いておく美羽。


「まあ、内容も面白いけど、それより、この中にも視し聴ちよう覚かく室にあったみたいな、別の部屋へ行く為ための謎なぞとか隠かくされてるんじゃないかとかも思うんだよな」


「……悠真、鋭するどいの！　そういう、頭の回転の良さ、尊敬するの!!」


「よせやい」


「ううん！　閃ひらめきは才能なの！　悠真、凄いの！　格好いいもん!!」


「もっと誉めろ」


「あ、でも、それぐらいはあたしでも、後で気付いたような気がするの」


「……」


　邪じや気きなく言われ、悠真は真顔で黙だまり込んだ。


　それから２人でしばらく論文やら、飛び級した時の答案用紙やらを眺めていたが、自分の書いた物を読む退たい屈くつさからか、美羽の方は時折思い出したかのように顔を上げる。


「ねえ、悠真」


「？」


「ううん、何でもないの、えへへ」


「……」


　何だそりゃという顔で、はにかむ美羽を見る悠真。更に、あれこれ見ることしばし……。


「ねえ、悠真」


「？」


「えへへ、呼んでみただけなの」


「……。……美羽、真面まじ目めにやれ」


「う、うん、悠真の言う通りにするの！……言う通りにするから、悠真、あたしのこと嫌いにならないで……ぐす、うぇえええ」


　若じやつ干かん呆あきれ気味に軽く窘たしなめる悠真に、はにかみまくりだった美羽が、ビクッとなって泣く寸前で留とどまるかと思いきや結局涙るい腺せんが決けつ壊かいした。


「ならないから、泣くなよっ!?」


「うぇ……ぐすっ……うん、悠真が言うなら泣かない……」


「……」


　まだ精神が不安定なのだろうかと、悠真があまり深く突っ込まないようにして、再び黙って論文を読み漁あさるが、すぐにまた美羽が話しかけてくる。


「ねえねえ、悠真。あたし、何か、悠真の為ためにしてあげたいの」


「何だよ、急に……」


「悠真に迷めい惑わくかけたし、心配かけたし、お礼とお詫わびをこめて。何かあたしに出来ることがあったら、何でも言って欲しいの、悠真」


「突とつ然ぜんしおらしくなったな……どうした？　気味が悪いぞ……」


「ぅ……き、気味悪くて……ご、ごめ……ぐすっ……ひくっ……」


「だから、いちいち、泣くなっちゅーに！」


「だって……あたし……気味悪くて、悠真に嫌われ……」


「それぐらいで嫌うか！　何で急にそんな繊せん細さいさんになってんだよ!?　前みたいに『誰だれが気味悪いの!?』とか怒ど鳴なって蹴り入れるぐらいの気き概がいを持てよ……」


「ゆ、悠真を蹴るなんて、したくないのっ」


「……」


　前は平気でそれぐらいしていたような気がしたが……と複雑な顔で沈ちん黙もくする悠真の態度を、どう取ったのか、美羽がちょっと考えてから、脚あしを振ふり上げ……かけて下ろして、代わりに拳こぶしを作って勢いよく振り下ろそうとしたものの悠真に当たる手前で急ブレーキをかけて、ぽきゅんと当てる程度の威い力りよくを発揮させつつ涙なみだ目めの上うわ目め遣づかいで言う。


「き、気味悪いなんて言わないで欲しいの……」


「う、うん……」


　指定した意図と何か違う感じがしたというか、単にいちゃいちゃしてるだけのような気が悠真はして、照れて後ろ頭を搔かきつつ頷いて黙った。


「そう言えば、悠真、スパッツに異常な興味を示していたの」


「人を変態みたいに言うな！」


「うわあああああんっ、ごべんださいなの─────っ」


「スパッツ大好き!!……つーか、裸はだかスパッツな。スパッツそのものが好きという訳では。あと、改めてそれほど興味あるんかと言われると我ながら疑問ではあるな」


　悠真が自問自答している間に、美羽が震ふるえる手でスカートのホックを外そうとしている。


「ちょ……っ、待て待て待て！　お前は何をしとるんだ!?」


「ゆ、悠真が、スパッツのみがいいなら……うっ、ひっく……」


「お前、泣くほど嫌いやなら、やらなきゃいいのに……」


「だって……悠真に嫌いになられるぐらいなら、頑がん張ばってその通りにした方がいいもん……」


「……お前、そんなキャラだったっけ？？？」


　未いまだに美羽の心境の変化が理解出来ない悠真が、激しく首を捻ひねった。





　　　　＊





　今まで険を含ふくんで悠真を見ることが多かった美羽から、いつの間にやら、はにかんで見られる状態ばかりになってきたことに、やや気き疲づかれした悠真が、椛のお茶が恋こいしくなり、２０６教室を後にする。勿もち論ろん、美羽もアヒルのヒナのようにくっついてきていた。


　学食には全員が揃そろっていて、連れ立ってやって来た悠真と美羽を、何とも言い難がたい腫はれ物を触るような微び妙みような態度でチラ見してくる。


「椛、お茶」


「は、はいっ、ただいまっ！」


　悠真の呼び掛かけで変な静せい寂じやくが崩くずれた代わりに訪おとずれた妙な緊きん張ちよう感かんの中、どっかと椅い子すに座る悠真とその横にそそくさと寄り添そうように座る美羽。


　それを面白くなさそうに見るのは、紫苑である。


　椛が淹いれてきた紅茶に、美羽が『悠真、お砂糖は入れるの？　ミルクは？　あたし、入れてあげるもん』と世話を焼くのを見て、紫苑は堪たまらず立ち上がりツカツカと美羽の前に歩み寄り、バン!!と机を叩たたいた。


「悠真にちゃんと謝ったのだろうな、美羽!?」


「あ、謝ったもんっ」


「泣きながらな……」


「悠真っ、何で言うのっ!?」


　もう、ばかばかと悠真の腕うでをぺしぺしはたく美羽の様子を見ていて、そのいちゃついた感じにイラッときた紫苑が、前回やりあった時とは別のベクトルの激しい感情の宿った、相手を誅ちゆう殺さつしそうな視線でガンガンに美羽を睨ねめ付けてくる。


　その猛もう虎このような迫はく力りよくに対し、美羽はヴォーパルバニーの眼力で睨にらみ返しながらも、僅わずかに迫力負けしているように周囲には見えた。


「な、なんなの……」


「悠真の背中に隠かくれるな!!」


「し、紫苑先せん輩ぱいに命令される謂いわれはないの」


　いつの間にこんなに仲が悪くなったんだと思う悠真は、よもや自分のせいでここまでこじれているとは思ってはいないようだ。


「椛から聞いたぞ。美羽、お前、紫苑先輩を大たい概がい怒おこらせたんだから、ちゃんと謝れよ」


「うん……悠真がそうしろって言うなら、そうするの。……ごめんなさい」


「……」


　美羽の悠真との距きよ離り感かんの近さを感じ、より一層面白くないという表情になる紫苑。


「ちっとも申し訳なさを感じられないのだがな」


　少し考えるような素そ振ぶりを見せ、美羽が椅子から降りて床ゆかに跪ひざまずき手を突ついて謝った。


「ごめんなさい……なの」


　これには流石さすがに紫苑も鼻白む。


「そこまでしろとは……私は言ってない」


「紫苑先輩は悠真の為に怒おこってたの。だから、悠真の為に怒った紫苑先輩にちゃんと謝ってないっていうことは、悠真にちゃんと謝ってないことになるの」


「……分かった、もういい。そこまで理解しているのなら、それでいい。いつまでも、私が怒っているのは悠真の意に染まないことでもある。……そうだろう、悠真？」


「……ですね」


　地べたに這はい蹲つくばったままの美羽に、紫苑が手を差し伸のべる。


「悠真に迷惑をかけた分、悠真に報むくいろ。それで勘かん弁べんしてやる」


「……約束するの」


　ギュッと握あく手しゆのように握にぎり合った美羽と紫苑の手と手。


「だが、悠真にベタベタはするな」


「それは約束出来ないの」


　ギュッと握られていた手が、ギリギリとお互たがい握りつぶすように、目め一いつ杯ぱい力が込められる。


　傍はた目めに見ていても、手の甲こうに血管が浮うきまくり指が紫むらさき色いろになりかかっている２人の手は、乙女おとめの意地と彼女ら自身も自覚しているのかどうか怪あやしい気持ちによって、手が壊こわれるのも厭いとわないレベルで強ごう力りきをぶつけ合い続けていた。


「ま、まあまあ、お２人とも、お茶が冷めますよ？　ね？　ね？」


　必死で椛が取りなして、フンッとそっぽを向き合う紫苑と美羽の離はなした手にはしっかりと握り潰つぶし合った相手の手の跡あとがくっきり残っている。


　そんな２人を横目で見ながら、悠真が溜ため息混じりに言った。


「閉じ込められてもう５日……ぼちぼちストレスも溜まる頃ころだもんなあ」


「そういう問題ではないような気がしますが……」


「いいや、そういう問題だよ。そういうの分かっちゃう。何せ、俺は閉じ込められ経験者だからな……」


「私達もそうだっっっ！……自じ慢まんにもならんが」


　加速していく少女達の思いのただ中、悠真の脳のう裏りには、９年前のことに思いを致いたすとき、避さけては通れない少女の影かげがちらつくのであった……。
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『絶望の中で微笑ほほえむ少女』


　そう名付けられた１枚の絵がある。悠ゆう真まが描かいたもので、美み羽うが美術室から持ち出してきた絵がそれである。


　いつの間にか学食に飾かざられるようになっているそれを、悠真は物もの憂うげに眺ながめる。


　その様子を遠巻きに見る美羽。


『悠真が……あの時、一いつ緒しよに閉じ込められてた男の子なの……。……あの時は喧けん嘩かばっかりして、馬ば鹿かで馬鹿で馬鹿な男の子だと思ってて……でも、優やさしい所もあって……でも、馬鹿で……。……それは今も変わらないけど、あの時も、すごく、優しくして、くれた……もん』


　そんな少年のアンニュイな表情に、美羽の心が締しめ付けられる。


　何かしてあげたくて、何とかしてあげたくて、けれど、何をしてあげればいいのか、分からなくて、美羽は購こう買ばい部に置いてあったライスチョコを取って悠真の傍かたわらまで歩いていき、手て渡わたす。


「甘い物を食べると元気が出るの」


「おう……。……何か、最近の美羽は優しいな。俺、美羽には嫌きらわれてるのかと思ってたからさ」


「な……!!　き、嫌ってなんかないもん!!　嫌いじゃない！　あたしは、悠真のこと、す……!!」


　思わず。


　反射的に言おうとしてしまった言葉に、美羽は自分の気持ちに気付かされた。


　あっと言う間に頰ほおが紅潮するのが自分でも分かる。


　真っ直すぐな瞳ひとみに、心の中まで見み透すかされそうでその場から逃にげ出しそうになった美羽に、後ろから急接近してきた物体が激げき突とつしてきた。


「ど───────────────────────────んっ!!」


「うわなの!?」


　美羽を吹ふき飛ばした、銀色の丸っこい物体であるそれは、ラヴい何かを感知してやってきた名無しさん＠嵐あらし属性その人である。


「告白[image: ]──────[image: ]──────[image: ]」


「なっ!?　きっ、来てないもんっ!!」


「告白ステージに[image: ]──────[image: ]──────[image: ]　ごまえー!!」


　否定をするも名無しさんにはもう完全にバレバレな状態の美羽が、悠真と共に量産型の名無しさんに担かつぎ上げられ、いつぞやのように自由意思とは無む縁えんに運び出されていく。


「うお、前が見えねえ。もうやだこの宇宙服」


　そして、顔部分の電光表示が『[image: ]──────[image: ]──────[image: ]』で埋うめ尽つくされている名無しさん＠嵐属性がふらふら～っと歩いて、ガン！と壁かべに頭をぶつけていた。





　１０１教室。


　悠真と美羽が放ほうり込まれた教室には、コンクリ詰づめの窓に夕暮れの映像が映し出され、全体に夕暮れのライティングが施ほどこされていた。


「告白は[image: ]、夕暮れの教室でだと思われ!!　この飽ほう和わした噎むせ返る夕焼け臭しゆう!!　新海アニメかっちゅーの!!」


「こ、告白……って……！　あたし、そんな……!!」


　美羽の反論に聞く耳を持たず、名無しさん達は出て行ってしまう。


「「……」」


　残された悠真と美羽が物もの凄すごい気まずい雰ふん囲い気きで黙だまり込む。


「……ていうか、え、こ、告白、すんの？」


「しないもん!!」


「ですよねー……。じゃあ、さっさと出ると……」


　しようぜ、と言いかけた時、凄い勢いでドアが開いて闖ちん入にゆう者が現れた。


「ちょっと待て!!　告白など、私が許さん!!」


『告白！　告白！』と連呼しながら廊ろう下かを突っ走っていた名無しさん達の上に悠真と美羽を見かけて後を追ってきた渡わた雷らい紫し苑おんである。


「悠真に受け入れる気持ちが出来るまではと思っていたが、そういうことなら、私も言わせて貰もらう……！」





　……。


　紫苑の胸中に、９年前の出来事が甦よみがえる。


　色あせてしまってもうほとんどが虫に食われたように穴の空いた思い出ではあっても、失いがたい気持ちが胸の奥の奥……本人すら意識しない程ほどのずっと奥にしまわれていた。


　それは、仄ほのかな思い。


　異性への好意の芽め吹ぶき。


　人はそんな思いをこう呼ぶ。


　初はつ恋こい──と。


　不気味な廃はい病院の中を、手を繫つないで歩いた少年の馬鹿みたいな馬鹿な話は、恐きよう怖ふで潰れてしまいそうな彼女の心を優しく包んでくれた。


　あの日から、紫苑は自分の気持ちがくじけてしまいそうな時、そのことを思い出す。


　少年の笑え顔がおは、彼女の原体験の１つになっていた。





　時を越こえ、その思いが今、色いろ鮮あざやかに再生される。


　地中深く植えられた種が、芽吹き、花開くように、紫苑は自然に言葉の花を咲さかせていく。


「私だって……否いな、私の方が遥かに、悠真が好きだ。愛している。悠真の為ためなら、死ねる。悠真と一緒じゃない人生など考えられない。悠真だけが私の全すべてだ。悠真、改めて、私の生しよう涯がいのパートナーとなって欲しい。悠真を一生大事にするから。悠真の為だけに生きることを私に許してはくれまいか？　私と……お付き合いをして欲しい」


「……!!」


　喋しやべりながらガンガン近づいて来ていた紫苑は、途と中ちゆうから悠真とほとんど顔がくっつきそうな距きよ離りまで超ちよう接近してもう目を逸そらすことすら許されない状じよう況きようでの……告白、だった。


　口調だけは淡たん々たんとしていたが心のこもった、必死さはないが一いつ生しよう懸けん命めいさの伝わる、表面上だけはクールな、熱ねつ烈れつ極きわまる告白に、悠真ももうあやふやには出来ないことを感じる。


「わ、分かっ……」


　悠真が返事を仕し掛かけた、まさにその時。


「ちょっと待つの!!」


　堪たまらず美羽が割って入ってくる。





　……。


　美羽の脳裏にもまた９年前の少年の顔が甦っていた。


　ただ紫苑と違ちがうのは、美羽の心に焼き付いているのは、少年の不ふ機き嫌げんな顔──だった。


　閉じ込められた廃病院の中。


　いつも喧嘩していた美羽とその少年は、誰だれの目にも仲が良さそうには見えなかった。


　美羽自身もその時はただただ腹の立つ気に食わない相手だと思っていた。


　けれど、あの日々の記き憶おくが薄うすれ、彼女が孤こ高こうの研究家になっていくに従って、それだけではなくなっていく。


　対等に喧嘩の出来る相手の何と得え難がたいことか──。


　周囲から孤こ立りつする美羽には、遠い日の罵ののしり合いが、宝物だったのだ。


　拙つたない舌ぜつ戦せんが、心をくすぐるような、くすぐられた心がほんのり温かくなるような……そんな幼い恋こい……初恋、だった。





　あの時のように。


　何くそと少年に挑いどむような気持ちが、見み違ちがえるように大きくなった彼へと再来する。


　そして、震ふるえる声でなけなしの勇気を振ふり絞しぼって叫さけんだ。


「あ、あああ、あ、あたしだって、悠真のこと、好きだもん!!　９年前も……好きで……あたしの初恋だもん!!　だから、悠真、あたしを恋人にして欲しいのっ!!」


「……!!」


　対する美羽の告白は、シンプルで、その代わり勢いがあった。


　言った後、恥はずかしさに顔を覆おおってみたり、反応が見たくて指の隙すき間まから悠真の様子を窺うかがったり、啞あ然ぜんとする悠真のリアクションに泣きそうになってあわあわしたり、落ちつきなく無意味に周囲をキョロキョロしてみたりと、紫苑とは真逆の落ち着きのなさだが、それ故ゆえに必死さと健けな気げさはこの上なく伝わってくる。


　その２人の瞳が迫せまってくる。


　『どっち!?』と。


[image: ]


　対照的な２人の告白に、悠真の頭は真っ白になっていた。


　──その刹せつ那な。


　悠真の頭に閃ひらめくものがあった。


『──を──にしてね──約束、だよ』


　古い思い出の中の……欠けた言葉を補うように、悠真の口から自然に言葉が紡つむがれる。


　高こう炎えん寺じ悠真、一世一代の告白の返事だ。


「２人とも幸せにするから、３人で付き合おう!!」


「「な!?」」


　これには流石さすがの美羽と紫苑も絶句した。


「何で３人で付き合うのだ!?　そんな返事があるか!?」


「そうなの!!　あたしか、紫苑先せん輩ぱいか、どっちか選んで欲しいの!!」


「それは断る」


「「何で（だ）（なの）!?」」


「俺は……俺は、２人とも好きで、２人ともと付き合いたい!!　そして、２人と一緒に付き合えないのなら、どっちとも付き合わない!!　選ばれなかった方のどちらかを不幸にするのは嫌だから！　その代わり、付き合うからには２人とも大事にするし、俺の恋人で良かったと２人ともに思わせてやる!!」


　容よう赦しやない悠真のぶっちゃけっぷりに、体感的に周囲の空間の時が止まった。


　その、最も早はや何によって巻き起こっているのか理解不能な静せい寂じやくを最初に破ったのは……。


「ぷっ……くはははははっ……はははっ!!　あはははははははははははは!!　な、何だその主張は……何を考えているんだ、お前という奴やつは……！」


　おかしくて仕方ないと言わんばかりの紫苑の笑い声である。笑うしかないという側面はないではないが、ここで大だい爆ばく笑しよう出来る紫苑の神経はやはり、どこかおかしい。


　一方の美羽はと言えば……。


「悠真……格好いいの……!!　馬ば鹿かだけど……物凄い大馬鹿な主張だけど、逆に格好いいの……!!」


　瞳をウルウルさせて感動していた。


　ある意味、美羽の精神もどこかおかしい。


　一ひと頻しきり笑った紫苑は、目の端はしに浮うかんだ涙なみだを指の腹で拭ぬぐいながら、呼吸を整えて言う。


「あはははは……はー、おかしい……お前はおかしい。だが、気に入った。確かに、私の好きになった男はそれぐらい思い切りの良い……そして、大だい胆たんな男だ。私はそんな悠真と付き合ってみたい」


「あたしもなの!!　悠真、相変わらず超ちよう絶ぜつ馬鹿だけど、馬鹿格好いいの！　あたしの悠真はそういう奴なの!!　だから、あたしも我が慢まんして３人で付き合うの！」


「我慢とはなんだ？　我慢するのは私の方だ、美羽」


「はぁん!?　そっちこそ、後から来て割り込んで来たクセに何言ってるもん！」


「後からというなら、お前はそもそもついこの間まで悠真と仲が悪かったではないか」


「好きだったのは、９年前からだもん!!」


「私は９年１日前からだ」


「ちょっと、悠真、何とか言ってやって欲しいの!!」


「そうだ、悠真、こいつに分を弁わきまえるようにガツンと言ってやれ!!」


「……俺の為に争う美羽と紫苑先輩、かわいいなあ」


「「!!」」


　悠真に言われ、美羽はおろか紫苑すらやや赤面してしまう。この２人の少女は、今や、疑いなく恋する乙女おとめ、であった。


「リア充じゆう爆ばく発はつしろ!!」


「うわ、ビックリした!?」


　どこからともなく突とつ然ぜんニョキッと生えてきた名無しさんに、３人が思わず身を引く。


「つーか、お前がリア充を推すい奨しようしたんじゃねえか……」


「という訳で、これが告白成じよう就じゆ祝いだお」


「爆ばく発はつするのではあるまいな……」


　名無しさんから美羽と紫苑にそれぞれ１つずつ渡わたされた包みをおっかなびっくり開けてみる……と。


「……単三電池１本？」


「何だ、これは？　嫌いやがらせか？」


　悠真は『単三電池……？』と何か記憶の隅すみっこに引っかかりを感じつつ、それとは別の理り不ふ尽じんさに意識がいって、名無しに問う。


「いや、告白祝いって、お前、恋が成就したらここから出してくれるんじゃねーのかよ……つーか、俺には何かくれないのか？……って、もういねえ!?」


　やりたいだけやって姿を消す名無しさんに、冷や汗あせを垂らしていると、入れ替かわりのように、乃の々のと椛はな、千ち早はやが揃そろって教室の中を覗のぞき込んできた。


「あ、兄さん、こんな所にいたんですか」


「うん、お前の兄さんはいつだって、こんな所にいるものだが」


「いえ、坊ぼつちゃん、全然そんなことはありませんが……」


　悠真の台詞せりふに、椛が妙みように真面まじ目めな顔で突つっ込んでくる。


「あ、そういえば、坊ちゃん。お洗せん濯たく物ものにこんな物が入っていましたよ？」


　そう言って椛が手て渡わたしてくる物を見て、悠真は思わず叫ぶ。


「そうか、これか!!」


　椛から受け取った物……それは最初に美羽と一いつ緒しよに閉じ込められた時、見つけたペンライトである。


「お前、こんな絶ぜつ妙みようなタイミングでこのペンライト持ち出してくるとか、よもや、名無しの回し者じゃあるまいな、椛!?」


「ほ、ほえ……？」


「まあいい！　お前は、そういう空気の読めんミラクルをよくぶちかますからな！」


　興奮気味の悠真はそのペンライトに美羽と紫苑がそれぞれ１本ずつ持っていた電池をねじ込んだ。


「……って、これじゃ、どのみちここからは出られねえだろ」


　アイテムとアイテムを組み合わせる閃きまではよかったが、だからどうということはなかった。


　orzのポーズでガックリと両手両りよう膝ひざを突く悠真の手から転がったペンライトを乃々が拾って何気なしにスイッチを入れてみる。


「……ん？　あれ？」


「どうしたの、千早くん？」


「いや、そのペンライト……。……椛さん、ちょっと電気消してみてくれる？」


　かしこまりましたと千早の言葉に従って、椛が電気を消す。すると、ペンライトに照らされた場所……その光の中に文字がくっきりと浮かび上がった。


「「「「「「あ!!」」」」」」


「メッセージ……？　『Ｎａｃｌの中』……？？？」


　全員の短い叫びの後、乃々がポキュッと小首を傾かしげてその文字を読み上げる。


「なくる……？　なくるってなんでしょう？」


「違うの！　きっと、エヌエーシーエル……塩化ナトリウムなの！」


「塩か？」


「……塩ん中ってなんだ？」


　化学全く駄だ目めな椛のまさかの発言に、美羽がやや驚おどろきつつ突っ込むと、紫苑や悠真が腕うでを組んで考え込む。


『考えてみれば……。全すべての謎なぞはこれまでやってきた中、目にしてきた中に、全部のヒントはあった……ってことは、これも全く無む縁えん、てことはないはずだよな……塩……塩……』


「あ!!」


「ひゃあっ!?　ななななな、何ですか、坊ちゃん!?」


　突然、悠真に身体からだをまさぐられ、ビクンビクンする椛。


「あった!!　塩入り小こ瓶びんのストラップ!!」


「そんなんあるの……」


「また妙な物を……」


　奇き異いな目で見てくる美羽や紫苑の前で、悠真は小瓶の蓋ふたを開け、目め一いつ杯ぱい詰つまっていた塩を机の上にぶちまけた。


　崩くずれる塩の小さな山の中……１本の輝かがやく鋼はがねの翼つばさを象かたどった鍵かぎが姿を現した時、美羽と紫苑と悠真の３人の──恋が成ったことを知っている者だけの──間に、得も言われぬ高こう揚よう感かんが共有される。


「「「鍵!!」」」


「え、何の……鍵なんです？」


　いきなり小こ躍おどりし出す悠真達に、椛達は顔を見合わせた。


　喜びが引くと、今度は妙に怒いかりが込み上げてくる。


「つーか、くそっ!!　最初っからここから出る為ための鍵もヒントも自分達で持ってたって訳か!!」


「随ずい分ぶんとおちょくられたものだ……気付かない我々に非があるとは思いたくはない、が」


「もういいっ、行くぞ!!」


　鍵をポケットに入れ、駆かけ出す悠真の手が美羽と紫苑の手を握にぎる。


『ここから出られる』


　解放感と高揚感が心を支配して、思わず、３人の口元は自然にほころんでいた。





　　　　＊





　翼けん鍵よく高校、正面入り口。


　その幾いく重えにもロックされた扉とびらの真ん中に、１つだけ際きわ立だって小さな小さな鍵かぎ穴あながある。


　事ここに至っても、未いまだに事態を把は握あくしきれていない乃々達を後ろに従えた悠真は、美羽と紫苑と頷うなずき合う。


「……いくぞ？」


「うむ……不思議なものだな。忌いま々いましい幽ゆう閉へい生活だと思っていたが、今にして思うと得え難がたい経験にすら思える」


「悠真と閉じ込められると、不ふ愉ゆ快かいな思いをいっぱいさせられるの。でも、今も昔も、それは大切なものをくれるもん」


　清すが々すがしさが見て取れるその笑え顔がお達に、乃々、椛、千早は、悠真が手にした鍵を見て、ようやく事態を理解した。


「兄さん、その鍵……!!」


「ここから出る鍵ですか、坊ちゃん!?」


「え、ここの……？　っていうことは……」


　一様に驚く乃々達に、ニヤリと笑った悠真は、文字通り、彼らにここから飛び立つ翼を与あたえてくれるであろう、翼を象った鍵を差し込み……回した。


　一いつ拍ぱくの間。


　……そして。


　カチャカチャカチャカチャカチャと、正面入り口の全ての鍵が一いつ斉せいに解除される。


「扉が……開く!!」


　開いた扉の向こう……。


　光り輝く太陽の輝きが彼らを包む。


　数日ぶりに見るその煌きらめきに、誰だれもが腹の底から湧わき上がってくるような歓かん喜きの声を上げた。


　ただ……。


　但ただし。


　彼らはその瞳ひとみの先にある、学校の正門の先に広がっていた、見慣れない光景に、啞あ然ぜんとさせられる。


　街のど真ん中にあるはずの彼らの高校の周囲はあり得べからざるものによって囲まれていた。


「ジ……、ジャング……ル？」


　彼らはこの後、密林に囲まれた学校の外を探たん索さくして知るのである……驚きよう愕がくの事実を。





　──それは、この場所が絶海の孤こ島とうで、ここから脱だつ出しゆつせねばならないということだった……!!







つづく　





　あとがき







　脱だつ出しゆつしたければこんにちは、竹たけ井い10とう日かです。





　待望の新シリーズ、学園密室恋れん愛あいロワイヤル『ここから脱出でたければ恋こいしあえっ』１巻をお送りします。


　スニーカー文庫では『東京皇こう帝てい☆北条恋歌』と平行してのシリーズ展開となりまして、恋歌さんの方もまだまだバリバリ続きますので、どちらも可愛かわいがっていただければと思います！


　という訳で、毎度お馴な染じみの方は東京こうていわ！　あとがきで、これを言わないと何か落ち着かない……。東京皇帝を知らない方の為ために説明しますと、東京こうていわは、東京皇帝とこんにちわを組み合わせた全く新しい画期的な挨あい拶さつなのです。





　今回は、脱出ラブコメということで、ちょっと変わり種のお話です。まあ、毎回なんかかんか変わった話ですけれども！


　学園密室モノと聞いて、まず最初に思い浮うかべるのは、密室に閉じ込められた男女が生き残るために殺し合う、殺さつ伐ばつとしたお話だと思います。


　この『ここから脱出でたければ恋しあえっ』では、そんな血ち腥なまぐさい話ではなく、密室に閉じ込められた男女が生き残るために恋し合う、殺伐としたお話にしたいと思い、物語を書き始めました。結局、殺伐とはするんかい。


　彼ら彼女らの物語が、どんどんラブラブ、ギスギスしていければいいなと思います。





　この作品では、今までの竹井作品……特に東京皇帝とはまたちょっと違ちがう作品性を意識して作り始めたのですが、それでいて竹井テイストは残しつつという、なかなかの試行錯さく誤ごをしつつのお話作りをしてみました。


　まあ、その辺の思惑おもわくはどうあれ、皆みなさんに楽しんで読んでいただければ、それで充じゆう分ぶんです。





　さて、この物語を書くに際して、人生初の『取材』というものを行いました。


　まあ、東京皇帝に取材に行く訳にも、フラグの折れる奴やつに話を聞きに行く訳にもいかないですからね。


　世の中には、東京ドームやらの広い場所を貸し切ってのリアル脱出ゲームというのがありまして、会場内にちりばめられた謎なぞを解いて、脱出口を目指す、というものです。


　僕が行ったのは富士急ハイランドという、えげつないコースターで知られる遊園地で行われた期間限定モノのリアル脱出ゲームでした。なかなか、勉強になる体験をさせて貰もらい早さつ速そくあれこれと体験を作品に活いかさせて頂いています。ついでに、えげつないコースターにも乗せて貰いました。えげつなかったです。


　何か、小学生の日記みたいになってきたな……。


　兎とに角かく、勉強になったことは確かで、取材に連れて行って下さった編集のＩさんには感謝感謝です。





　本作のイラスト担当は、かれいさん。角川書店期待のスーパールーキーです。


　どのキャラクターも魅み力りよく的なイラストなのですが、何と言っても、名無しさんのキャラクターデザインが秀しゆう逸いつで、竹井10日絶賛という感じです。


　あのナマ脚あしはヤバイです。


　そんなフレッシュな相棒と、フレッシュな感じで、フレッシュな作品をお届けしたいと思っておりますよ。


　編集さんは『東京皇帝☆北条恋歌』から引き続きのＩさん……富士急に連れて行って下さったＩさんとは別のＩさんです。このＩさんも一いつ緒しよに取材に行ってくれました。ややこしいな！　引き続き一緒に頑がん張ばっていきたいと思います。





　元々、脱出ゲームなんかは好きでフラッシュゲームのやらＰＳＰのやらで遊んではいまして、そういうのからリスペクトされて作り始めたお話ではあるのですが、ゆくゆくはこの作品も、そういうのでゲーム化されるといいですねと夢を語っておきます。勿もち論ろん、僕がシナリオを書きます。まあ、僕もゲームのシナリオを書かせたらちょっとしたものですからね。





　１巻目というのは、あとがきで書くべきことが多くていいですよね。


　ほら、東京皇帝のように長くなると、段々、あとがきに何を書いているのか分からなくなりますから。


　よし、そろそろ書くことがなくなってきたぞ。早いな！


　どうしようかな……昔飼ってた猫ねこの話でもしましょうかね……。露ろ骨こつに微び妙みような表情になる皆さんの顔が見えた気がするので、猫の話はやめましょうか。


　ウチで飼ってた猫はよく、家から脱出をして近所をふらふらしていまして……え!?　結局、猫の話するの!?


　僕自身が驚おどろいたので猫の話はこれぐらいにしましょう。何か、猫の話、前にもどっかで書いたような気もしますしね。





　あ、この作品で竹井作品に興味を持って下さった方は、是ぜ非ひ、超ちようＶＩＰラブコメ『東京皇帝☆北条恋歌』もよろしくお願いします！


　独立国家・東京帝てい国こくを舞ぶ台たいに、ハートフル修しゆ羅ら場ばが繰くり広げられる作品となっておりますよ。





　そういう次第で、始まりました新シリーズ『ここから脱出でたければ恋しあえっ』をよろしくお願いします！


　それでは、また２巻にて、お会いいたしましょう！
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